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論文 

日本人の名字の地域性と遺伝学 
 

鈴木留美子 
国立遺伝学研究所 

 
Locality of Japanese surnames related with genetics 

 
 

Suzuki, Rumiko 
National Institute of Genetics 

 
 

Abstract: Japanese surnames have a complex origin. Some historical surnames derived 
from honorable titles given by the emperor of the time, while some surnames were brought 
by people from China or Korea. Afterwards, warriors dispersed through the war period and 
started using land names as their surnames. Therefore, the distribution of a surname reflects 
its origin and history. Even highly frequent surnames showed uneven geographical 
distribution, which can be explained by historical consequences. Surnames are also 
expected to work as a marker of clan members who share the similar genetic background. 
Since the 12th century, the surname of the family was inherited by sons, while daughters 
bore her husband’s surname after marriage. This paternal inheritance of the surname is 
similar with the genetic inheritance of Y chromosome. This article illustrates frequency 
maps of various surnames in Japanese prefectures based on telephone number book data, 
then compares the distribution of surnames with genetic backgrounds of the residents. 
Principle component analysis of surnames and genetic data showed similarity of the plot 
patterns when focued on local areas. 

 
キーワード：日本人の名字；漢字；地理分布；主成分分析；遺伝学 
Keywords: Japanese surname; kanji; geographical distribution; principle component analysis; genetics 
 
 
  

                                                        
鈴 木 留 美 子 (2022) 「 日 本 人 の 名 字 の 地 域 性 と 遺 伝 学 」 『 地 理 言 語 学 研 究 』 2: 1–28. doi: 
https://doi.org/10.5281/zenodo.7121484 
 本研究に際しては、2018～2022年度文部科学省新学術領域研究「ゲノム配列を核としたヤポネシア人の起

源と成立の解明」（研究代表者：斎藤成也、課題番号18H05505）の援助を受けている。 
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1. はじめに 

本稿では、全国電話帳データに登録された情報を元に、日本人の名字の地理

分布を調査した。歴史的には「姓」は氏族が天皇から賜ったもの（藤原、平な

ど）であり、「名字」は、同じ氏の公家が違いの区別のために使った「称号」

が元になったもの（九条、堀川など）や、東国の武士が本領の地名を名乗った

もの（三浦、伊東など）である。「苗字」という表記は江戸時代以降に広まっ

た。全国民が名字を持つことになったのは、明治８年（1875）の苗字強制令以

降である。江戸時代、農民は名字を名乗ることが許されていなかったが、名字

が全くなかったわけではないので、この令が出ると多くは先祖伝来の名字を届

けた。しかし代々の名字がわからない都市部の住民は自己設定することも多か

ったらしい。 
平安時代の妻問婚から鎌倉時代の嫁入婚に移行すると、名字は父から息子へ

父系で伝わるものとなった。これと同じように、父系で伝わる生物学的要素に

Y 染色体がある。人間の染色体は 22 対の常染色体（44 本）と、性別を決める

2 本の性染色体（X 染色体又は Y 染色体）から成り、性染色体が XX の組み合

わせなら女性、XY なら男性となる。従って Y 染色体は父親だけが持ち、父か

ら息子へと受け継がれる。Y 染色体は DNA の塩基配列の違いによってタイプ

分けされている（ハプログループ A〜R）。名字は養子のように必ずしも実の

息子が受け継ぐとは限らないが、名字と Y 染色体ハプログループの間にはあ

る程度の並行性があることが知られている。本稿では名字の地域分布を調べる

と共に、名字と Y ハプログループ、さらには沖縄地方のゲノム先行研究と照

らし合わせて考察する。 

2. 名字データの概要 

2.1. 都道府県別登録件数 
本研究では、CD 版全国電話帳データに記録されている 1625 万 315 件の名

字データを利用した。県別登録件数が最も多かったのは北海道、最も少なかっ

たのは鳥取県であった（図 1）。電話帳データにはふりがながないので、名字

は「読み」ではなく「表記」によって区別し、例えば「斉藤」「斎藤」「齋藤」

などは別々の名字として扱った。名字の種類は 68,112、使用されている漢字の

種類は 3,311 であった。 

2.2. 名字の種類数と人数 

図 2 に各都道府県別の名字の種類数を、図 3 に名字あたりの人数（登録人数

/名字数）を示す。名字あたりの人数が最も多かったのは新潟県、最も少なか

ったのは奈良県であった。 
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図 1 都道府県別登録件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 都道府県別名字数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 名字あたり人数 
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3. 名字の地域特異性 

3.1. その都道府県内にしか見られない名字 

どの都道府県にも、他の都道府県では見られない特有の名字が存在する。都

道府県内の名字数のうち、特有な名字が占める比率を図４に示す。東京、大阪、

福岡などは各地から人が集まるので名字の種類数は多いが、特有の名字の比率

は高くない。特有な名字の比率が最も高いのは沖縄県で、広島県、石川県、鹿

児島県が続く。比率が最も低いのは山梨県で、群馬県、佐賀県、宮城県が続く。 
 

図 4 都道府県特有な名字が占める比率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3.2. 名字の共有度別人数 
特有の名字の多い沖縄県と広島県であるが、名字の他都道府県との共有度別

に人数を調べると差が見られる。図 5 に、都道府県間共有度（1〜47）ごとに

広島県と沖縄県の名字数と、人数を示す。左端の共有度 1 がその都道府特有の

名字、右端の 47 が全都道府県で見られる名字である。広島県は特有の名字の

数は多いがその名字を持つ人数は少なく、大多数の人が 47 都道府県共通の名

字を持っていることがわかる。それに対し、沖縄県は都道府県共有度の低い名

字を持つ人数が多い。沖縄特有の名字は人数が多い順に喜久村、慶留間、宜志

富、多宇、饒辺など、広島県は沖辺、家頭、栗末、巳之口、大高下などであっ

た。 
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図 5 都道府県間共有度と名字数、人数 
 
(1)沖縄県・名字数 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)沖縄県・人数 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)広島県・名字数 
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3.3. 二都道府県共有名字 

二つの都道府県でのみ共有されている名字について、どの県間で共有されて

いる割合が高いかのヒートマップを図 6 に示す。セルの色が赤いほど共有度

が高く、黄〜緑の順に低いことを表している。 
赤い部分に注目すると、北海道-岩手、青森-岩手、東京,神奈川-静岡、愛知,

岐阜-三重、広島-山口、福岡-佐賀, 長崎, 大分など、地理的に近接している都

道府県間で共有度が高い以外に、地理的に離れた東京, 神奈川-沖縄、北海道-
石川も二県共有度が高い。東京、神奈川と沖縄の共有度が高いのは沖縄から首

都圏への移住を反映していると思われる。大都市圏における沖縄系名字の分布

パターンは、桐村喬の研究によって町丁・字レベルで調査されている。 
北海道と石川の共通性は、石川が屯田兵の主要な出身地であったことによる。

北海道内では北陸からの移住者の多さがよく知られていることも、2021 年の

日本地理言語学会で教えていただいた。 
 
図 6 二都道府県共有名字 
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4. 名字の地理分布 

名字の都道府県別頻度マップはさまざまなソースから発表されている。大規

模なものに矢野桂司によるマップがあるが、ここでは電話帳データを元に、頻

度の高い名字の地域差と、歴史的に古い名字の分布を見ていく。 

4.1. 頻度の高い名字の分布 

今回利用した電話帳データでは、頻度が高い順に、1. 佐藤、2. 鈴木、3. 高
橋、4. 田中、5. 伊藤、6. 山本、7. 渡辺、8. 中村、9. 小林、10. 加藤、だった。

先行の各種データと同様の順位である。サイトウは異字表記が多いため、単独

では 10 位以内に入らなかったが、これも頻度の高い名字なので異字別に分布

を見た。 

4.1.1. 頻度上位10種の地理分布 
頻度上位 10 種の名字の地理分布を図 7 に示す。頻度が高い名字でも全国一

律に多いわけではなく、地理的な偏りが見られる。名字の分布は、新潟、長野、

岐阜、三重以東が東日本型、それより西が西日本型に大きく分けられる。 
佐藤、高橋は東北に多く、鈴木は東北南部のほか静岡に多い。田中と山本が

西日本に多いことも知られているが、田中は青森でもやや多い。伊藤は佐藤と

同様東北に多いが、三重県を中心とした中部にも多い。これは伊藤氏が「伊勢

の藤原氏」をルーツとするからであろう。渡辺は摂津国西成郡渡辺の地名をと

った渡辺綱が起源とされるが、現在の大阪では頻度は高くなく、山梨、福島、

新潟で多い。中村は長崎、山口、三重、青森などで頻度が高く、東日本にも西

日本にも見られる。中心の村という意味合いで、特定の地名や人物と特に強く

結びついていないためであろう。小林は地名に由来する名字とされ、長野では

伊那郡小林村が発祥とされる。山梨でも多いのは、上野国緑野郡小林の小林氏

が戦国時代に上杉氏に仕えていたという歴史的な経緯によるものと思われる。

加藤は藤のつく名字として東北にも見られるが、愛知、岐阜に多い。これは美

濃加藤氏の流れをひくものとされる。佐藤、伊藤、加藤で分布が異なるのは藤

原氏がそれぞれ各地で分派したたからであろう。 
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図 7 頻度上位 10 種の地理分布 

1. 佐藤                2. 鈴木 

3. 高橋                4. 田中 
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5. 伊藤                6. 山本 

 
7. 渡辺                8. 中村 
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9. 小林                10. 加藤 
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4.1.2. 斉、齊、斎、齋 

サイトウも頻度の高い名字であるが、サイは異字体が多く手書きの時代は

85 種あったとも言われる。図 8 に斉藤、齊藤、斎藤、齋藤の分布を示す。齊

は斉の、齋は斎の旧字体である。どのサイトウも東日本に多いが、斉藤は新潟

県で頻度が高く、旧字体の齊藤とかぶる所は少ない。斎藤と齋藤はどちらも山

形で頻度が高いが、齋藤の方がやや南よりに分布する。 
 

図 8 斉藤、齊藤、斎藤、齋藤 
 

斉藤                齊藤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
斎藤                齋藤 
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4.2. 歴史的な名字の分布 

現在は名字が新設されることは稀だが、昔は氏族の人数が増えれば互いの識

別のために称号を使ったり、武士が地名や主君から賜ったり、明治の「苗字強

制令」で新設されたりして増えていった。ここでは歴史を遡り、古い起源を持

つ名字の分布を見ていく。 

4.2.1. 源、平、藤原、橘 

源、平、藤原、橘は四姓とよばれる由来の古い姓である。四つの分類を設け

る制度はインドの四種制（カースト）に起源を持ち、中国、匈奴、朝鮮半島な

どで「四姓ノ制」として広まり、日本にも伝わった。日本の四姓は身分の序列

ではなく氏族の出自を表し、近世以前は「姓」と、分家した各家の名称「名字」

は別物として併存していた。従って姓をそのまま名字として使うことは少なか

ったかもしれないが、現代の名字における四姓の分布を図 9 に示す。 
源は他の名字マップでも見られるように石川、富山に多いほか徳島、愛媛で

もやや頻度が高い。石川、富山は橘の頻度も高い。平は頻度の高い県が山形、

鹿児島、沖縄と南北に別れる。沖縄には平良も多いので、平氏とは異なる起源

を持つのかもしれない。藤原は奥州藤原氏の流れをくむ秋田、岩手に多いほか、

兵庫、岡山、島根にも多い。橘は愛媛、兵庫、和歌山、石川、富山、新潟、福

島、秋田など、広い範囲で頻度の高い県がみられる。愛媛、和歌山はミカンの

産地として知られているが、同じくミカン産地の静岡では橘の頻度は低い。 

4.2.2. 渡来系の名字 
渡来系の名字としては秦、狛、太秦、丹波などがあるが、ここでは宮廷で雅

楽を演奏した渡来系の楽家として知られる、狛系の東、窪、奥、辻、芝、上、

西、久保と太秦系の東儀、林、薗、岡の分布を図 10 に示す。 
狛系では、東は南九州、紀伊半島、石川で頻度が高く、窪は鹿児島、奈良、

石川、富山に多い。窪と読みが同じ久保はやはり鹿児島で頻度が高く、四国、

山陽、近畿などにも頻度の高い県が見られる。奥と西は鹿児島と和歌山で頻度

が高く、辻は滋賀を中心に近畿地方で頻度が高い。芝は愛媛、高知、和歌山な

どに多く、上は新潟で頻度が高いほか、和歌山、奈良にも分布する。 
太秦系では、東儀は埼玉、千葉、島根に多いが、埼玉、千葉の分布は近年の

移住によるものかもしれない。林は岐阜を中心に北陸・東海から西に分布する。

薗は和歌山県で特に多い。岡は長崎、島根、広島、香川、徳島など西南日本で

広く見られるほか、山梨、栃木など東日本にも見られる。 
県別に見るとこれらの名字は、鹿児島、和歌山、石川で頻度が高い傾向があ

る。明確な理由はわからないが、島津、紀州、加賀など江戸時代に有力な藩 
であった地域であることは興味深い。 
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図 9 源、平、藤原、橘 
 
源             平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
藤原             橘 
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図 10 渡来系楽家 
狛系 
 
東              窪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
奥              辻 
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芝              上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西              久保 
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太秦系 
 
東儀              林 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
薗              岡 
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5. 漢字単位での頻度と地理分布 

名字の分布マップは書籍やウェブサイトにも多数発表されているので、ここ

では漢字単位に分解して分布調査を試みた。 

5.1. 頻度の高い漢字 

名字に使われている頻度の高い漢字、上位から 30 位までを表 1 に示す。 
 

表 1 使用頻度の高い漢字 1 位〜30 位 

1.田 2.藤 3.山 4.野 5.川 6.本 7.村 8.木 9.井 10.中 

11.小 12.原 13.大 14.佐 15.松 16.谷 17.高 18.上 19.岡 20.島 

21.橋 22.口 23.石 24.崎 25.西 26.吉 27.林 28.森 29.沢 30.内 

 
10 位までのうち、野、川、井以外は名字頻度の 10 位に含まれる漢字である。

鈴木は名字としては 2 位であるが、「鈴」単独だと 33 位であった。田や藤の

ように他の漢字との組み合わせが多いものに比べて、鈴は鈴木以外の名字で使

われることが少ないからであろう。野、川、井の分布を図 11 に示す。野は満

遍なく分布し鳥取、奈良、長野、秋田、青森などでやや少ない。川は近畿、四

国、三重、滋賀、福井などから新潟にかけての日本海側に多い。井は瀬戸内、

近畿、中部に多く、東北と九州は少ない傾向である。 

5.2. 動物を表す漢字 

動物を表す漢字で頻度順位の高かった、馬、熊、亀、鳥、鶴、猪、鹿、牛、

犬、猿の分布を図 12 に示す。漢字の後のカッコは順位を表す。馬の頻度が高

い秋田は相馬のほか神馬がある。熊は岩手、宮城など東北から東日本で多く、

熊襲の故郷である熊本では少ない。亀の頻度の高い栃木、香川、愛媛は亀井が

共通しているが、栃木では亀田、香川では亀山、愛媛では亀岡が見られる。京

都に亀山市が、三重に亀岡市が存在するが、両府県とも亀の頻度は高くない。

鳥が中部に多いのは鳥羽の影響だが、秋田の鳥は鳥潟による。鶴は九州で頻度

が高く、特に鹿児島では鶴田が多い。猪の多い福島は猪狩と猪俣が見られる。

鹿は青森で男鹿、雄鹿が、宮城で鹿野、鹿又が多い。牛の頻度が高い愛知には

牛田がある。犬は秋田で犬貝、福岡で犬丸、熊本で犬童が見られる。猿は長野

では猿田が、福岡と熊本は猿渡が多い。 
動物を表す漢字としては十二支に使われる子、丑、寅などもあるが、子、辰、

巳、未以外は通常の動物漢字の頻度の方が高かった。子と未は動物と関係ない

意味でも、辰巳は方角由来の名字としても使われるので頻度が高いのだろう。

通常の動物漢字では十二支のうち十一が名字に使われていたが、羊を使った名

字はなかった。羊は平安時代ごろには大陸から移入されていたようだが、日本
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の風土では羊毛の需要が少なく、また肉食の習慣もなかったため家畜として広

まらなかったからだろう。 
 

図 11 野、川、井の分布 
 
野              川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
井               
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図 12 動物を表す漢字 
 
馬(120)            熊(122) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
亀(186)            鳥(190) 
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鶴(211)           猪(232) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鹿(254)            牛(299) 
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犬(407)           猿(452) 
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5. 名字の頻度による主成分分析 

全国の半数以上の都道府県（24 都道府県以上）に存在する名字 6639 種（1459
万 1476 人）について、県別に頻度をとって行った主成分分析の結果を図 13 に

示す。点の色は図の左上に示した日本地図上の色に対応している。横軸の第一

主成分（PC1）の左から右に沿って、都道府県が北から南に並んでおり、沖縄

は縦軸の第二主成分（PC2）で他から大きく離れる。 
沖縄県を除いて行なった主成分分析の結果が図 14 である。図 14 も左から

東北、関東、中部が並び、右に近畿、中国、四国、九州が固まるが、大分は西

日本クラスターから外れて東日本側に位置している。これは源平合戦の時代に

源義経について平家追討に加わった豊後の緒方氏が、後に頼朝によって流罪と

なり、豊後を頼朝の直轄地として関東系の武士が支配したことによるらしい。

大分はアクセントも東京型であり、九州の中では東日本に近い。 
 

図 13 名字頻度による主成分分析 
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図 14 名字頻度による主成分分析（沖縄県を除く） 
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6. 名字と遺伝学的データの関連性 

ここからは、名字と遺伝学的データの関連性を見ていく。男性が持つ Y 染

色体は名字と同様に父から息子へ父系で伝わるが、図 13 の名字頻度による主

成分分析のプロットは Timothy Jinam らによる母系のミトコンドリア DNA の

解析結果に近い。Y 染色体の５大ハプログループ頻度による解析では沖縄が大

きく離れることはなかったが（データ未発表）、ハプログループをさらに細か

いサブグループに分ければ解像度が上がるかもしれない。都道府県レベルでは

なく、人の移動の少ない地域の市町村ごとに見ると、名字と遺伝学的データの

間に関連性が見られたので以下に述べる。 

6.1. 宮崎県における名字とYハプログループ 

野原寛文らによる、宮崎県内の 26 市町村における Y ハプログループ頻度の

報告を元にした主成分分析（図 15）と、宮崎県の市町村単位の名字頻度によ

る主成分分析（図 16）を行なった。Y ハプログループによる分析では、D-M125
の多い Shiiba, Nishimera、D-M157 と D-M125 の多い Tsuno、O-M154 の多い

Morotsuka, Gokase, Hinokage などが周縁部に位置している。名字による分析で

はプロットの位置関係は異なるが、Shiiba, Nishimera, Tsuno, Morotsuka, Gokase, 
Hinokage がやはり周縁部に位置する。どの名字にどの Y ハプログループが多

いかを直接調べることはできないが、上記の地区には特定の名字と Y ハプロ

グループを持つ住民が多いのかもしれない。 

6.1. 沖縄における名字とゲノムデータ 
沖縄では宮古諸島について、Matsunami らによるヒトゲノムデータを使った

詳しい解析が行われている。本稿では、宮古諸島の地区別電話帳データによる

名字分析を行い、ヒトゲノムデータによる主成分分析プロットと比較した（図

17）。ヒトゲノムデータの結果では Okinawajima（沖縄本島）は本土に近く、

Gusukube, Hirara, Irabu, Ikema の順に遠くなる。同様の傾向は名字データによる

プロットでも見られた。これはこの地域の名字が、Y 染色体に限らずゲノム全

体とも関連性があることを示唆している。 
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図 15 宮崎県 26 市町村の Y ハプログループによる主成分分析 
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右図は Matsunami らの

Fine-Scale Genetic Structure 

and Demographic History in 

the Miyako Islands of the 

Ryukyu Archipelago (2021)に

よる 
 
 
 
 
 
  



 『地理言語学研究』 | Studies in Geolinguistics 2 

28 
 

7. まとめ 

 名字は頻度の高いものでも地理的なかたよりが見られ、その分布は歴史を

反映している。地名からとられた名字も多いが、特定の地名がある県で、必ず

しもその名字の頻度が高いとは限らなかった。県単位ではなく市町村単位で調

べれば地名と名字の関連が見えてくるのかもしれない。人口流動の少ない地域

における名字と遺伝学的データの比較では、父系の Y ハプログループだけで

はなく、ゲノムデータとの関連性も見られた。 
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Abstract: This article introduces the geolinguistic methodology for the principal part of 
the ‘Southern Khams dialects’ in traditional Tibetan linguistics to examine the dialectal 
variations within them. The target dialects are spoken in the crossing area of Yunnan, 
Sichuan, and Tibet Autonomous Region, China, connected by two national routes—G318 
and G214. The article discusses dialectal variations of two word forms—‘fish’ (nya) and 
‘pig’ (phag)—in Tibetic languages, focusing on phonological features corresponding to 
three Literary Tibetan (LT) patterns: initial consonant corresponding to LT ny, vowel 
corresponding to LT a in an open syllable, and rhyme corresponding to LT ag. 

 
 
Keywords: Southern Khams region; Southern Route group; sDerong-nJol group; lexical form; dialectology 

 
 

1. Introduction 

Previous geolinguistic research on Khams Tibetan has faced the issue that linguistic 
data from Tibet Autonomous Region (TAR) are rarely accessible. Hence, the quantity 
of datasets is unbalanced between TAR and non-TAR regions. This article primarily 
connects the data of Khams Tibetan dialects spoken in Sichuan and Yunnan with TAR 
along two main traffic routes—G318 and G214—to overview a geolinguistic situation 
of ‘Southern Khams’. This includes dialects located in Yunnan and Sichuan as well as 
Chamdo Municipality and rDzayul County (Nyingkhri Municipality) beyond the 
Jinshajiang River. 
                                                        
SUZUKI, Hiroyuki, Sonam Wangmo, and Tsering Samdrup. 2022. Connecting Southern Khams in geolinguistics: A 
brief survey on ‘fish’ and ‘pig’ beyond provinces. Studies in Geolinguistics 2: 29–39. doi: 
https://doi.org/10.5281/zenodo.7121496 
 The present study is funded by two Grants-in-Aid for Scientific Research from the Japan Society for the Promotion of 
Science [JSPS]: “Investigation of Undocumented Languages in the Eastern Tibetosphere and their Geolinguistic 
Research” (headed by Hiroyuki Suzuki, No. 17H04774) and “Geolinguistic Studies of China and Adjacent Multilingual 
Areas Using High-resolution and Wide-area Maps” (headed by Mitsuaki Endo, No. 18H00670). 
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The target area includes the following regions: 
 
Yunnan Province 

nJol [Deqin] 
mBalung [Weixi] (Budy [Badi] Township only) 
Sems-kyi Nyila (rGyalthang) [Xianggelila] (except for the southern half area) 
Gongshan 

Sichuan Province 
mBathang [Batang] 
sDerong [Deirong] 
Chaphreng [Xiangcheng] 
Lithang [Litang] (the southwestern part only) 

TAR1 
sMarkhams [Mangkang] 
mDzogong [Zuogong] 
rDzayul [Chayu] (Tshawarong [Chawalong] Township) 

 
The article principally deals with Khams Tibetan,2 although other languages are also 

spoken in the target area, such as Lisu (Mu and Sun 2012, Suzuki 2019a), Naxi (He 
2015), Nosu, Selibu (Zhou 2018, Zhou and Suzuki 2020, 2022), Nung, Trung (Qin and 
Suzuki 2016), Lamo, Larong sMar, and Drag-yab sMar (Suzuki et al. 2018, 2021ac, 
2022ab; Tashi Nyima and Suzuki 2019), as well as various regiolects of Southwestern 
Mandarin. See Roche and Suzuki (2017) for their distribution (except for TAR). 

Map 1 shows the target area and location of the varieties by province. Generally, 
geolinguistic studies do not limit specific administrative units; rather, they consider 
linguistic and cultural areas. Among the previous studies in the present target area, we 
find, for example, Suzuki (2018, 2021) for Yunnan Tibetan. However, linguistic 
classification, as in Map 2, is different from the boundary of administrative units. The 
target varieties belong to various dialectal groups, including Southern Route (SR), 
sPomgorgang (PG), Chaphreng (CP), sDerong-nJol (DJ), rDzayul (DZ), and Sems-kyi-
nyila (SN) from Khams Tibetan, as well as Amdo Tibetan (AM).3 

 

                                                        
1 See, for example, Suzuki et al. (2021b) for a geolinguistic approach to Tibetic varieties in the TAR’s target region. 
2 A similar approach is taken by Suzuki (2022b) on the word form for ‘dog’. 
3 Based on the description of Suzuki (2018abc) with updates of Suzuki (2020, 2022). The classification of SR is 
preliminary and warrants a rigorous examination. See also Tournadre and Suzuki (2022). 
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Fig. 1  Target area and data points for mapping. 
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Fig. 2 Language classification in the target area. 

 
This article examines sounds of two monosyllabic words—‘fish’ and ‘pig’. Their 

Literary Tibetan (LT) forms are nya and phag, respectively. It focuses on three of their 
features:  

 
(1) Head of ‘fish’: initial consonant corresponding to LT ny; 
(2) Tail of ‘fish’: vowel corresponding to LT a in an open syllable; and  
(3) Tail of ‘pig’: rhyme corresponding to LT ag. 
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We do not discuss the initial consonant of the word form for ‘pig’, as it is 
characterised as /ph/; however, in Amdo Tibetan and a few other varieties, it 
corresponds to /h/. See also Suzuki (2007, 2019b). For the phonetic description in the 
data, we follow Suzuki’s (2016) method. 

 

2. Head of ‘fish’ 

This section examines the initial consonant corresponding to LT ny. As Map 3 
displays, two sound correspondences are attested in the target area. 

 

 
Fig. 3  Initial consonant of the word form for ‘fish’. 
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Type /ȵ/ is ubiquitous, and Type /n/ is marked in the Tibetic languages. As Map 3 

shows, the latter appears principally in sMarkhams as well as mDzogong counties. The 
distribution range is characterised by Route G318 between the Jinshajiang and Nujiang 
rivers. Notably, along the Jinshajiang River, some varieties use Type /ȵ/, while some 
others use Type /n/. The river has probably been a boundary of the given linguistic 
feature; however, we must investigate the mutual relationship, including intermarriage 
and business traffic, between the riversides. 

This classification influences the word forms for ‘fish’ in non-Tibetic languages. For 
example, the Lamei dialect of Lamo uses /nɛ/ ‘fish’, which can be borrowed from the 
donor language (Tibetic) using Type /n/. Map 3 shows that Tibetic varieties used in the 
Lamo-speaking area belong to Type /n/. Therefore, it is reasonable that Lamo has 
borrowed the word from a variety distributed in its vicinity. 

 

3. Tail of ‘fish’ 

This section examines the vowel corresponding to LT a in an open syllable. As Map 
4 displays, six sound correspondences are attested in the target area. 

The unmarked sound is /a/, which is assumed to be a straightforward sound 
correspondence with LT a. Type /a/ is the most widely distributed. Of the remaining 
sounds, /e/ is considered exceptional as a sound corresponding to LT a in Tibetic 
languages. A similar sound is known as ‘brightening’ (Matisoff 2004) in languages of 
the Qiangic and rGyalrongic branches, including Lamo, Larong sMar, and Drag-yab 
sMar; see some lexical forms cited in Suzuki et al. (2018, 2021ab, 2022a) and Tashi 
Nyima and Suzuki (2019). 

We analyse the other sounds as follows: The sound /ɐ/ is considerably close to the 
unmarked type /a/, which is only attested in the Myigzur dialect. The remaining three 
sounds /ɑ, ɔ, o/ form a category that can be labelled as the ‘back’ vowel. We can 
hypothesise a sound change process /ɑ/ > /ɔ/ > /o/ based on the synchronic distribution. 
Note that the sound /o/ is found more widely in the east of the target area (dialects of 
the sPomborgang group); see Suzuki (2018ac), Li and Suzuki (2020), and Suzuki and 
Li (2022). 
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Fig. 4 Vowel of the word form for ‘fish’. 

 

4. Tail of ‘pig’ 

This section examines the rhyme corresponding to LT ag in an open syllable. As the 
sound correspondence of LT ag is concerned, a glide is also included despite its 
phonological status as part of initial consonant clusters. As Map 5 displays, eight sound 
correspondences are attested in the target area. 
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Fig. 5 Rhyme of the word form for ‘pig’. 

 
The unmarked sound is /ɑʔ/; it is the most widely distributed. A similar form /aʔ/ is 

found around Type /ɑʔ/. Type /ɔɑʔ/ is only found in the mBathang dialect; owing to its 
phonetic feature, we believe that it is derived from the back vowel form /ɑʔ/. Type /aq/ 
is found only in Amdo Tibetan. The remaining form is connected to front mid vowels 
/e/ and /ɛ/, as well as a palatal glide /j/, which we call Type E for simplicity. These 
types are principally found in varieties along the Jinshajiang River. From the geo-
linguistic viewpoint, the form of the mBathang dialect (Type /ɔɑʔ/) is peculiar, as it is 
surrounded by varieties using Type E. Type E was once discussed in varieties 
distributed in a wider region (Suzuki 2007:37-38), displaying a scattered distribution 
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(see also Suzuki 2010, 2011). Map 5 shows that the distribution of Type E expands to 
a certain geographical range; hence, we can collect more data to examine whether these 
varieties can form an independent dialect (sub-)group. 

 

5. Conclusion 

The article examined three linguistic phenomena to overview the geolinguistic 
situation of ‘Southern Khams’, including dialects located in Yunnan and Sichuan as 
well as TAR. They are (1) initial consonant corresponding to LT ny, (2) vowel 
corresponding to LT a in an open syllable, and (3) rhyme corresponding to LT ag. Each 
linguistic map shows different distribution patterns of the given features in the target 
area. The results suggest a possibility of further division into (sub-)groups of Khams 
Tibetan, including varieties spoken in TAR. 
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論文 

東部チベット系諸言語における「野うさぎ」の語形 
チベット文語形式との音対応を中心に 

鈴木博之 
京都大学 

 
Lexical forms of ‘hare’ in eastern Tibetic languages: 

Focusing on a sound correspondence with Literary Tibetan forms 
 

SUZUKI, Hiroyuki 
Kyoto University 

 
 

Abstract: This article discusses word forms for ‘hare’ in Tibetic languages spoken in the 
eastern Tibetosphere (principally Gansu, Sichuan, and Yunnan, as well as a part of Chamdo 
and Myanmar). There are two principal word forms derived from Literary Tibetan ri bong 
and spang g.yag (literally meaning ‘grassland yak’). The former is attested widely, and the 
latter is attested in the south-eastern edge of the Tibetosphere. There are various phonetic 
realisations for the word forms derived from ri bong. Of them, the article focuses on the 
variation of sound correspondences of the second syllable, which is classified in several 
types: labial, velar, uvular, and glottal. By drawing linguistic maps, the article first 
describes details of the distribution of the form derived from spang g.yag: its essential 
distribution area is the south-eastern part of the Tibetosphere in Yunnan, of which varieties 
spoken in the rGyalthang area use the form derived from ri bong. Second, it descibes the 
sound differences in the ri bong-type, exhibiting a relationship between the velar and 
uvular types as well as between the glottal and monosyllablic types. 

 
 
キーワード：チベット系諸言語；東チベット文化圏；語形式；音対応 
Keywords: Tibetic languages; eastern Tibetosphere; word form; sound correspondence 
 
 

1. はじめに 

チベット系諸言語では、一般的に「うさぎ」の語形について、「野うさぎ」

と「家うさぎ」が語彙的に区別される。チベット文語（蔵文）形式1では、前者

                                                        
鈴木博之(2022)「東部チベット系諸言語における「野うさぎ」の語形：チベット文語形式との音対応を中心

に」『地理言語学研究』2: 40–52. doi: https://doi.org/10.5281/zenodo.7121520 
 本稿にかかる現地調査は、科研費（課題番号16102001, 07J00250, 21251007, 25770167, 16H02722, 17H04774, 
18H00670）の援助を受けている。 
1 蔵文形式は、de Nebesky-Wojkowitz (1956)によるローマ字転写で示す。 
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が ri bong、後者が yos として知られる2,3。この中で、特に前者については語形・

音形ともにさまざまな方言的・地理的差異が現れる。筆者は東部チベット文化

圏（eastern Tibetosphere）のチベット系諸言語について、300 地点前後の資料を

収集した。その中で、「野うさぎ」の語形は次の２点に基づいて分類すること

が可能である。 
 
・ri bong に語彙的な対応関係が認められるか否か 
・ri bong に語彙的な対応関係がある場合、その音対応がどうであるか 
 
特に、ri bong に対応する形式で、その第２音節に対応する形式が多様である

ことから、これについて、地理言語学的に意味のある解説を与えられるかは、

興味のある問題となる。本稿では、東チベットのチベット系諸言語を対象に、

以上の２点に基づいて語形を整理したのち、ArcGIS online を用いて言語地図

を作成し、地理言語学的に有意な特徴が現れるかを検討する。語形の表記には

音標文字を用いて記す4。地点・方言名について、中国国内の地点は漢字を用

い、それ以外はローマ字表記とする。 
 

2. 語形 

本節では、「野うさぎ」の具体的な語形を整理し、具体的な形式を音標文字

を用いて記述する。 

2.1. ri bongに語彙形式上の対応関係が認められるか否か 

東部チベット文化圏の多くのチベット系諸言語における「野うさぎ」の形式

は、文語でもある ri bong に対応関係をもつ（以下、「ri bong 類」）。これに

ついての詳細は 2.2 に整理し、先にそれ以外の形式について見ていく。 

                                                        
2 日本語ではいずれも「うさぎ」として問題なくとも、たとえば英語ではhareとrabbitの区別があり、それぞ

れ蔵文形式のri bongとyosに対応させることができる。ただし、各種英訳の環境では、ri bongをrabbitとする

こともあり、混乱が認められる（Shelton 1925、華侃 主編2002、Kajihama 2004、Suzuki and Sonam Wangmo 
2018など）。筆者のチベット系諸言語の現地調査で、「ri bongという動物は野生であり家で飼われることは

ない」という調査協力者による解説が得られた（Suzuki and Sonam Wangmo 2021、Zou and Suzuki 2022参照）。

このようなことから、日本語であっても「野うさぎ」と訳すよう心がけることが有益であると考える。 
3 東チベットのチベット系諸言語の形式を収録語に含む『チベット語・ラテン語・フランス語辞典』DTLF 
(1899:936)では、見出し語にri gongも掲げている。語義としては、lièvre/lepus「野うさぎ」を当てているが、

lapin「家うさぎ」はkhang pa’i ri gong（直訳は「家の野うさぎ」）という形式を与えている。筆者はこの形

式については調査記録には認められない。一方、蔵文yosにもlièvre/lepus「野うさぎ」と訳されている

(1899:919)。Giraudeau et Goré (1956)の『フランス語・東チベット語辞典』は、南部カム地域、特に雲南で話

される口語形式を反映している（鈴木2021参照）が、lièvre「野うさぎ」にもlapin「家うさぎ」にもri gong, 
ri bongを掲げ、十二支の「う」にyosを掲げている(1956: 166, 168)。 
4 分節音については、Suzuki (2016)を参照。超分節音の表記については、Suzuki (2022)を参照。 
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ri bong 類以外で複数の地点で記録されたものとしては、spang g.yag 類と呼

んでまとめられる一連の形式が認められる。この語形式は蔵文には認められな

いが、直訳すれば「草原のヤク」となる。たとえば、/`hpɔ ̃ɦjɑʔ, ̂ hpũ ʑɑʔ, ̄ hpu jã, 
`hpõ zɑʔ/のような形式があり、これらをそれぞれの言語における蔵文との音対

応を踏まえて考えれば、蔵文で spang g.yag のような形式が想定される。 
これ以外には、次のような形式を認めることができる。 
 
・蔵文 a khu ri bong（直訳「野うさぎおじさん」）の対応形式 
・蔵文 a myes ri bong（直訳「野うさぎおじいさん」）の対応形式 
・蔵文 yos（直訳「家うさぎ」）の対応形式 
・/´ʈә ɦdә/（蔵文との対応関係は不明） 
 
以上のうち、最初の２つは、語形式の後半に ri bong 対応形式を含むことか

ら、広義の ri bong 類に含めることができる。ただし、親族名称を伴う点につ

いては注目に値する5。 

2.2. ri bong類の音対応 

ri bong 類は多数派であると言えるが、その音対応は多様である。また、音対

応の中の多数派は、必ずしも蔵文のつづり字と一対一の対応を示していない。

以下に整理する。方言名は省略する。 
 

表１：ri bong類の音対応 
分類 説明 語形 
Ra1 ２音節形式かつ第２音節が唇音 ´rә be, ´rә bõ, ´rә ɦbõ, ´rә buː ; 

^rә βuː ; 
^rә mõ, ^ɦә˞ mũ ; 
´ri wõ, ^rә wõ, rә wuː 

Ra2 ２音節形式かつ第２音節が軟口蓋音 ´ri koː, ´rә kõ, ´rә kũ ; 
^rә gõ, ´rә gõ, ´rә ɦgõ, ´rә gɯ̃ ;  
rә ɣoŋ, rә ɣõ, rә ɣu, rә ɣo, ´ro ɣɑ̃, ´ru ɣuː ; 
rә ɣwuː 

Ra3 ２音節形式かつ第２音節が口蓋垂音 ^rә qõ ; 
rә ʁoŋ 

Ra4 ２音節形式かつ第２音節が声門音 ´rә hõ ; 
ˉreː ɦu, rә ɦu, rә ɦɔ 

Rb １音節形式 ruː, rɔ̃, ´rõː  

 

                                                        
5 いくつかの動物名が、普通名詞としても親族名称を伴う現象は広く認められる。特に、「虎」や「熊」の

事例が多い（Tournadre and Suzuki 2022参照）。動物が登場する昔話などの語りにおいては、Suzuki and Sonam 
Wangmo (2021)、Zou and Suzuki (2022)などにあるように、呼びかけ語として頻繁に当該現象が認められる。

ただし、それらはあくまでも呼びかけであり、普通名詞として親族名称を伴うかどうかは別問題であるが、

当該語形が現れる背景として考慮すべき事例である。 
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以上のうち、Ra1 に分類した/w/を含む形式は、実際には両唇と軟口蓋におけ

る同時調音であるから、Ra2 との調音位置上での連携もあるといえる。Ra2 に

は、ちょうどこの両者をつなぐように見える/rә ɣwuː/という形式も含めた6。 
「野うさぎ」の蔵文 ri bong という語形について、Hill (2011:116-118)がチベ

ット系諸言語の資料を引用して議論している。蔵文 ri bong という形式は、「山」

と「ロバ」という形態素からなる複合語であると述べるが、第２音節初頭子音

の音形式について、b は蔵文の指小辞’u の音対応と共通する部分があることを

指摘している。指小辞’u は蔵文 bu に由来し、語中にあるときに[b > w > ɣ]と
弱化したとする。この音変化の過程が「野うさぎ」にも生じていると理解でき

る。 
Hill (2011)は蔵文形式 ri bong の第２音節が b と対応する諸方言を主にチベッ

ト文化圏の西部に位置する地域（ラダック、阿里など）の変種に見出している

が、表１の Ra1 類に示すように、同文化圏の東部にも認められることに注意

できる。また、Ra1, Ra2, Ra3, Ra4, Rb の順で第２音節の初頭子音が弱化してい

ると見ることは可能である。一方で、Ra2 に含めた/ɣ, g, k/は弱化と認めるには

困難がある。つまり、内部において異なる音変化をたどったか、そもそも異な

る語源があるのか、慎重に検討する必要性がある。 
 

3. 言語地図 

本節では、2 節で記述した事柄を言語地図上に表し、その地理的分布につい

て考察を加える。各地図は２枚で１組（東チベット全体7及び雲南地区の拡大

図）であるが、各図に通し番号を振る。 

3.1. 語彙形式に関する地図 

ここでは、2.1 節に掲げた語形の分布を地図上に示す。表１は東チベット全

体の言語地図、表２は表１の中のカム地域南部（雲南のチベット文化圏を中心

とする）の拡大図である。 
図１を見ると分かるように、R 類（蔵文 ri bong 対応形式）が広範囲にわた

り多くの地点を占めている。R+類（２地点のみ）は、R 類に相当する形式が語

の内部に含まれ、R 類に囲まれるように分布している。Y 類、X 類はそれぞれ

１点のみ認められ、いずれも R 類に囲まれる形で分布している。一方、P 類は

雲南を中心に認められ、その分布地域は R 類とも重なりながら、一定の連続

                                                        
6 わたり音として現れる/w/や/j/について、蔵文との対応関係を調べると、初頭子音の性質による場合のほか

に母音＋末子音との対応関係に由来するものも少なくない。後者については、鈴木(2012)などを参照。 
7 本稿で扱う「東チベット」の範囲は、中国青海省、甘粛省、四川省、雲南省のチベット系諸言語の分布地

域で、玉樹市を除く地域、およびチベット自治区昌都市の南東部、林芝市の東端部、ならびにミャンマーの

カチン州に限定する。 
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した範囲を形成している。R 類と P 類の重なりについては、図２を参照すると

よくわかる。 
 

 
凡例：R: 蔵文ri bong；R+: 蔵文ri bongを含む形式；P: 蔵文spang g.yag； 

        Y: 蔵文yos；X: その他 
図1：「野うさぎ」の語形式 
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図2：「野うさぎ」の語形式（カム地域南部の拡大版） 

 
図２を見ると、P 類の分布する中に、複数の R 類を用いる地点が囲まれてい

ることがわかる。これは建塘鎮を中心とする地域である。鈴木(2017)、Suzuki 
(2018, 2022)などの地理言語学的研究が示すように、建塘鎮は雲南のチベット

文化圏における政治・経済・宗教の中心地であり、音韻変化の特徴で ABA 分

布を見せる事例の中心地、すなわちより新しい形式を生み出す地域にも対応す

ることが分かっている。つまり、建塘鎮が R 類を見せているとすれば、それが

新しく用いられるようになった形式である可能性をまず検討する必要がある。 
P 類と R 類はおそらく一定程度の地点で共存していたと考えることができ

る。なぜなら、チベット文語において P 類の形式が書かれることがなく、「野

うさぎ」の形式は文脈によることなく常に ri bong とつづられ、かつこのつづ

り字が読書音として発音されるからである。すなわち、P 類は完全な口語形式

である一方、R 類は文語の語彙であるが口語にも現れていた、という関係が存

在するといえる。 
すると、R 類が P 類の分布域に紛れ込んでいる状態は不自然であるとはいえ

ない。しかし、その R 類の分布が建塘鎮周辺にかたまっているのは、R 類の使

用を支持するコミュニティーが、ABA 分布でいうところの B すなわち新しい
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形式として、R 類を周辺へと拡大させつつある状態を示していると理解でき

る。すなわち、文語に属する形式を口語形式へと拡張させるという改新が起き

たと考える。 
それでは、蔵文には語彙形式としては認められない P 類の起源はどこにあ

ったと言えるだろうか。語形の分布を見る限り、雲南のチベット文化圏の中で、

瀾滄江流域を除く地域に主たる連続する分布範囲があり、瀾滄江流域の数地点

に P 類の分布域が拡張したと考えてよいだろう。この点的な分布を見せる地

点は、他の語彙形式についても Suzuki (2018)でその関連性が指摘され、Suzuki 
(2022)では、方言区分が建塘鎮に分布する諸方言と同じ区分（香格里拉方言群）

に入ることが提起された。このことも踏まえると、「野うさぎ」の語形の分布

は、香格里拉方言群が東から西へ向かって拡大していった可能性を示唆する。 
このように考えると、P 類は香格里拉方言群の諸方言について、本来の語形

であった可能性が高いと言える。それが、建塘鎮を中心に文語形式に一致する

R 類に置き換わってきたと見ることができる。 
次に、建塘鎮付近において、移民の歴史が比較的明確に知られる地点の語形

式に注目してみたい。すべて図２の南部に見える Lijiang の文字の周辺に分布

する地点である。 
まず、Lijiang の文字の北側に R 類が認められるが、これは虎跳峡鎮魯堆村

である。このあたりは主に彝族やリス族が居住している（呉光範 2009:270-285）
が、魯堆村にはチベット族がまとまって暮らしている。魯堆村のチベット族の

祖先は、建塘鎮、小中甸郷から主に２世代前に移民してきたという口述史があ

る8。つまり、魯堆村の言語は建塘鎮付近の変種を反映しているといえ、２世

代前の建塘鎮の言語では、すでに R 類が用いられていたものと推定できる。 
次に、Lijiang の文字の北側に見える P 類について考える。この地点は雪花

村であり、香格里拉市格咱郷、東旺郷、および四川省甘孜州郷城県などの地域

から主に３～４代前に移民してきたという口述史がある9。調査協力者によれ

ば、雪花村の老年層の発音には個人間に大きな異なりが認められるとされるが、

現在の中年層以下の世代では、発音は一定しつつあるという。格咱郷の多くは

香格里拉方言群に属する変種を用いる地点であるが、東旺郷と郷城県は、郷城

方言群という香格里拉方言群と意思疎通に困難を生じる程度の異なりをもつ

別個の方言群に属する変種を用いる地域にある。調査協力者の観察は、異なる

方言群を話す世代から、時代が下るにつれて共通語のような変種を生み出した

ことを意味し、その「共通語」の音声に関わる諸特徴は、香格里拉方言群建塘

下位方言群の特徴を強く示している。「野うさぎ」の語形が P 類である点につ

いては、建塘方言群の中でも格咱郷では P 類を用い、東旺郷でも P 類を用い

                                                        
8 筆者の現地調査による(2015年)。 
9 筆者の現地調査による(2014年)。 
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る。このような地域の出身者が「野うさぎ」の P 類の語形を反映させたと考え

ることができる。このことは、格咱郷や東旺郷でも現在から３～４代前の言語

で「野うさぎ」の語形が P 類であったことも示唆する。 
最後に、Lijiang の文字の南東側に見える P 類について考える。この地点は

大安納西族郷であり、和旭東主編(2001:247)に記録され、また鈴木(2009)などの

言語記述がある。この地点は民族分布の点でもチベット族居住地が飛び地を形

成しており、彼らの来歴は 16 世紀にさかのぼる移住である。筆者の現地調査

(2014 年)によると、原住地は現在のチベット自治区察隅県察瓦龍郷である説と

芒康県鹽井郷である説の２通りがある。この２地点は図２の北西部にあたる。

その言語特徴については、それぞれ鈴木(2020)と鈴木(2019)を参照すると、香

格里拉地域の言語とは関連がないと考えられる。一方、鈴木(2009)や Suzuki 
(2018, 2022)では、大安方言は香格里拉方言群維西塔城下位方言群に属すると

結論する。「野うさぎ」の語形式を見る限り、維西塔城下位方言群の特徴を反

映していると言え、移民という史実が確かであるとしても、現在のチベット族

の話す言語は途中で維西塔城下位方言群に置き換わったか、16 世紀では図２

の北西部においても香格里拉方言群に近い言語が話されていたか、といった仮

説を検証しなければならないと言えるだろう。ただし、この問題は本稿で扱う

範囲を超えるものである。 

3.2. ri bongの音対応に関する地図 

ここでは、2.2 節に掲げた蔵文 ri bong の対応形式の分布を地図上に示す。2.1
節で言及した形式の中で、蔵文 ri bong 対応形式を含む形式も含む。表３は東

チベット全体の言語地図、表４は表３の中のカム地域南部（雲南のチベット文

化圏を中心とする）の拡大図である。なお、凡例中の分類は表１にあるものと

同じである。 
図３、４を見ると、蔵文のつづりに近い Ra1 類は地図南部に散発的に、かつ

広範囲に認められる。なお、表１に示すように、Ra1 類は語形の第２音節初頭

子音に/b, m, w/など複数の形式をもつ。特に鼻音/m/が現れる点は、単なる特異

な音変化として考えるほかに、そもそも蔵文 ri bong という形式と対応するも

のではないという見方もできる。一方、2.2 節にも述べたように、/w/は両唇と

軟口蓋における同時調音であるから、Ra2 類と調音位置上で連携していると考

えられる。ただし、Ra1 類の/w/から Ra2 類へ移行したと理解するのは、チベ

ット系諸言語全体で見たとき、Ra1 類の分布の地理的偏りとデータの少なさ

（Hill 2011）を説明できるものではないため、慎重であるべきである。 
Ra2 類と Ra3 類は、図３、４にも反映させたように、互いに関連するものと

して解釈した。Ra3 類のにある口蓋垂音は、チベット系諸言語での位置づけに

諸説ある（黄布凡 2012、鈴木 2014、鈴木、四郎翁姆 2021 など）。Ra3 類の分

布を見ると、口蓋垂音を音素として体系に持つすべての変種が「野うさぎ」の
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語形で口蓋垂音が現れているとは言えない。すなわち、音体系に口蓋垂音があ

るものが Ra3 類となっているわけではなく、そのうちの一部の変種に認めら

れる。口蓋垂音と軟口蓋音の合流する過程については鈴木、四郎翁姆(2021)に
例示されている。これを踏まえると、Ra2 類と Ra3 類の関係については、Ra3
類 > Ra2 類の順序を示唆するが、逆の順序も可能で、Ra2 類が先に存在し、各

変種で並行例などからの類推により Ra3 類に変化した可能性もある。現状で

は、どちらの過程がより蓋然性が高いかを示すことはできない。 
 

 
図3：ri bongの音形式 

 
Rb 類は１音節形式を用いる変種であるが、図３が示すように、地図の北東

と南西に認められ、またその周辺に Ra4 類が分布する点に注目できる。Ra4 類
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は、語形の第２音節初頭子音が声門摩擦音になる点に特徴づけられる。声門摩

擦音が前後の母音に影響されて単音節化する過程は容易に理解できる。加えて、

Rb 類が現れる変種やその周辺に分布する変種には、音節縮約の実例も認めら

れる（鈴木 2022, forthcoming）。このことから、Ra4 類と Rb 類は互いにつな

がりがあると言え、語形の変遷として、Ra4 類 > Rb 類という順序とすること

に問題はないだろう。 
 

 
図4：ri bongの音形式（カム地域南部の拡大版） 

 
以上、蔵文 ri bong 対応形式を分類し、その分布について検討した。それを

踏まえて、「野うさぎ」の語形式について疑問が生まれる。もし当該語が一般

に説明されるように「山」と「ロバ」という形態素からなる複合語であるなら

ば、Ra1 類以外の音形式は、複合語であることを話者が意識しなくなって以降

に音変化を起こしたと考えなければならない。bong は語幹であり、指小辞 bu
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とは異なり、より独立性の高い、派生について生産的でない形態素である10。

これが第２音節に現れ、かつ第１音節が開音節であったとしても、東部チベッ

ト系諸言語の多くの口語形式では、この b は閉鎖音を保ちうるといえる。加え

て、対応形式に bong が含まれていると考えるのであれば、Ra2 類で軟口蓋閉

鎖音が現れる形式に対し、別途解説を与えなければならない。軟口蓋摩擦音で

あれば、指小辞と同様の初頭子音部の弱化として説明できるが、先行音節が開

音節という条件で閉鎖音はならないからである。そこで１つ検討の可能性があ

る仮説は、そもそも軟口蓋摩擦音であったものが、過剰修正の結果、閉鎖音と

して認識されるようになったという変化である。 
以上のような変化を仮説としてのみ提示するのは、「野うさぎ」の語形の形

態素分析が母語話者にとって自明のことであるとはいえないからである。筆者

の調査によれば、多くの市井の調査協力者は「野うさぎ」の語形について解説

できず、蔵文の知識がある一部の協力者から「山のロバ」という含意があるこ

との説明を得られた。これは、文字形式 ri と bong に基づいて「山」と「ロバ」

という語義にその場で分析した可能性がある。同様のことは蔵文 spang g.yag
の対応形式についても見られ、一般の話し手は「草原のヤク」と理解している

のではなく、やはり蔵文の知識のある人が分析して提示した程度である。それ

ゆえ、蔵文を知らない話し手の間で独自の音変化が起こり、/ˉhpu jã/といった

蔵文との対応関係から若干不規則的な音形式が用いられるようになってきた

とも考えることもできる。 
本稿の言語地図を見るだけで「野うさぎ」の語源についてさらに考察を進め

ることは難しいが、もし音形それ自体を言語地図化した場合、語源についての

考察を深めることができる可能性もある。これについては別稿にゆずる。 
 

4. まとめ 

本稿では、チベット文化圏東部におけるチベット系諸言語の「野うさぎ」の

語形について分析した。まず、語形式としては、主に蔵文 ri bong 対応形式、

spang g.yag 対応形式の２種類が用いられることを記述した。次に、前者につい

て、音形式に注目し、より詳細な分類を行い、語形を特徴づけた。 
以上の２点について言語地図を作成することで、特に蔵文 spang g.yag 対応

形式の分布地域について詳細に検討し、その分布域に現れる蔵文 ri bong 対応

形式について解釈を与えた。音形式の言語地図では、Ra2 類と Ra3 類の関連及

び Ra4 類と Rb 類の関連について解釈を与えた。 

                                                        
10 蔵文で「ロバ」は通例bong buとなる。 
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Abstract: Romance languages such as Portuguese, Galician, Spanish, and Italian inherited 
words descended from Latin SPECULUM ‘mirror’. However, in the Gallo-Romance 
languages, Occitan, and Catalan, words derived from the Latin deponent verb MIRARI are 
used: miroir in French, miralh in Occitan, and mirall in Catalan. In French, glace, 
descendant of Latin GLACIA, is also utilized. The words miroir ‘mirror’ and glace ‘ice’ 
appeared in literature from the 12th century. The meanings of glace were extended to 
include ‘mirror’ in 1825, although it is possible that glace was so used earlier. In this paper, 
we analyze the occurrences of miroir and glace meaning ‘mirror’ in literary works in the 
period 1650–1799. We clarify that glace was used to mean ‘mirror’ before 1825. We also 
point out that the usage frequency of glace meaning ‘mirror’ gradually increased between 
1650 and 1799. Furthermore, in the first half of the 18th century, the use of glace to indicate 
the glass part of a mirror began to decline, while that of glace to mean ‘mirror’ started 
increasing. It was around this time that the metonymy of glace for miroir began in earnest. 

 
 
Keywords: miroir (mirror); glace (glass); diachronic linguistics; dialectology; geolinguistics  

 
 

1. Introduction 

Given that Narcissus was looking at his reflection in a body of water in Greek 
mythology, surfaces of water were probably the first mirrors. Following that, stones 
and metals whose surface had been polished were used as mirrors. In the 14th century, 
the technique of processing glass to reflect images was developed. 

First, the present article will give an overview of the words for ‘mirror’ in the 
Romance languages. Second, we will focus on the situation in French. French has two 
words for ‘mirror’: miroir and glace. These two words have different etymons. 
                                                        
ITO, Reiko, Takamasa, SEIMIYA, and Yuji, KAWAGUCHI. 2022. The word for ‘mirror’ in French: Analysis of miroir and 
glace in literary works, 1650–1799. Studies in Geolinguistics 2: 53–65. doi: https://doi.org/10.5281/zenodo.7121541 
 This research was supported by Research Center for Science Systems (RCSS) in Japan Society for the Promotion of 
Science (JSPS). 
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2. Overview of the situations in the Romance languages 

2.1. ‘Mirror’ in the Romance languages 
Based on the term for ‘mirror’, the Romance languages can be divided into three 

differentiated areas (see the linguistic landscape presented in Figure 1). Portuguese 
espelho, Galician espello, Spanish espejo, and Italian specchio all come from the Latin 
etymon SPECULUM ‘mirror’. On the contrary, French miroir, Occitan miralh, and 
Catalan mirall are nouns derived from the Latin deponent verb MIRARI ‘to watch’. 
The isolated Romanian form oglindă probably comes from the Old Church Slavic se 
ogledati ‘to look around’ (cf. DLR under oglindă). 

Traditionally, geolinguistic theory teaches us that the distribution of the term ‘mirror’ 
in the Romance languages seems to bear witness to the distribution often referred to as 
“center versus periphery.” According to this theory, the reflexes of Latin SPECULUM, 
i.e., those in Portuguese, Spanish, Galician, and Italian, show the older layer, while 
those descending from the Latin MIRARI in French, Occitan, and Catalan are 
innovations that occurred in an ancient area of SPECULUM. However, this 
geolinguistic interpretation misses evidence of the pre-existence of forms derived from 
SPECULUM in French, Occitan, and Catalan during more or less ancient times. The 
form espelh in old Provençal would only be a loan from Italian, and the Piedmont 
dialect actually knows the loan spętš from the Italian specchio (cf. FEW XII, p. 162). 
In our current state of knowledge, we do not know if the innovation of MIRARI really 
occurred in an old field dominated by SPECULUM. 

In summary, the greatest question regarding the name for ‘mirror’ in the Romance 
languages is the absence of forms derived from the etymon SPECULUM in the Gallo-
Romance domain and that of Catalan. Let us now review the names for ‘mirror’ in Atlas 
Linguistique Roman (ALiR).1 

                                                        
1 In the following lines, we will not analyze in detail all the variants found in ALiR. 
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Fig. 1 ‘Mirror’ in the Romance languages 

 
The forms [ʃpˈaʎu] in Portuguese, [espˈeʎo] in Portuguese and Galician, and 

[espˈexo] in Castilian all presuppose as the etymon the Latin SPECULUM, although 
the fate of the consonantal sequence -CL- is not identical: On the western outskirts of 
the Iberian Peninsula, it is a palatal consonant /ʎ/, and at the center of the peninsula, -
CL- changed to a fricative consonant /x/. The borrowing [ispˈiʎua] in Basque teaches 
us that the mirror was not an autochthonous object in the Basque-speaking region but 
rather a cultural object introduced from the Romance languages. 

Despite the voicing of -C- to [ɡ] and the vowel change to [a], we can say that the 
Rhaeto-Romance form [ʃpˈiaɡal]2 still retains the skeleton of SPECULUM. Various 
forms such as one finds in and around Italy are all derived from SPECULUM: [spjˈeʧ] 
in northern Italy, [spˈɛkkjo] in Central Italy, [spiccˈali] in Southern Italy, [spˈiʤu] in 
Sicily and Sardinia, and [spˈeccu] in Corsica. A single exception would be the form 
[spˈɛra] in Central Italy, which comes from the etymon SPĒRA ‘ball’. 

The situation of Romanian is quite different. First, it can be confirmed that almost 
everywhere in the Romanian-speaking region, ‘mirror’ did not belong to the linguistic 
layer of Romance languages but rather to that of other languages. The most extended 
form [oglˈindә] in Dacoromanian is borrowed from Old Slavic. Aromanian and 
Megleno-Romanian, respectively, present the borrowings [ɣilˈie] from Greek ύαλί3 
(Segura Da Cruz & Augusto 1993: 118) and [vidˈɛlә] from Bulgarian vidjalo. Only one 
                                                        
2 It is strictly a phonetic form of Romansh, one of the Rhaeto-Romance languages. The influence of Swiss German on 
the realization of this form cannot be ruled out. 
3 In modern Greek, it is spelled γυαλί ‘glass’. 
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presumably autochthonous form [kәtәtwˈare] is attested in the Maramureş region of 
Transylvania. This form probably comes from the Romanian căuta-oare ‘to capture the 
image’. In the following sections, we will tackle the difficult question of the word for 
‘mirror’ in the Gallo-Romance and Catalan areas. 
 

2.2. ‘Mirror’ in French 
Figure 2 shows the situation of miroir ‘mirror’ in the Gallo-Romance, Occitan, and 

Catalan dialectal areas in the early 20th century. As mentioned above, descendants of 
Latin MIRARI, including miroir and miralh, spread in the southern area of ALF, where 
descendants of Latin GLACIA ‘ice’ such as glace are also present. As Edmont’s 
interviews did not cover the northern part of ALF, the situation of the Gallo-Romance 
area is unclear.  

There are two possible reasons for this data loss. The first possibility is that even 
though Gilliéron had included ‘mirror’ in the questionnaire, Edmont forgot to ask about 
it. The second possibility is that Gilliéron excluded it, but Edmont added it during his 
inquiry. Gilliéron (1902: 4) describes the word choice of ALF as follows: isolated words, 
chosen from the popular repertoire, grouped together by similarity of meaning, and 
more particularly, designated to establish the phonetic laws of the languages.4 Edmont 
started the inquiry in Pas-de-Calais, the area where he was born, situated in the north 
of France, in 1897. Figure 2 depicts the presence of dialectal forms in this area. 
However, in Matériaux de l’Atlas linguistique de la France: Nos 276–286, one of his 
original notebooks, the forms for miroir are not registered, even though they are listed 
in the map. This fact suggests that Edmont had not elicited the forms for miroir in the 
first survey, but after having finished the survey, he returned to Pas-de-Calais and 
surveyed some additional words, including miroir. Thus, the first possibility is more 
realistic. 

 

                                                        
4 “… mots isolés, choisis dans le répertoire populaire, groupés par similitude de sens, et plus particulièrement désignés 
pour établir les lois phonétiques des parlers.” 
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Fig. 2 ALF1648: miroir 

 
According to Rey et al. (1992: 891 & 1251), the word miroir was first attested in the 

12th century, and it acquired the meaning of “which offers the image of the ideal 
representation of things and people”5 in the 13th century, and to the present day it 
carries the meaning ‘mirror’. The word glace also first appeared in the 12th century. In 
about 1165, it already had the meanings ‘indifference’ and ‘non-tinned glass plate’. As 
time passed, the meaning of this word was extended to include ‘mirror’ in 1825. Mirrors 
are made by silvering or applying a film of silver to plate glass. This indicates that glace 

                                                        
5 “ce qui offre l’image des choses et des gens, représentation idéale de” 

○ < Lat. MIRARI  ● < Lat. GLACIA  � = both ○ & ● 



 『地理言語学研究』 | Studies in Geolinguistics 2 

58 
 

and miroir are inseparably linked, which explains why glace means ‘mirror’ in modern 
French. 

 
Table 1 Meanings of miroir and glace in Rey et al. (1992: 891 & 1251) 

century miroir glace 

12th mirror ice, indifference, non-tinned glass plate 

13th + ideal representation  

15th  + ice block 

17th  + icing, window (of coach), ice cream 

19th  + window, mirror, congealed food 

 

3. Objective 

Rey et al. (1992) indicated the first use of glace as ‘mirror’ in 1825, but such a use 
might have occurred much earlier. To clarify this, we analyzed the changes in the 
number of occurrences of glace as ‘mirror’ and miroir in literary works before 1800. 

 

4. Methodology 

4.1. Corpus 
The French written corpus Frantext 22.2 – Classique was used as the corpus for this 

study. Frantext Classique includes works from 1650 to 1799, with a total of 1,106 
works and 44,746,239 tokens. The words analyzed are glace6 and miroir7 in this 
corpus. 
 

4.2. Method 
For this study, we gathered all occurrences of miroir and glace that appear in the 

corpus.  
We classified glace into four types by meaning:  

- ice (and derived meanings: cold-hearted, indifference, ice cream) 
- plate glass (and derived meaning: window of coach) 
- mirror 
- unidentifiable 

                                                        
6 Including the following spelling variations and plural forms: glaces, glasse, glasses, and glacies. 
7 Including the following spelling variations and plural forms: miroirs, mireur, and mireurs. 
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A questionnaire was then administered regarding the classifications of glace. Four 
participants (three doctoral students in French studies and one former doctoral student, 
including Seimiya and Ito) identified the meaning of glace on a scale of 0 to 3 (0: 
unidentifiable, 1: ice, 2: plate glass, 3: mirror) for 20 examples of glace. Cronbach’s 
alpha for the questionnaire was α = .87. We therefore deemed the questionnaire 
appropriate. 

Examples (1) to (3) show the co-occurrence of glace and miroir. In these sentences, 
glace indicates ‘glass’, not ‘mirror’. For example, ‘glace de miroir’ in (3) is not ‘mirror 
of mirror’ but rather ‘glass of mirror’. In other words, the meaning of glaces here is 
‘the material comprising the mirror’ or ‘a part of the mirror’. 

 
 (1) dans vn  brilliant  miroir 
  PREP INDEF.ART.M shiny-ADJ.M mirror-NOM.M 
 
  dont la   glace  fidelle 
  REL.PRON DEF.ART.F glass-NOM.F faithful-ADJ.F 
 
  ‘in a shiny mirror whose faithful glass’ 

(ASSOUCY Charles COYPEAU d’ 1653, “Poësies et lettres ... contenant  
diverses pièces héroïques, satiriques et burlesques,” p. 41, Frantext Q975) 

 
 (2) du  grand  miroir  son     
  of. DEF.ART.M big-ADJ.M mirror-NOM.M POSS.ADJ.M 
   
  poing  brise   la  
  fist-NOM.M  break-IND.PRES.3SG DEF.ART.F 
 
  glace 
  glass-NOM.F 
 
  ‘of the big mirror his fist breaks the glass’ 

(DEMARETS DE SAINT-SORLIN Jean 1657, “Clovis ou la France 
chrestienne,” p. 124, Frantext Q748) 
 

 
 (3) il    ressemble   à  
  SUBJ.PERS.PRON.3SG  look like-IND.PRES.3SG PREP  
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  une  glace  de miroir 
  INDEF.ART.F glass-NOM.F  PREP mirror-NOM.M 
   
  ‘it looks like a glass of mirror’ 

(DU HALDE Jean-Baptiste 1735, “Description géographique, historique, 
chronologique, politique et physique de l’Empire de la Chine et de la Tartarie 
chinoise : t. 2,” p. 176, Frantext Q494) 

 
Example (4) shows that cette glace refers to the front part of un miroir. In this case, 
glace means ‘mirror’ as a kind of metonymy. 
 
 (4) on  nomme   cela       
  INDEF.PRON.3SG call-IND.PRES.3SG  DEM.PRON.N    
 
  un  ... miroir  ce   
  INDEF.ART.M  mirror-NOM.M DEM.PRON.N    
 
  que  tu   vois 
  REL.PRON  SUBJ.PERS.PRON.2SG see- IND.PRES.2SG  
 
  n’   est   que    
  ADV.NEG  be-IND.PRES.3SG  CONJ 
 
  ton  image  que  cette  
  POSS.ADJ.M  image-NOM.M REL.PRON ADJ.DEM.F 
  
  glace  réfléchit 
  mirror-NOM.F reflect-IND.PRES.3SG 
 
  ‘it is called a mirror … what you see is only your image that this mirror reflects’ 

(DELISLE DE LA DREVETIÈRE Louis-François 1737, “Arlequin sauvage, 
Théâtre du XVIIIe siècle 1,” p. 485, Frantext S274) 

 
In (5), glace appears without miroir. The use of the verb se mirer clearly indicates that 
glace here means ‘mirror’. 
 
 (5) je la      
  SUBJ.PERS.PRON.1SG PERS.PRON.F    
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  vois qui  se mire   
  see-IND.PRES.1SG REL.PRON watch oneself-REFL.3SG 
  
 
  dans une glace 
  PREP INDEF.ART.F mirror-NOM.F 
 
  ‘I see her who watches herself in a mirror’ 

(DEMARETS DE SAINT-SORLIN Jean 1657, “Clovis ou la France 
chrestienne,” p. 124, Frantext Q748) 

 
Table 2 shows the number of occurrences of miroir and glace (‘plate glass’ and 

‘mirror’) in the period 1650 to 1799, which we subdivided into 25-year periods for each 
of which we counted the following:  
- total tokens 
- number of occurrences of miroir 
- number of occurrences of glace meaning ‘plate glass’ 
- number of occurrences of glace meaning ‘mirror’ 

 
Table 2  Numbers of occurrences of miroir and glace (plate glass, mirror) 

periods 1650–1674 1675–1699 1700–1724 1725–1749 1750–1774 1775–1799 
total tokens 5796905 6859184 3372085 8494229 10164970 10058866 

miroir 171 186 63 156 153 157 

glace 
plate 
glass 

7 18 6 11 10 24 

mirror 7 10 9 43 65 84 

 

5. Analysis 

5.1. Miroir and glace as ‘mirror’ by itself 
Table 3 shows the relative frequencies (per 1 million words) of miroir and glace 

meaning ‘mirror’. Decimal places are rounded off. 
 

Table 3 Relative frequencies (per one million words) for miroir and glace as mirror in each period 
 1650–1674 1675–1699 1700–1724 1725–1749 1750–1774 1775–1799 

miroir 29 27 19 18 15 16 
glace as mirror 1 1 3 5 6 8 

 

Figure 3 shows proportions of the relative frequencies (per 1 million words) for 
miroir and glace meaning ‘mirror’ for the period 1650 to 1799. The proportion of glace 
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meaning ‘mirror’ gradually increased from 3% in 1650–1674 to 33% in 1775–1799. On 
the other hand, that of miroir declined. Evidently, the use of glace for ‘mirror’ expanded 
during this 150-year period. 

 

 
Fig. 3 Proportion of the relative frequencies (per 1 million words)  

for miroir and glace meaning ‘mirror’ 

5.2. Glace as part of a mirror and glace meaning ‘mirror’ 
We also compared the relative frequencies (per 1 million words) of glace as part of 

a mirror (i.e., glace du miroir, miroir dont la glace, etc.) and glace meaning ‘mirror’. 
Decimal places are rounded off (see Figure 4.) 

The relative frequencies (per 1 million words) of both uses of glace were the same 
from 1650 to 1699. The incidence of glace as part of a mirror was maintained at the 
same level until 1724. Thereafter, such usage was very rare. On the other hand, the 
relative frequency of glace meaning ‘mirror’ has increased since 1700. In other words, 
glace could have two aspects - ‘part of a mirror’ and ‘mirror’ - until the end of the 17th 
century, but since then, glace on its own has increasingly meant ‘mirror’. 

Examples such as glace du miroir imply that glace in reference to the constituent 
material might have been distinguished from miroir, a product with the function of 
reflecting images. Alternatively, miroir, referring to the entire object, could have been 
distinguished from a reference to the glass part, glace, of an object that reflects images. 
It would appear that the distinction between function (miroir) and material (glace) or 
the whole object (miroir) versus the glass part (glace) fell out of use, which made 
possible the metonymy of glace for miroir. It is unclear why this happened in the early 
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18th century. It could relate to the total amount of glass mirrors produced and their 
prevalence. 

 

 
Fig. 4 Relative frequencies (per 1 million words)  

for glace as part of a mirror and glace meaning ‘mirror’ 

 

6. Discussion and conclusion 

The purpose of this study was to determine whether glace was used in the sense of 
‘mirror’ before 1825. 

We have confirmed that the word glace was already being used to mean ‘mirror’ 
during the period 1650–1799 (see Table 3 and Figure 3). Miroir was always the 
predominant word for ‘mirror’, while usage of glace to mean ‘mirror’ gradually 
increased during the examined period.  

Furthermore, until the early 18th century, glace was used to describe both ‘part of a 
mirror’ and ‘mirror’. Thereafter, the use of glace solely to indicate ‘mirror’ became 
widespread. This use constitutes a kind of metonymy wherein glace refers to miroir.  

Abbreviations 
 ALF Atlas linguistique de la France 
 ALiR Atlas Linguistique Roman 
 ATILF Analyse et Traitement Informatique de la Langue Française 

DLR Dicţionarul limbii române 
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FEW Französisches etymologisches Wörterbuch. Eine Darstellung des  
galloromanischen Sprachschatzes 
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論文 

スペイン語高頻度語 «así», «mismo», «ahora» の 
地理・社会的変異と歴史的変化の要因 
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東京大学・名誉教授 

 
Factors of the geographical and social variation and historical change 

of Spanish frequent words: «así», «mismo», «ahora» 
 

UEDA, Hiroto 
University of Tokyo, professor emeritus 

 
 

Abstract: On this occasion provided by the Geolinguistic Society of Japan, I investigate 
the factors of the historical, geographical and socio-stylistic variation of Spanish words 
using the methods of Spanish philology and corpus linguistics. I analyze three words used 
with high frequency throughout history: así [adverb] ‘so’, mismo [adjective] ‘same’ and 
ahora [adverb] ‘now’. These words competed with the old variants, ansí, mesmo and agora, 
to arrive at the current unified forms. 
First I read Ingenioso hidalgo Don Quijote de la Mancha (Miguel de Cervantes) published 
at the beginning of the 17th century for treating the social variation of these words. Second, 
I observe the chronological vicissitudes of these words from the 1200s to the 1700s in the 
large corpus and dictionaries. Next, I observe dimensions of the historical, geographical 
and socio-stylistic variables with the corpus of historical notarial documents and another 
of current conversations. In analyses, I use R and its packages together with the system 
developed by us that works on the internet: LYNEAL. 

 
 
キーワード：スペイン語；高頻度語；地理的変異；社会文体的変異；歴史的変化 
Keywords: Spanish; frequent words; geographical variation; socio-stylistic variation; historical change 
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1. はじめに 

スペインのスペイン語研究は伝統的に文献学と言語学の分野で行われてき

た。文献学は文学と言語の関係を重視し，文学作品の読解・研究を主な目的

に掲げている。一方，言語学はとくに文学との関係を見ず，独立して言語の

構造・機能・体系を追究する。両方の分野は共通して言語を対象とするので，

学会は両方の研究発表を含み，研究者はどちらの接近法も可能とすることが

多い。日本地理言語学会から投稿の依頼をいただいたこの機会に，スペイン

文献学とコーパス言語学の方法を使って語形の地理・社会的変異と歴史的変

化の要因を探ろうと思う。取り上げる語は歴史上高頻度で使用されてきた 
así〔副〕「そのように」, mismo〔形〕「同じ」, ahora〔副〕「今」である。

これらは標準化された現代語形に至るまで，それぞれの古形 ansí, mesmo, 
agora と競合した。高頻度語を対象とする理由は統計的有意性を重視するた

めである。 

出発点として 17 世紀初頭に発表された『才知ある郷士ドン・キホーテ・

デ・ラ・マンチャ』(Miguel de Cervantes) を読み，そこに見られる語形の社会

的変異を扱う。次に，大規模コーパスと各種辞書を使って 1200年代から 1700
年代までの年代的推移を直線的に観察する。続けて歴史的な公証文書と現代

の話し言葉のコーパスを使って年代・地域・文書の種類を多元的に分析し，

現代語形に至った要因を考察する。分析手段として R (R Core Team 2021) と
R の各種パッケージ (該当部分で引用)，および私たちが開発しウェブで機能

する LYNEAL (Letras y Números en Análisis Lingüísticos) を使用する1。 
 

2. 資料 

スペイン語の歴史は概略して初期 (700-1200), 中世 (1200-1500), 古典期 
(1500-1700), 近代 (1700-) に区分される (Lapesa, 1981; Cano Aguilar, 1988; 山
田, 1995, 1996; 寺崎, 2011)。スペイン文学史上最大の出版数を重ねた Miguel 
de Cervantes (1547-1616) の Ingenioso hidalgo Don Quijote de la Mancha『才知あ

る郷士ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ』(I. 1605; II. 1615: 以下では DQ 
とする) はスペイン語史の中で古典期の中期に位置する。この時期のスペイ

ン語では中世の言語的大変異・変化の余波がほぼ収束し，その大多数の語彙

は，一部の表記法を改めれば現代スペイン語と変わらない。よって，現代ス

ペイン語の中級コースを終えた日本の大学生でもほとんど読解できる (清水

1986: 17)。しかし，標準化された現代語形と異なり，当時の音韻・形態・語

形のバリアントが各所に見られることも事実である (Rico 2010: 1176-1177)。

                                                        
1 https://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cueda/lyneal 
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語形のバリアントとして特に ahora - agora (Frago 2015: 144), así - ansí (同: 142, 
144), mismo - mesmo (同: 158) の頻度が高い2。 

DQ の語彙を網羅的に扱った先行研究として，Cejador / Frauca (1906), 
Echeverría / Reyes (1931), Fernández Gómez (1962), Caballero (1970) などが挙げ

られるが，その中ですべての単語を独力で数え上げた  Fernández Gómez 
(1962: 1099-1136) は ahora (頻度: 512), así (1004), mismo (626) を載せている。

しかし，上に挙げた諸研究には語形の変異の情報はない。筆者が参加してい

る共同研究では，全語彙の代表形 (レンマ)，品詞，変化形，異形の頻度を文

脈の中で記録し，登場人物との相関を追究している。以下ではその研究資料

を利用する。 
17世紀初頭に出版された DQ は当時の印刷の規範に従っており，中世の

手稿文献に多く見られる表記の揺れは少ない3。しかし，その比較的安定した

表記の中で異形が見られるものがある。異形が出現する条件として，登場人

物の属性 (性・年齢・社会層など) が考えられる。DQ の登場人物が使用す

る語には，人物が属する社会層・発話場面の状況による文体・出身地の地方

差が生き生きと描かれている (Hatzfeld 1972: 9194; 牛島1989: 246)。しかし，

その語形がそのまま同じ条件で当時使用されていた，と考えることはできな

い。よって，語彙の通時的変化を俯瞰するためには，作品をその歴史的文脈

の中で位置づけなければならない (Medina Morales, 2005)。本研究では，DQ 
で観察した3語の語形の歴史的推移をラテン語・中世・古典期・近代・現代の

各種資料を通じて観察する。 
語彙の歴史的変遷を辿る資料として各時代に発行された辞書が利用できる。

その中でも Real Academia Española (1726-1739) は必須であり，さらに，それ

以前の多くの辞書 (総数145冊) に掲載された語を収録したNieto Jiménez / 
Alvar Ezquerra (2007) が優れている。 

辞書資料は中世の末期 (1490) まで存在しなかったので，中世を含めた語

形の変化を知るためには，幅広く収集された文献資料を使用しなければなら

ない。そのためには Real Academia Española が公開している『スペイン語歴

                                                        
2 Cervantesと同時代に発行された辞書 Cobarrubias (1611 / 1977) は agora, assí, mesmo を代表形として掲げ，

mesmo の項に mismo の用例を載せている。 
3 このような変異 (頻度分布) は作者 Cervantes 自身に帰属するものなのか，または一定の規範を示した印

刷業者の手が入ったものなのか判断できない。Rico (2010: 1176) によれば，印刷業者は作者の独自の書き

方よりも当時の一般的な表記法を採用したようである。DQ（II, cap. 62) には，Quijote がバルセロナの印

刷所を訪れ，校正作業を見る場面が描かれている。その場面には著者 (イタリア語の翻訳者) がいたが，

とくに校正には関わっていた様子は見えない。一般に著者は表記には拘らず，一切を印刷業者に任せたよ

うである。Rico (ibid.) によれば Cervantes の自筆では ‘b’ を使ってCerbantesと署名したが，印刷物ではす

べて ‘v’ (Cervantes) で記された，と述べている。言語研究資料として文学作品を扱うとき，それが作者の

特徴を示すものであれ，それとも当時の規範を示すものであれ，どちらにしても当時の言語状態の一端を

示している，と考えてもよいだろう。このように文学作品の中で見た語形のバリエーションは17世紀初頭

の言語状態の一端を示すものであるが，当時の共時態を代表するものである，とは言い難い。同時代の辞

書の記述の代表性も保証されていない。 
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史辞典コーパス』(Corpus del Diccionario Histórico de la Lengua Española: CDH, 
2013)が有用である4。本研究ではこれを利用する。 

言語の歴史をコーパスを使って観察するとき，歴史的な変化だけでなく地

理的な変異にも留意しなければならない。そのために，各地に保存された公

証文書 (王室発行文書・行政文書・裁判記録・売買契約書・私文書など) の
多くには日付と発行地が記載されているので，それらを変数としてデジタル

化した CODEA (Corpus de documentos Españoles Anteriores a 1800) と，現在の

半島各地の老齢者との会話を転写した  COSER (Corpus Oral y Sonoro del 
Español Rural) を使用する5。 

 

3. 分析 

3.1. «así»〔副〕「そのように」 

3.1.1. 社会 
はじめに DQ のテキストを分析する6。ここでは変異語形と登場人物をク

ロス集計し，その絶対頻度と正規化頻度7と共起係数(→【補説】)を計算した。

絶対頻度は使用頻度を示すが，それぞれの登場人物の総使用語数が異なるの

で比較できない。正規化頻度は頻度の大きさを比較できるが，[0, 1]の範囲で

標準化されていないので同じスケールで数値を評価することができない。そ

こで，共起係数を用いて正規化頻度を標準化した。 
DQ における ansí と así の出現数を登場人物の性 (男性/女性)・年齢 (若

者/中高年)・社会層 (上流/平民)でクロス集計すると次の結果となった8。 
 

表1：ansí / así: 性 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 

語形 男性 女性 男性 女性 男性 女性 

ansí 56 4 12.6 9.9 0.108 0.101 

así 876 66 196.4 163.8 0.69 0.614 

 

                                                        
4 https://apps.rae.es/CNDHE/view/inicioExterno.view 
5 https://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cueda/lyneal/codea.htm 
  https://lecture.ecc.u-tokyo.ac.jp/~cueda/lyneal/coser.htm 
6 テキストとして原典の語形を尊重した Sevilla Arroyo (2005) を使用する。 
7 絶対頻度を登場人物の総使用語数で割り適当な乗数を掛けて求める。本研究では乗数を絶対頻度と桁数

が一致するように設定した。この場合は10^5である。「^5」は冪数を示し10^5は100,000を表す。それぞれ

の登場人物のグループの総使用語数は次のとおりである：男性: 445,992, 女性: 40,301; 若者: 5,772, 中高年: 
480,521;  上流: 377,602, 平民: 108,691. 
8 R のパッケージである ggplot2 を使って以下の棒グラフと折れ線グラフを作成した。 
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表2：ansí / así: 年齢 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 
語形 若者 中高年 若者 中高年 若者 中高年 

ansí 0 60 0.0 12.5 0.000 0.114 

así 12 930 207.9 193.5 0.682 0.637 

 

表3：ansí / así: 社会層 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 

語形 上流 平民 上流 平民 上流 平民 

ansí 47 13 12.4 12 0.108 0.105 

así 735 207 194.6 190.4 0.657 0.648 

 

 
図1：ansí / así (共起係数) 

 
このように，ほとんど全体的に性・年齢・社会層の区別なく圧倒的多数が 

así を使用している。一方，ansí の頻度は低いが，絶対頻度を見ると無視す

ることはできない。以下では，この作品で ansí の頻度が小さかった理由を

探る。 

3.1.2. 年代 
次のリストは  Nieto Jiménez / Alvar Ezquerra (2007) と  Real Academia 

Española (1726-1739) に収録された así / ansí の語形の歴史的分布を示す。 
 
así : (発行年) 1490, 1492, 1495, 1505, 1520, 1526, 1534, 1551, 1554, 1562, 1568, 

1570, 1580, 1582, 1587, 1591, 1599, 1601, 1604, 1611, 1617, 1636, 1639, 1642, 1645, 
1660, 1661, 1666, 1670, 1679, 1693, 1721, 1723, 1726. 

ansí : 1562, 1587, 1599, 1601, 1604, 1607, 1609, 1617, 1620, 1621, 1636, 1639, 
1670, 1693, 1705, 1706, 1726. 

 
このように辞書資料では ansí の初出は1562年である。Corominas / Pascual 

(1980: s.v. así) は中世・古典期に ansí が高頻度で用いられた，と記述してい

る。一方，次の『スペイン語歴史辞典コーパス』(CDH) の検索結果を見ると，

中世 (1064-1500) よりも古典期 (1501-1700) で ansí の出現が際立っている。
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しかし，古典期においても así の恒常的な優勢が観察され，大きな言語変化

は見られない。その中で ansí はたしかに一時期使用されたが，así (assí) を
凌駕することはなかった 。 

 
表4：ansí / así: CDH (RAE) 

絶対頻度 ansí así  正規化頻度 ansí así 

1064-1500 1,687 90,926  1064-1500 43.09 2322.49 

1501-1700 29,307 161,277  1501-1700 339.03 1865.71 

1701-1800 10 9,409  1701-1800 0.62 1512.15 

1801-1900 474 49,703  1801-1900 10.7 1122.26 

1901-2005 375 162,066  1901-2005 2.12 917.28 

 

 
図2：ansí / así: 正規化頻度 CDH (RAE) 

3.1.3. 歴史・地理・社会 
以下では歴史・地理・社会の観点から ansí / así の変異を観察するために 

CODEA と COSER のコーパス資料を使用する。はじめに CODEA の資料

を使って歴史的変化を見る。次の表の左側はそれぞれの絶対頻度を示す。右

側は乗数を10^5にしたときの正規化頻度である。グラフは正規化頻度で作成

した9。 
 

表5：ansí - así. 絶対頻度・正規化頻度. CODEA. 

絶対頻度 ansí así  正規化頻度 ansí así 

1200 0 334  1200 0 249.8 

1300 4 509  1300 1.9 242.6 

1400 131 700  1400 47.5 253.9 

1500 372 457  1500 128.3 157.6 

1600 108 163  1600 60.6 91.4 

1700 1 190  1700 0.7 139.5 

 

                                                        
9 年代: 総語数 = 1200: 133,693, 1300: 209,804, 1400: 275,709, 1500: 289,897, 1600:178,337, 1700:136,183. 
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図3：ansí - así. 年代. CODEA (正規化頻度, 10^5) 

 
先の CDH の検索結果と比べると，どちらも ansí が1500年代に上昇して

いることが確認できる。 
 次の表と地図は ansí - así の年代と地域のクロス集計の対照値 (→【補

説】) を示している10。対照値の負値は ansí の勢力を示し，正値は así の勢

力を示す。 
 

表6：ansí - así. CODEA. 対照値 

N. 1200 1300 1400 1500 1600 1700 

 1.AS 0.000  0.000  1.000  0.000  0.000  0.000  

 2.PV 0.000  0.000  1.000  0.895  0.000  1.000  

 3.GA 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  1.000  

 4.NA 1.000  1.000  0.000  0.000  0.000  0.000  

 5.LE 1.000  0.971  0.585  0.051  0.500  0.000  

 6.CV 1.000  0.962  0.361  0.162  0.158  1.000  

 7.CA 0.000  0.000  0.000  0.000  0.000  1.000  

 8.AR 1.000  1.000  1.000  0.650  0.000  0.000  

 9.CN 1.000  1.000  0.701  -0.281  0.036  0.966  

10.VA 0.000  0.000  0.000  0.000  1.000  1.000  

11.EX 1.000  1.000  0.319  -1.000  0.167  0.000  

12.AN 0.000  1.000  1.000  0.500  -0.217  1.000  

 

                                                        
10 地方名 = AN: Andalucía, AR; Aragón, AS: Asturias, CA: Cataluña, CN: Castilla la Nueva, CV: Castilla la Vieja, 
EX: Extremadura, GA: Galicia, LE: León, MU: Murcia, NA; Navarra, PV: País Vasco, VA: Valencia. 地図は Leaflet 
を導入したLYNEALの出力である。 
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図4：ansí - así. CODEA. 対照値 

 
これを見ると  ansí は1500年代の  9.CN と  11.EX, および1600年代の 

12.AN に限られていることがわかる。 
次に王室文書と私文書を区別し，両者の社会・文体差を歴史を通して観察

する。王室文書は王室の言語の規範を示し，私文書は民衆の言語の実態を示

している。 
 

表7: ansí - así. 王室文書・私文書. 正規化頻度. CODEA. 

ansí 王室文書 私文書  así 王室文書 私文書 

1200 0.0  0.0   1200 24.2  26.8  

1300 0.2  0.3   1300 25.8  21.3  

1400 2.3  5.2   1400 30.6  19.5  

1500 9.2  11.5   1500 19.1  20.3  

1600 2.4  5.0   1600 10.6  7.9  

1700 0.0  0.1   1700 0.0  13.4  

 

 
図5: ansí - así. 王室文書/ 私文書 CODEA. (正規化頻度, 10^5). 
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このように特定の年代・地域に現れる ansí は社会・文体の特徴はなく，

王室文書と私文書の大きな違いは検出されなかった。 
現代のスペイン語の状況を見るために COSER コーパスを検索すると，半

島中北部の Burgos に1例だけ見つかった。よって現代語で ansí は皆無に近

いと言える。 

3.1.4. 考察 
Rodríguez Molina (2015: 1053) によれば así の語源はラテン語形 AD SIC

「このように」である。一方，Corominas / Pascual (1980: s.v. así) は，así の語

頭の a- は副詞に見られる単なる延長であった，という。それに加えて， 
SIC >〔副詞〕sí「はい (肯定の返事)」や接続詞 SI > si「もし～ならば」と語

形が同じになるので a- によって同音衝突を避けた可能性がある。また，一

般に語形が短いときは補強のために延長されることがあったことも要因の一

つと見てよいだろう。この así は当初から全時代を通じて圧倒的多数であっ

た。 
一方，ansí については，筆者は1300年代に無意味な -n- が音節末に生じ

た結果と考える。類例として，mucho > muncho〔形〕「多くの」, estonces > 
entonces〔副〕「そのとき」, desde > dende〔前〕「…から」などがある11。他

にも LOCUSTA > langosta〔名〕「ロブスター」, MACULA > mancha〔名〕

「汚れ」, HIBERNU(S) > invierno〔名〕「冬」, maçana > manzana 〔名〕「リ

ンゴ」などの変化に「理由不明の -n-」(Menéndez Pidal, 1968: 189), 「偶然の 
-n-」(Rodríguez Molina, 2015: 1055) が見られる12。このような -n- は ansí だ
けでなくasín, asina, ansín, ansina のように位置が変わったり繰り返されたりす

ることもある。音節末・語末の -n- は頻度が高いので13，意味はなく偶然に

付加された要素であったと思われる。また，音節末子音の情報量は小さいの

で音声変化が起こりやすい (上田, 1975)。一方，Corominas / Pascual (同) はこ

の -n - に前置詞 en「～の中に」の影響を認めるが，両者の意味関係が不明

である。 
Alvar / Pottier (1983: 339) は  ansí が  asín, ansina, asina などと共に俗語

(vulgar) であった，と述べている。また，1500, 1600年代の書簡や日記など

の私文書を調べた Blas (2021) は ansí が低社会層で使われていた，と述べて

いる。逆に，Del Barrio de la Rosa (2017: 254) は 1581-1620 の間 ansí は así 
よりも社会的に上位の語であった，という。古典期の文学作品を分析した 
Medina Morales (2005: 252-253) も，該当する時期で ansí が標準形であった，

                                                        
11 estonces > entonces, desde > dende は16世紀の文人 Juan de Valdés (1535; ed. Lope Blanch 1969: 101) が挙げ

ている例である。彼は assí > ansí も含めて，この -n- よりも -s- のほうがよい，と述べている。 
12 中尾(1996: 150)は〔英〕messenger (< message), nightingale (< ME. nihtegale) の例を載せている。 
13 1400年代の Castilla la Nueva 地方で検索された語形の語中音節末音素の頻度は次のようであった：n : 
4632 (43 3%), s : 2424 (22 7%), r : 2047 (19 1%), l : 865 (8 1%), b : 273 (2 6%), k : 187 (1 7%), g : 142 (1 3%), z : 35 
(0 3%), m : 28 (0 3%), p : 25 (0 2%), d : 22 (0 2%), t : 6 (0 1%), x : 4 (0 0%), ll : 2 (0 0%), rr : 1 (0 0%). このように

語中の音節末子音の中で 'n' の頻度が最大であった。 
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と述べている。筆者は，CODEA の資料によれば 1400, 1500, 1600年代で私文

書とともに王室文書でも使われていたので中世・近代において両者に社会・

文体差はなかった，と考える (図5)。Frago (2015: 142, 145) は DQ の ansí は
古形であり農民の言葉であった，と述べているが，登場人物の会話には ansí 
- así の間に社会層の区別はない (図1)。社会・文体差が生まれたのは1700年
代以降であり，その理由は ansí が低頻度で地域的に限定されていたため低

く評価され，広域・高頻度の標準形 así の威信が高められたことによる，と

思われる (Rodríguez Molina 2015: 1051)。 
よって，スペイン語史上 así > ansí > así という変化はなく14，常に así が

優勢であった。図式的に示せば両者の関係は次のようになる (A: así, B: ansí，
A : B は A が B よりも優勢であったことを示す)。 

 
 A  A:B  A 
 
ansí は，-n- の挿入が有標であり，その地理的分布が限定的であり，使用

頻度が比較的低かったため，1500年代後半に移動した新首都 Madrid で標準

形に成り得なかったのであろう。 

3.2. «mismo»〔形〕「同じ」 

3.2.1. 社会 
 mesmo - mismo の変異と DQ に登場する人物の属性 (性・年齢・社会層) 

の関係を見る。 
 

表8：mesmo / mismo: 性 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 

語形 男性 女性 男性 女性 男性 女性 

mesmo 318 24 71.3 59.6 0.549 0.467 

mismo 256 26 57.4 64.5 0.458 0.525 

 
表9：mesmo / mismo: 年齢 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 

語形 若者 中高年 若者 中高年 若者 中高年 

mesmo 4 338 69.3 70.3 0.469 0.526 

mismo 5 277 86.6 57.6 0.577 0.423 

 
表10：mesmo / mismo: 社会層 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 

語形 上流 平民 上流 平民 上流 平民 

mesmo 282 60 74.7 55.2 0.562 0.476 

mismo 231 51 61.2 46.9 0.502 0.446 

 
                                                        
14 Medina Morales (同) は ansí > así の過程で語中音 ('n') の脱落を想定しているが，筆者は逆に así > ansí 
の過程で語中音 ('n') の挿入を想定する。 
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図6：mesmo / mismo: 性・年齢・社会層 (共起係数) 

 
 このように，mesmo は男性・中高年・上流に多く，mismo は女性・若者

に多いが，差はあまり大きくはない。よって，DQ における両語形はほとん

ど自由変異に近い状態であった可能性がある。 

3.2.2. 年代 
Nieto Jiménez / Alvar Ezquerra (2007) と Real Academia Española (1726-1739) 

に収録された mesmo / mismo の語形の歴史的分布を見よう。 
mesmo: 1490, 1492, 1495, 1499, 1505, 1551, 1562, 1565,1570, 1591, 1599, 1601, 

1609, 1611, 1617, 1621, 1634, 1636, 1639, 1642, 1661, 1670, 1705, 1706, 1721, 1726. 
mismo: 1587, 1590, 1599, 1601, 1604, 1609, 1617, 1620, 1621, 1636, 1639, 1661, 

1670, 1705, 1706, 1721, 1723, 1725, 1726. 
 
この年代の分布を見ると，たしかに mesmo のほうが古く，mismo が後発

であるように見える。しかし，17世紀にどちらが優勢であったのかは判然と

しない。また，中世には辞書資料がなかったために1490年以前の状況は不明

である。 
一方，Real Academia Española の『スペイン語歴史辞典コーパス』(CDH) 

を検索すると，次に示すように mesmo > mismo の変化はすでに1500年代にそ

の趨勢が決定していたことがわかる。 
 

表11：mesmo / mismo: 絶対頻度・正規化頻度 (RAE: CDH) 

絶対頻度 mesmo mismo  正規化頻度 mesmo mismo 

1064-1500 12,861 1,453  1064-1500 328.50 371.13 

1501-1700 18,547 6,437  1501-1700 214.55 744.65 

1701-1800 181 24,134  1701-1800 11.34 1512.21 

1801-1900 678 51,747  1801-1900 15.3 1168.42 

1901-2005 863 151,074  1901-2005 4.88 855.07 
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図7：mesmo / mismo: 正規化頻度 (RAE: CDH) 

3.2.3. 歴史・地理・社会 
CODEA en LYNEALを用いて mesmo > mismo の年代推移を見る。 
 

表12：mismo - mesmo. 絶対頻度・正規化頻度. CODEA.  

絶対頻度 mismo mesmo  正規化頻度 mismo mesmo 

1200 51 6  1200 83.6 9.8 

1300 98 39  1300 61.4 24.4 

1400 59 79  1400 28.4 38.1 

1500 181 35  1500 84.2 16.3 

1600 125 38  1600 81.8 24.9 

1700 286 6  1700 211.5 4.4 

 

 
図8：mismo - mesmo. 年代. CODEA (正規化頻度, 10^5) 

 
このように mesmo と mismo は1400年代に拮抗したが，先の CDH と同

様に1500年代に mismo の優勢が決定している。 
次の表は各年代と地域(地方)のクロス集計から導出した agora と ahora 

の対照値とその地図プロットである15。 

                                                        
15 地方名 = AN: Andalucía, AR; Aragón, AS: Asturias, CA: Cataluña, CN: Castilla la Nueva, CV: Castilla la Vieja, 
EX: Extremadura, GA: Galicia, LE: León, MU: Murcia, NA; Navarra, PV: País Vasco, VA: Valencia. 



 『地理言語学研究』 | Studies in Geolinguistics 2 

78 
 

表13：mismo - mesmo. 対照値. CODEA.  

年代 1.PV 2.GA 3.LE 4.CV 5.CA 6.AR 7.CN 8.VA 9.EX 10.AN 

1200 0.000 0.000 0.000 0.765 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 

1300 0.000 0.000 0.722 0.714 0.000 1.000 -0.882 0.000 0.176 0.000 

1400 0.000 0.000 -0.351 -0.545 0.000 0.739 -0.043 0.000 -0.158 0.000 

1500 0.000 0.000 0.385 0.756 0.000 0.000 0.766 0.000 0.500 0.727 

1600 0.000 0.000 0.000 0.846 0.000 0.000 0.547 0.000 0.905 0.000 

1700 0.900 0.947 0.000 0.935 1.000 1.000 1.000 0.692 0.000 1.000 
 

 
図9：mismo - mesmo. CODEA. 対照値 

 
この地図によれば，各地でほとんど全年代を通じて現代語形 mismo が多

数を占めている。とくに1700年代にほとんど統一して mismo となった。古

形 mesmo は1300年代の CN と 1400年代の CN, CV, EX, LE に限定され，そ

れ以上の年代・地域の広がりはなかった。 
次に社会・文体差を示す王室文書と私文書の中で使われる  mismo と 

mesmo の社会的文体特徴の年代推移を見る。 
 

表14：mismo - mesmo. CODEA. 王室文書・私文書，正規化頻度 (10^5) 

mismo 王室文書 私文書  mesmo 王室文書 私文書 

1200 77.1 64.3  1200 1.4 0.0 

1300 31.8 76.1  1300 35.8 13.2 

1400 32.2 36.8  1400 30.8 38.1 

1500 144.3 76.6  1500 9.4 16.4 

1600 117.6 73.4  1600 0 21.9 

1700 105.6 138.4  1700 0 5.6 
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図10：mismo - mesmo. CODEA. 王室文書/ 私文書 (正規化頻度, 10^5) 

 

このように1500年代に王室文書・私文書共に mesmo が減少したが，私文

書では1600年代で少し回復している。一方，mismo は王室文書で1500年代に

急上昇し私文書が後続した。このことは mesmo > mismo の変化は「上から普

及」した可能性を示しているが，1300年代の私文書での mismo の使用は無

視できない。 
次は現代スペイン語を収集したコーパス COSERで古形 mesmo を検索す

ると，Zaragoza, Albacete, Badajoz の3地点で見つかった。いずれも半島周辺部

に位置する。 
 

 
図11：mesmo. COSER. 現代スペイン語 

3.2.4. 考察 
Corominas / Pascual (1980: s.v. mismo) は，mesmo の語源を〔想定ラテン語

形〕*MED+IPSIMUS (IPSIMUS: IPSE「自ら」の最上級) の強調形) > meismo 
とし，中世では一般に mesmo が使われ，1600年代の初めに mismo が優勢に

なった，と述べている。Penny (2006: 171) によれば，スペイン語の初期には 
meísmo と me(e)smo が見られ，14世紀から黄金世紀 (1550-1650) は mesmo 
が mismo より多用され，17世紀に mismo が標準形になり，18世紀以降は 
mesmo は農村部に残存した。このように，どちらも一致して1600年代に 
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mismo が優勢になった，と述べている。しかし，本節での観察によれば 
mesmo > mismo の時期は100年早く，1500年代である。 

Hanssen (1913: 85) とAlvar / Pottier (1983: 109) は mismo と mesmo がどち

らも meismo に遡る，という。 
 

 (a) meismo > mismo 
 (b) meismo > mesmo 
 

筆者は，次のようにラテン語形から派生した meismo の強勢はラテン語の

強勢配置に従って meísmo とし，次のようにそれぞれの音韻変化に強勢の条

件を設定する16。 
 
 (a') meísmo > mísmo 
 (b') meísmo > méismo > mésmo 
 

スペイン語は一般に「開母音＋強勢母音」という「母音分立」(hiatus) を
嫌うので (Torrens Álvarez, 2018: 52-53)，(a') では単母音化して母音分立を回

避し(eí > i)，(b') では強勢の位置を先行させて下降二重母音を作り母音分立を

回避している (eí > éi)17。どちらもスペイン語で自然な音韻変化である。その

結果生まれた mismo も mesmo も安定した音韻形式であった。筆者はこの理

由から meísmo > mésmo > mísmo という連鎖的な変化を考えず，当初から 
mísmo ~ mésmo という語形の変異があり，中世 (1200-1400年代) では常に競

合していた，と考える (図8)。 
1500年代に mismo が mesmo を凌いで圧倒的に優位になった理由は，中

世の競合状態で mismo の方が優勢であったためであろう。語形の競合状態

は言語の通信機能に支障を起こすので，王室文書などでは統一されることが

好ましい。そこで，当時まで優勢であった mismo が採用され，この「上か

らの変化」(Labov, 1994: 78; Trask 2000: 56; Labov 2001: 196) が完了したのが

1500年代であった。よって，mismo と mesmo の歴史的関係を図式で示すと

次のようになる(A: mismo, B: mesmo；A=Bは拮抗状態を示す)。 
 
 A  A=B  A 
 
Medina Morales (2005: 97-98) は mesmo > mismo の過程で，e > i という音

韻変化を認めているが，筆者は mismo が当初から優勢であったことを鑑み 
(図7, 8)，そのような音韻変化を認めない。また強勢がある 'e' が 'i' に変化

することはスペイン語史上一般的ではない。よって，mismo ~ mesmo は音韻

の変異ではなく語形の変異であった，と考える。歴史上 mismo が先行した

理由は，(a') の変化を見るとわかるように，強勢移動のステップを必要とし

                                                        
16 この段落ではすべての語形の強勢母音にアクセント記号をつける。 
17 Torrens Álvarez (2018: 52) は veínte > véinte, reína > réina の例を挙げている。 
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なかったためである。一方，(b') の mesmo は強勢の移動を待たなければな

らなかった。 
DQ で観察される mesmo の多用は幾分不自然である。Cervantes は独特の

擬古文で当時すでに古形となっていた語形を使ったようだ。 

3.3. . «ahora»〔副〕「今」 

3.3.1. 社会 
次に，DQ の中で agora ~ ahora の語形のバリエーションの社会差を観察

する。 
 

表15：agora / ahora: 性 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 

語形 男性 女性 男性 女性 男性 女性 

agora 124 12 27.8 29.8 0.368 0.374 

ahora 294 29 65.9 72 0.569 0.601 

 
表16：agora / ahora: 年齢 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 

語形 若者 中高年 若者 中高年 若者 中高年 

agora 2 134 34.7 27.9 0.317 0.357 

ahora 7 316 121.3 65.8 0.707 0.469 

 
表17：agora / ahora: 社会層 (絶対頻度/正規化頻度/共起係数) 

語形 上流 平民 上流 平民 上流 平民 

agora 86 50 22.8 46 0.308 0.424 

ahora 212 111 56.1 102.1 0.473 0.667 

 

 
図12：agora / ahora: 性・年齢・社会層 (共起係数) 

 
このように，DQ において ahora はとくに若者・平民に好まれていたので，

agora > ahora の推移は「下からの変化」であった可能性がある。 
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3.3.2. 年代 
Nieto Jiménez / Alvar Ezquerra (2007) を参照すると agora と ahora の語形

を載せている辞書の発行年は次のようになる。 
 
agora: 1490, 1492, 1495, 1499, 1505, 1520, 1526, 1535, 1553, 1554, 1565, 1568, 

1570, 1582, 1587, 1599, 1601, 1604, 1607, 1609, 1614, 1620, 1621, 1634, 1639, 
1645,1660, 1666, 1670, 1676, 1693, 1700, 1705, 1706, 1721, 1723. 

ahora: 1551, 1570, 1587, 1599, 1607, 1609, 1617, 1620, 1636, 1639, 1661, 1666, 
1670, 1726. 

 
これを見ると，確かに agora が古形であり，ahora は比較的新しく，そ

の初出が1551年であることがわかる。Cervantes (1547-1616) の時代ではすで

に ahora が一般に使用され，agora は古形であることから高雅な文体であっ

た。また，逆に地方に残存する語形であることから揶揄されることもあった

ようだ。いずれにしても特殊な語形であった。 
次は『スペイン語歴史辞典コーパス』(CDH)の agora / ahora の検索結果で

ある。 
 

表18：agora / ahora (RAE: CDH) 

絶対頻度 agora ahora  正規化頻度 agora ahora 

1064-1500 25,593 273  1064-1500 653.7 6.96 

1501-1700 31,375 22,757  1501-1700 363.0 263.26 

1701-1800 107 7,574  1701-1800 6.7 474.57 

1801-1900 398 24,197  1801-1900 9.0 546.35 

1901-2005 1,029 13,573  1901-2005 5.8 764.04 

 

 
図13：agora / ahora 年代. 正規化頻度 (RAE: CDH) 

 
この表とグラフを見ると，agora > ahora の変化は古典期 (1500-1700) と近

代 (1701-) の間にあったことがわかる。これは 
 
 A  A:B  B:A  B 
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という図式に従う典型的な言語変化である。しかし，比較的わずかである

が，中世  (1064-1500) にも  ahora が出現していたことは，先述の Alvar / 
Pottier (1983) の説明を参照すれば無視できない。RAE のコーパス資料 
(CDH) の頻度情報の年代区分はとくに初期 (700-1200)・中世 (1200-1500) の
下位区分がないため，すべてのコンコーダンスラインを調べると a(h)ora は
次のような頻度 (絶対頻度) であった。 

 
1200 (頻度: 21), 1300 (22), 1400 (201). 
 
このように1200, 1300年代における a(h)ora はたしかに存在したが頻度は

低かった。 

3.3.3. 歴史・地理・社会 
CODEAとCOSERのコーパス資料を使って agora と ahora の歴史・地

理・社会の状態を観察する。はじめに年代推移を見る。 
 

表19：agora - ahora. 絶対頻度・正規化頻度. CODEA. 

絶対頻度 agora ahora  正規化頻度 agora ahora 

1200 75 0  1200 56.1 0 

1300 236 0  1300 112.5 0 

1400 315 1  1400 114.3 0.4 

1500 231 19  1500 79.7 6.6 

1600 38 68  1600 21.3 38.1 

1700 5 63  1700 3.7 46.3 

 

 
図14：agora / ahora 年代. CODEA. (正規化頻度, 10^5) 

 
上のグラフを見ると agora > ahora の変化は1600年代であったことがわか

る。この観察は先の CDH の検索結果 (図13) と整合する。 
次の表は各年代と地域 (地方) のクロス集計から導出した agora と ahora 

の対照値とその地図プロットである (ahora は aora, a ora を含む)。 
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表20：ahora - agora. CODEA. 対照値 

* 1.GA 2.NA 3.LE 4.CV 5.AR 6.CN 7.VA 8.EX 9.AN 

1200 0.000 -1.000 -1.000 -1.000 -1.000 -1.000 0.000 -1.000 0.000 

1300 0.000 -1.000 -1.000 -1.000 -1.000 -1.000 0.000 -1.000 -1.000 

1400 0.000 -1.000 -1.000 -1.000 -1.000 -1.000 0.000 -1.000 -1.000 

1500 0.000 -1.000 -0.857 -0.818 -1.000 -0.647 0.000 -1.000 0.185 

1600 0.000 0.000 0.500 0.000 0.000 0.532 1.000 0.000 0.000 

1700 0.833 0.000 1.000 0.500 1.000 1.000 -0.200 1.000 1.000 

 

 
図15: agora - ahora. CODEA. 対照値 

 
上の表と地図を見ると，ahora が1600年代に半島中央部の LE, CN に出現

し，1700年代にほぼ半島全域を占めたことがわかる。中央の CN に位置する 
Madrid が首都に定められたのは1561年であり，その後各地から首都に移住し

た人々の方言差は首都で標準化され，その標準化された言語が地方にも強い

影響を与えた (Del Barrio de la Rosa 2018: 233)。agora > ahora の変化はその典

型的なケースである。 
資料  CODEA の中で文体差の大きな王室文書と私文書を選択すると 

agora と ahora の正規化頻度はそれぞれの文書で次のようになる。 
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表21: agora - ahora. 王室文書・私文書. 正規化頻度. CODEA. 

agora 王室文書 私文書  ahora 王室文書 私文書 

1200 43.4  2.2   1200 0.0  0.0  

1300 50.5  17.6   1300 0.0  0.0  

1400 40.6  25.0   1400 0.4  0.0  

1500 33.5  17.2   1500 0.3  3.8  

1600 11.8  3.4   1600 7.3  19.1  

1700 0.0  3.7   1700 0.0  32.3  

 
 

 
図16: agora - ahora. 王室文書・私文書. CODEA (正規化頻度, 10^5) 

 
上のグラフは，古形 agora が1300年代に王室文書で多く使用され，私文

書は100年遅れて後続していること，そして新形 ahora が1600年代でとくに

私文書で大きく上昇していることを示している。王室文書は「上からの普及」

を示し，私文書が「下からの普及」を示していると考えられるので (Del 
Barrio de la Rosa 2018: 144-145)，agora が上位 (王室) の語形であり，ahora 
は下位 (民衆) の語形であったようだ。 

最後に，古形 agora の現状 (21世紀) を確認するために COSER で検索

すると，次の結果となった (正規化頻度, 10^5)。 
 

表22: agora. 現代. 正規化頻度. COSER 

* Albacete Ávila Cantabria León Teruel Zaragoza 

agora 9.4 2.6 1.7 2.4 183.5 1.0 

 
これら各地を地図にプロットすると次のようになる。 
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図17: agora. 現代. COSER. 

 
とくに頻度が高い Teruel とそれに近い Albacete は半島の周辺部に位置す

る。周辺分布は多くの古形の特徴である。 

3.3.4. 考察 
以上の観察をまとめると，1500年代まで agora は古形・教養層・正規の文

体・首都・王室文書の語形であり，ahora は新形・非教養層・民衆の文体・

私文書の語形であった。現代スペイン語では新形 ahora が標準形であり，古

形の agora は半島の周辺部にわずかに残存するだけである。 
Corominas / Pacual (1980. s.v. hora) や Penny (2006: 158) は〔ラテン語〕HAC 

HORA〔奪格〕「この時に」> agora > ahora〔副〕「今」という通時的変化を

想定する18。よって DQ における agora ~ ahora の社会・文体的変異は，

agora > ahora という通時的変化の移行期の状態を示していることになる可能

性がある。しかし，ここで， 
 
g  [無音] / a_o 
 
という音韻変化を想定しているが，このような変化はスペイン語で一般的

ではない (agosto〔名〕「8月」, aguja〔名〕「針」, agudo〔形〕「鋭い」な

どは -g- を保持している)。 
一方，Alvar / Pottier (1983: 334-335) は，ahora の初出が agora と並んで早

かったため (12世紀)，agora > ahoraという通時的変化を考えず，ahora には 
agora とは異なる語源 AD HORA を設定した。Alonso (1986: s.v. ahora) も同

                                                        
18 Real Academia Española の Diccionario de la lengua española も，agora > ahora を認めている。 

https://dle.rae.es/ahora?m=form 
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じ語源を載せている。しかし，ラテン語形 AD HORA(M)〔対格〕は「定刻に」

という意味で使われたので (Segura Mungía, 2007, s.v. hora)，ahora「今」にこ

の語源を認めることは難しい。また，Alvar / Pottier と Alonso による AD 
HORA > ahora というラテン語源は ahora の早期の出現を前提とするが，筆

者が扱った資料では僅少であった。 
よってAD HORA > ahora というラテン語源を支持することは難しく，

agora  ahora の年代的推移を認めざるを得ない。しかし筆者は，次の理由

で，これが音韻変化ではなく形態変化であった，と考える。 
先に見たように (図15)，1500年代に新形が出現したのは半島中央部 (LE, 

CN) であったが，これは王室の規範によるものではなく，民衆の「下からの

変化」であった (図16)。それが1600年代に一挙に全国に普及した理由を筆者

は次のように考察する。agora → ahora の変化は高頻度で用いられる hora
〔名詞〕「時間」からの派生という言語内的要因によって生じた，と考えら

れる。すなわち，ahora は hora に「様態・方向」を示す接頭辞 a- が付加

されて規則的に派生した語形である，と見なす。「a +名詞」→ 副詞という

語形成の類例としてa + caso〔名〕「場合」→ acaso〔副〕「たぶん」, a + 
prisa〔名〕「急ぎ」→ aprisa〔副〕「速く」などが挙げられる。そして，

「接頭辞 + hora」の例として a deshora「突然」(→「折り悪く」) がある。

接頭辞・接尾辞は語基に隣接し，意味と語形の関係が明示されるため形態的

に自然である (Dressler, 2003: 464)。ahora の綴りで無音の -h- が用いられる

のは規範的にラテン語 HORA に合わせたためではなく，民衆がスペイン語 
hora と同調したためであろう。また，CODEA コーパスで a ora という分離

された表記例が1400, 1500, 1600年代に9例見つかることも「a+名詞」→副詞と

いう語形成に根拠を与える。このような自然な (無標の) 語形成は言語使用

の負担が小さい。一方，agora は hora から独立した特殊形であったので形

態的に有標であり，言語使用の負担が大きかったはずである。 
言語が接触して生まれるクレオール言語では元の言語の構造が規則化・単

純化することが知られている (細川, 1992; 田中, 1999)。また，同一言語の方

言間の接触により生成された新しい標準形 (コイネー) でも不規則形が淘汰

される (Tuten, 2003; Del Barrio de la Rosa, 2018)。ahora は1500年代まで私文書

で僅かに使われていたが，1600年代になるとコイネー化が進んだ半島中央部，

とくに新首都 Madrid が 位置する CN で使用が一気に加速し，さらに標準

形として全国に普及したようだ。 
agora > ahoraの歴史は，次のような典型的な言語変化の図式で示される 

(A: agora, B: ahora)。 
 
 A  A : B  B: A  B 
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4. 結論 

以上で，各種の資料を使って，«así», «mismo», «ahora» という高頻度で使

われる語の異語形 (así ~ ansí, mismo ~ mesmo, ahora ~ agora) の年代的変化と地

理・社会的変異を観察し，変化と変異の要因を考察した。 
«así»: así の語源はラテン語形 AD SIC または副詞に見られる単なるa-に

よる延長であった，という説に加えて，筆者は SIC > sí〔副詞〕「はい」(肯
定の返事) や S I > si〔接続詞〕「もし～ならば」との同音衝突を避けた可能

性と，一般に語形が短いときは補強のために延長されることがあったことも

原因の一つとして考えた。この así は当初から連綿と全時代を通じて圧倒的

多数であった。一方，ansí は無意味な -n- が音節末に生じた結果である。こ

の ansí はCODEAの資料によれば1400, 1500, 1600年代で私文書とともに王室

文書でも使われていたので中世・近代において両者に社会・文体差はなかっ

た，と考えられる。事実，DQ の登場人物の会話には ansí - así の間にそのよ

うな区別はない。図式的に示せば両者の関係は次のようになる (A: así, B: 
ansí；A : BはAの優位を示す)。 

 
 (1) A  A:B  A 
 
«mismo»: mismo ~ mesmo の変異に強勢の条件を設定して，次のような変化

を想定した。 
 

 (a) meísmo > mísmo 
 (b) meísmo > méismo > mésmo 
 

両者は中世 (1200-1400年代) では常に競合していたが，その中で優勢であ

った mismo が1500年代に圧倒的に優位を占めた。語形の競合状態は言語の

通信機能に支障を起こすので，とくに王室文書で当時まで優勢であった 
mismo が採用された。よって，mismo と mesmo の歴史的関係を図式で示す

と次のようになる (A: mismo, B: mesmo; A=Bは拮抗状態を示す)。これは音韻

変化ではなく，語形の交替であった。 
 
 (2) A  A=B  A 
 
«ahora»: agora は古形・教養層・正規の文体・首都・王室文書の語形であ

り，ahora は新形・非教養層・民衆の文体・私文書の語形であった。1500年
代に新形が出現したのは半島中央部であった。それが1600年代に一挙に全国

に普及した。これは王室の規範による変化ではなく，民衆の「下からの変化」

であった。よって，agora  ahora の歴史は次の図式 (3) で示される (A: 
agora, B: ahora)。この図式は典型的な言語変化を示している。これも音韻変

化ではなく，語形の交替であった。 
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 (3) A  A : B  B: A  B 
 
図式 (1) では，歴史的に B (ansí) の出現が認められるが，それが古形 A 

(así) と交替することはなかった。ansí は，-n- の挿入が有標であり，その地

理的分布が限定的であり，使用頻度が比較的低かったため，1500年代後半に

移動した新首都 Madrid で標準形に成り得なかったのである。 
図式 (2) は A (mismo) とB ( mesmo) の拮抗状態が生じたことを示している

が，守旧的な王室文書が伝統的に優勢であった A を採用した。たしかに A 
と B は拮抗していたが，B が A を凌駕する積極的な理由はなかった，と

考えられる。このように「上からの変化」によって普及した語形は意識して

学ばれる規範形である (Labov, 1994: 78; Trask 2000: 56; Labov 2001: 196; エル

スパス, 2015: 61; 家入・内田, 2015: 125)。そして，Labov (1994: 453) によれば

「上からの変化」は一般に語の借用 (lexical borrowing) を含む。ここで確認

した mismo は借用語ではないが，語の古形が採用されたので，やはり語彙

的性格を持つ。規範の個別的学習には負担・コストがかかるが，この場合 
mismo は伝統的に頻用されていたので負担は少なく，よって全国的に普及し

たようだ。 
図式 (3) の B (ahora) が1600年代に「下からの変化」の結果として一挙に

普及した理由として，高頻度で用いられていた hora〔名詞〕「時間」との派

生関係が考えられる。1600年代になると，コイネー化が進んだ半島中央部で 
ahora の使用が加速し，さらに標準形として全国に普及した。一般に「下か

らの変化形」は話者が意識的に学ぶ規範形ではなく，音韻・形態変化のよう

に無意識で自然に獲得するものである。無意識の自然獲得には負担・コスト

がかからないので，獲得された音韻・形態は一般的な標準形となった。 
言語が歴史・地理・社会の範囲の中で変化する「要因」(factor) を考察す

ることは可能であるが，それは物質が自然の中で変化する「原因」(cause) と
は異なる。たとえば水が温度と気圧の条件によって氷・水蒸気に変化するこ

とは普遍の法則なので，温度・気圧を「原因」と呼ぶことができる。一方，

言語形式は派生・類推・同化・異化などの言語内的条件と，年代 (歴史)，地

域 (地理)，人口移動・標準化・規範，対話者・場面などの言語外的条件が作

用する。しかし，温度・気圧の条件の作用によって水の状態が変化すること

と異なり，条件が変化しても言語形式が変化するとは限らない。Weinreich 
他 (1968: 188) や Medina Morales (2005: 17-18) の言うように，通時的変化は

共時的変異を前提とするが (図式 (3),)，共時的変異が常に通時的変化を引き

起こすわけではない (図式-(1), (2))。よって A  B という単純で完全な変化

は現実的ではない。つまり，共時的変異は通時的変化の必要条件であるが，

十分条件ではない (Guy, 2003: 371)。従って本研究は，自然現象の変化の普遍

的・先験的予測を可能にするような「原因」ではなく，言語現象の一般的・

後験的解釈を可能にする「要因」を探る試みである。考察した「要因」の一

般性を求めるためにさらに多くの分析を積み上げていかなければならない。 
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【補説】 

(1) 相対頻度 
 

たとえば，次の頻度は DQ (Miguel Cervantes:『才知ある郷士ドン・キホー

テ・デ・ラ・マンチャ』) における agora と ahora が二人の主要登場人物 
(Q: Quijote, S: Sancbo) と作者のナレーション(N) に出現した絶対頻度を示し

ている 。 
 
 データ行列：周辺度数(sum) 

         Q   S  N sum 

 agora  50  40  5  95 

 ahora 109  70 18 197 

 sum   159 110 23 292 

 
次の表では，各頻度に加えて，その順位 (降順) を括弧内 (..) に示した。 
 
 データ (順位) 

        Q       S       N   

 agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  

 ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  

 
このデータ行列の数値は絶対頻度で計算しているので比較できない。たと

えば，agora:Q = 50 は agora:S=40 よりも大きいが，そもそも Qの縦和 = 159
がSの縦和 = 110よりもかなり大きいので本来比較できない数値である。そこ

で，一般に頻度行列を扱う研究では，絶対頻度を縦和で割った相対頻度やパ

ーセントを使って比較することが多い19。次のアステリスク (*) より右の行

列は，それぞれの絶対頻度を縦和で割って求めた相対頻度 (「行による相対

頻度」) とその順位を示している。 
 
相対頻度-列 (順位) 

       Q       S       N          Q          S          N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  0.314 (5)  0.364 (4)  0.217 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *  0.686 (2)  0.636 (3)  0.783 (1)  

 
このように，データ行列 (絶対頻度) と縦和による相対頻度(列)を比較す

ると，順位が大きく異なる(3,4,6,1,2,5 : 5,4,6,2,3,1)。 
次に「行による相対頻度」を見る。 
 

                                                        
19 または絶対頻度をそれぞれのグループの総語数で割って，適当な数値 (10^3=1,000, 10^6=1,000,000など) 
を掛けた正規化頻度が使われる， 
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相対頻度-行 (順位) 

       Q       S       N          Q          S          N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  0.526 (2)  0.421 (3)  0.053 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *  0.553 (1)  0.355 (4)  0.091 (5) 

 
このように「列による相対頻度」と「行による相対頻度」の順位はまった

く異なる (5,4,6,2,3,1 : 2,3,6,1,4,5)。「列による相対頻度」(縦方向で見る) は
「各登場人物が使用している語形の割合」を示し，「行による相対頻度」(横
方向で見る) は「各語形を使用している登場人物の割合」を示している。ど

ちらも同じことを述べているようだが，実際に計算された数値と順位が大き

く異なるので注意しなければならない。たとえば agora:Q は「列による相対

頻度」では0.314 (5)で第5位となっているが，「行による相対頻度」の 
agora:Q は 0.526 (2) で第2位を占めている。よって，同じ現象を扱っている

のに，視点が変わると大きく異なる結論になる。頻度行列を扱った研究では，

行・列の一方だけの相対行列を作成し分析していることが多い。その結論は

選択された視点に立てば有効であるが，別の視点に立てば大きく異なること

が多い。よって，理想的には横行と縦列の視点によって変わるような指標で

はなく，コンスタントな指標が望ましい。 
池田 (1976: 122) はデータ行列全体を総和(=292)で割って，全体を相対化

する方法を扱っている。これは「全体のなかでそれぞれの条件を同時に満た

すものがどのくらいの割合であるかをみようとするもので，総和が一定 
(=1.00) になるように相対化されたものである。」 

 
相対頻度-全体 (順位) 

       Q       S       N          Q          S          N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  0.171 (3)  0.137 (4)  0.017 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *  0.373 (1)  0.240 (2)  0.062 (5)  

 
たしかに，表全体の相対頻度はそれぞれのセルが全体の中で占める割合が

わかる。しかし，大小関係はデータ行列そのものと同じになる。そして，デ

ータ行列と同様に，横和（行和）と縦和（列和）の情報を生かしていないの

で，たとえば agora:Q と agora:S を直接比較できない。Q と S のそれぞれ

の縦和が勘案されていないためである。この問題は次の「共起回数」で解決

される。 
 

(2) 共起係数 
 

石川 (2021: 124-133) は2語 (X, Y) の連鎖の重要度を共起頻度を使って計

算する方法として類似度を取り上げ，Dice係数，Jaccard係数，Cosine係数な

どを紹介している。他にも Romesburg (1989, 1992: 187) は多くの指標を挙げ

ている。次の一覧は，それぞれの指標の数式と範囲を示す。 
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 (a+d) / (a+b+c+d), [0, 1]      # Simple matching 

 2*a / (2*a+b+c), [0, 1]        # Dice 

 a / (a+b+c), [0, 1]            # Jaccard 

 a / sqrt((a+b)*(a+c)), [0, 1]  # Cosine 

 (a+d-b-c) / (a+b+c+d), [-1, 1] # Hamann 

 (a*d-b*c) / (a*d+b*c), [-1, 1] # Yule 

 (a*d-b*c) / sqrt((a+b)*(c+d)*(a+c)*(b+d)), [-1, 1]   # Phi 

 
上の a, b, c, d はそれぞれ次の表のX:Y, X:!Y, !X:Y, !X:!Y (強調記号 ! は

「以外」) を意味する。n は 総和 (a+b+c+d) を示す。 
 

* Y !Y (Y以外) 和 
X a b a + b 

!X (X以外) c d c + d 

和 a + c b + d n = a+b+c+d 
 
ここで，次のようなクロス集計表に共起の指標を適用する方法を考える20。 
 
 共起回数 (順位) 

        Q       S       N   

 agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  

 ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5) 

 
たとえば，agora:Q = 50 は「agora (X)とQ(Y) が共起する度数(a)」を示して

いる。一方，agora:S = 40とagora:N = 5の和 (40+5 = 45) は「agora (X) と Q 以
外 (!Y) が共起する度数 (b)」を示している (プログラムでは横和から a を
引いて求める)。また，ahora:Q = 109は「agora 以外 (!X)と Q (Y) が共起する

度数  (c)」を示す  (プログラムでは縦和から a を引いて求める)。最後に 
ahora:S = 70 と ahora:N = 18 の和 (70+18=88) は「agora 以外 (!X) と Q以外 
(!Y) が共起する度数 (d)」を示す，と考えられる(プログラムでは総和から

a+b+cを引いて求める)。よって，たとえば agora:Q の単純一致係数 (Simple 
matching: Sm) は，次のように計算される。 

 
Sm(agora:Q) = (a + d) / n = (50 + 88) / (50 + 45 + 109 + 88) = 0.473 

 
同様にして，agora:S, agora:N, ahora:Q, ahora:S, ahora:N の単純一致係数を計

算すると，次の結果になる。 
 

                                                        
20 ここでは簡単化して絶対頻度を使って共起係数を計算した。実際には，正規化頻度を使うべきである。 
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Simple matching (順位) 

       Q       S       N          Q          S          N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  0.473 (4)  0.572 (2)  0.630 (1)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *  0.527 (3)  0.428 (5)  0.370 (6)  

 

単純一致係数 (simple matching), Dice, Jaccard, Cosine は範囲が [0,1] となり，

それぞれのセルの数値の比較ができる。しかし，後で見るように，乱数を使

って実験すると，その平均値は 0.5 にはならない。 
 
Dice (順位) 

       Q       S       N          Q          S          N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  0.394 (3)  0.390 (4)  0.085 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *  0.612 (1)  0.456 (2)  0.164 (5)  

 

Jaccard (順位) 

      Q        S       N          Q          S          N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  0.245 (3)  0.242 (4)  0.044 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *  0.441 (1)  0.295 (2)  0.089 (5)  

 

Cosine (順位) 

       Q       S       N          Q          S          N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  0.407 (3)  0.391 (4)  0.107 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *  0.616 (1)  0.476 (2)  0.267 (5)   

 
Hamann, Yule, Phi では分子で対称的な数値 (a+d, b+c; a*d, b*c) の差が使わ

れている。このために次のような2行のデータ(または2列のデータ)では，か

ならず同じ数値の正と負の値となる。 
 
Hamann (順位) 

       Q       S       N           Q           S           N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  -0.055 (4)   0.144 (2)   0.260 (1)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *   0.055 (3)  -0.144 (5)  -0.260 (6)  

 

Yule (順位) 

       Q       S       N           Q           S           N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  -0.054 (4)   0.138 (2)  -0.288 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *   0.054 (3)  -0.138 (5)   0.288 (1)  

 

Phi (順位) 

       Q       S       N           Q           S           N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  -0.025 (4)   0.064 (2)  -0.067 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *   0.025 (3)  -0.064 (5)   0.067 (1)  

 

このことは具体例で見るとわかりやすい。たとえば次は Yule の式である。 

 

 (a*d - b*c) / (a*d + b*c)    # Yule 
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この分子の a*d と b*c は，次の agora:Q の場合では 
 
        Q       S       N   

 agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  

 ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5) 

 

a*d = 50*(70+18), b*c = (40+5)*109 となる。そして，ahora:Q の場合は，そ

れらが交替して，a*d = (40+5)*109, b*c = 50*(70+18) となる。その結果，

Yule(agora:Q) = -1*Yule(ahora:Q) となる。Hamann, Phi も同様である。よって，

この3係数 (Hamann, Yule, Phi) は2語形の頻度を比較するような本研究のよう

に2行のデータを扱うときは使用できない。 
Dice係数の乗数2は2行2列の行列には有効であるが，一般に n * p の行列 

(クロス集計表) では，後述するように乱数の多数回の適用の平均値が範囲

[0,1] の中間の 0.5 にはならないので不都合である。その平均値を 0.5 とす

るために，乗数 (m) を n+p-2 にする必要がある。その理由は b と c のセ

ル数が，それぞれ p-1, n-1 となるためである。Dice が0.5となるのは 2a = 
b+c のときであるが，このとき2行2列の行列では 2*a は2個分のセルに対応

するが (2*a)，b+c も2個分のセルになる (bとc)。しかし，n行p列の行列では 
b+c のセルの個数は (p-1) + (n-1) = n+p-2 個のセルになるので，a をそれと同

じ個数にするために乗数を2ではなく，次のように m = n+p-2 としなければ

ならない。 
 
 2*a/(2*a+b+c) # Dice 

 m*a/(m*a+b+c) # Dice-m, m = n+p-2 

 
次が乗数 (m) を補正した Dice係数(Dice.m) の結果である。先のDice係数

よりも全体的に数値が上昇していることがわかる。後で見るように，乱数を

使って発生させたn行p列の行列に適用すると平均値が0.5になる。よって，

Dice.m係数が0.5以上ならば，平均よりも大きな数値と言える。 
 
Dice.m (順位) 

       Q       S       N          Q          S          N   

agora  50 (3)  40 (4)   5 (6)  *  0.493 (3)  0.490 (4)  0.122 (6)  

ahora 109 (1)  70 (2)  18 (5)  *  0.703 (1)  0.557 (2)  0.227 (5)  

 
一般にクロス集計表を類似度を使って分析するときは，Dice.m ([0,1]) を使

用するとよい。Dice.m は2行2列の場合は m = n+p-2 = 2 となり，Dice と一致

するので，すべてのクロス集計表に適用できる (Diceは2行2列の行列だけに

適用できる)。 
次は Data と Dice-m の数値を視覚化したグラフである。このように両者

はかなり異なる。 
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図18:. データ行列とDice-m 

 

(3) 共起係数の比較 
 

これまでに扱ってきた分布の特徴を示す各指標の間には，どのような関係

があるのかを調べたい。そのために，正規分布乱数を12個発生させ，これを3
行4列にした行列を使って各指標を計算し，行列の最初のセル(1行:1列)の指標

を取り出す，という操作を100回行った。こうして作成した100行のデータフ

レームの相関行列と相関グラフを出力した (Rのパッケージ psych を使用し

た)。 

 
図19: 指標間の相関 
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(Data: データ行列, Rel.r: 相対頻度(行), Rel.c: 相対頻度(列), 
Rel.a: 相対頻度(全体), Simple: Simple matching) 

 
この図を見ると次のことがわかる。(1) データ行列 (Data) と相対頻度 (Rr, 

Rc, Ra) は相関しているが，相関係数はあまり高くなく，散布図は大きなブレ

を見せている。とくに行の相対頻度 (Rr) と列の相対頻度 (Rc) の相関が弱い。

よって行と列の視点は大きく異なる様相を示す，と言える。(2) 類似度係数

の中で Simple matching が他の類似度係数と相関しない。(3) Dice, Jaccard, 
Cosine, Dice.m の相関が非常に強い。(4) すべての指標はその平均値に集中し，

正規分布に近似する。 
このように相対頻度は他の指標と整合しない。また，行の相対頻度 (Rr) 

と列の相対頻度 (Rc) の相関が弱いので注意が必要である。逆に，行の視点

または列の視点だけを意識した一方向的分析には有用である。しかし，本研

究では語形と登場人物・年代・地域・社会の関係を双方向的に分析するので，

相対頻度を採用しない。 
次にそれぞれの指標の分布をボックスチャート(箱ひげ図)で観察する。一

般にボックスチャートは中央値と四分位 (25%点, 50%点, 75%点) を使って作

成されるが，ここでは平均値の位置に関心があるので平均±標準偏差を用い

たボックスチャートを作成した (Rのパッケージ ggplot を使用した)。 
 

 
図20: 各指標の分布 (平均±標準偏差) 
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扱った指標の理論的範囲はたしかに [0, 1] であるが，平均値は必ずしも 
0.5 にはならず，Dice.m を除いて多くの指標の平均値は 0.5 以下になってい

る (Rel.r, Rel.c, Rel.a, Dice, Jaccard, Cosine)。一方，Simple matching の平均値は

0.5以上になる。 
行の相対頻度 (Rel.r = a/(a+b)) の平均値が 0.5 以下になる理由は下の表を

見るとわかる。a は1つのセルであるが，b は3個のセルなので，a / (a+b)は1 / 
(1+3) = 1/4になる。確かに先の図の Rel.r の平均値の位置は 0.25 の近傍にな

っている。同様にして，Rel.c の平均値は a/(a+c)=1/(1+2)=1/3 になる。Rel.a
の平均値は a / (a+b+c+d) = 1 / 12 = 0.083 になる。Dice, Jaccard. Cosineの平均値

も同様にして計算できる。 
 

* 1 2 3 4 
1 a b b b 
2 c d d d 
3 c d d d 

 
Simple maching の平均値が 0.5 以上になる理由は次の通りである。a(X:Y)

のセルは1個であるが，d (!X:!Y) のセルは，上の表のように6個である。そし

て，b (X: !Y)のセルは3個，c (!X)のセルは2個である。よって，Simple 
matching の値は a+d = 1+6 = 7個のセルの和を12個のセルの和で割って求める

ので，平均値が0.5を超えることになる (7/12 = 0.583)。 
Dice-m の平均値は m = 3 + 4 - 2 = 5 となるので， 
 
 m * a / (m*a+b+c) = 5 / (5+3+2) = 0.5 
 
となる。このように，乗数 m を使う Dice.m は，どのような行列でもそ

の平均値は 0.5 になる。 
範囲が [-1, 1] である Hamann, Yule, Phi は，先に述べたように，2行(また

は2列)のデータには使えないので除外する。範囲が[0,1]の係数の中で，Dice-
m だけが平均値 = 0.5 となるので，Dice-m を使えば同じ尺度で数値を比較

することができる。そして，Dice-m の実際の分布図 (図-20) を見ると大きな

振幅が観察されるので，その感度は良いと言える。よって，本研究では 
Dice.m を採用した。 

 
(4) 対照値 
 

(x-y) / (x+y)で導出される標準的な数値を「対照値」(contrast)と名付ける。

対照値の最小値は x=0 のときの -1 であり，最大値は y=0 のときの 1 であ

る。x = y のときに中間の 0 となる。x=y=0 のときの対照値は0とする。対

照値は僅かの絶対頻度でも大きな数値になることがあるので本研究では x+y 
が10未満の場合の対照値を0とした。 
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次の表では各年代と地域(地方)のクロス集計である。最初の表 (表23) が 
ahora の分布であり，次がahoraの分布である(表24: ahoraはaora, a oraを含む)。 

 
表 23：ahora. CODEA. 絶対頻度 

ahora 1.GA 2.NA 3.LE 4.CV 5.AR 6.CN 7.VA 8.EX 9.AN 

1200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1300 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1400 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1500 0 0 1 3 0 9 0 0 5 

1600 0 0 3 1 0 36 10 2 2 

1700 11 0 1 3 10 16 2 5 1 

 
 

表24：agora. CODEA. 絶対頻度 

agora 1.GA 2.NA 3.LE 4.CV 5.AR 6.CN 7.VA 8.EX 9.AN 

1200 0 3 2 9 1 1 0 1 0 

1300 0 11 13 20 35 38 0 11 1 

1400 0 6 58 51 46 27 0 3 8 

1500 0 1 13 30 21 42 0 3 22 

1600 0 0 1 1 0 11 0 2 2 

1700 1 0 0 1 0 0 3 0 0 

 

これらの2つの表から次の式で agora と ahora の対照値 (contrast) を求め

る。 
 

contrast(ahora, agora) = (ahora - agora) / (ahora + agora) 
 

表25：ahora - agora. CODEA. 対照値 

N. 1.GA 2.NA 3.LE 4.CV 5.AR 6.CN 7.VA 8.EX 9.AN 

1200 0.000  -1.000  -1.000  -1.000  -1.000  -1.000  0.000  -1.000  0.000  

1300 0.000  -1.000  -1.000  -1.000  -1.000  -1.000  0.000  -1.000  -1.000  

1400 0.000  -1.000  -1.000  -1.000  -1.000  -1.000  0.000  -1.000  -1.000  

1500 0.000  -1.000  -0.857  -0.818  -1.000  -0.647  0.000  -1.000  0.185  

1600 0.000  0.000  0.500  0.000  0.000  0.532  1.000  0.000  0.000  

1700 0.833  0.000  1.000  0.500  1.000  1.000  -0.200  1.000  1.000  

 
 対照値は統計分析でしばしば使われている。たとえば，先述の Hamann 係

数と Yule 係数はそれぞれ a+d = x, b+c = y; a*d = x, b*c = y とすれば，対照値

になる。 
 

 (a+d-b-c) / (a+b+c+d), [-1, 1] # Hamann 

 (a*d-b*c) / (a*d+b*c), [-1, 1] # Yule 
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略号 
 
 CDH: Corpus del Diccionario Histórico de la Lengua Española (Real Academia 

Española). 

 CODEA: Corpus de documentos Españoles Anteriores a 1800. 

 COSER: Corpus Oral y Sonoro del Español. 

 DQ: Ingenioso hidalgo Don Quijote de la Mancha (Miguel de Cervantes)『才知

ある郷士ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ』 

 LYNEAL: Letras y Números en Análisis Lingüísticos. 
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Stress and word order in Asian languages 
with reference to the Linguistic Atlas of Asia  
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Abstract: This paper gives an overview of the Linguistic Atlas of Asia (LAA) (Endo et al. 
2021) and examines the hypothesis of stress-order correlation (Tokizaki 2011 et seq.) 
based on its descriptions of Asian languages. Generalizing the idea of holistic typology by 
Bally (1944) (German vs. French) and Donegan and Stampe (1983) (Munda vs. Mon-
Khmer), Tokizaki (2011 et seq.) proposes the hypothesis that word-stress location 
correlates with word order (head-initial/head-final) in the world’s languages: languages 
with word-initial stress have head-final order (OV, postposition, suffixing, modifier-noun) 
while languages with word-final order have head-initial order (e.g. VO, preposition, 
prefixing, noun-modifier). In this paper, I examine the word-stress location in each group 
of Asian languages described in Chapter 7 on tone and accent in LAA. Analyzing more 
descriptions of stress in literature other than LAA and the word order data in Dryer (2013a, 
b, c, d, e, f, g) in the World Atlas of Linguistic Structure Online (WALS), I argue that the 
stress-order correlation hypothesis generally holds in Asian languages. It is also argued 
that word-stress location correlates with word order because the word-stress pattern is 
projected onto the phrase-stress pattern where the main stress universally falls on the 
complement rather than the head (e.g. on O rather than on V in a verb phrase) (cf. Cinque 
1993).  

 

 
Keywords: Linguistic Atlas of Asia; word stress; word order; WALS; syntax-phonology interface  

 
 

1. Introduction  

The purpose of this paper is to show that word-stress location (initial/final) correlates 

with word order (head-final/head-initial) in Asian languages as well as other languages of 

the world, with reference to the Linguistic Atlas of Asia (LAA) (Endo et al. 2021) and the 

World Atlas of Linguistic Structure Online (WALS) (Haspelmath and Dryer 2013).  

                                         
TOKIZAKI, Hisao. 2022. Stress and word order in Asian languages with reference to the Linguistic Atlas of Asia. Studies 
in Geolinguistics 2: 102–121. doi: https://doi.org/10.5281/zenodo.7121553 
 This paper was presented at the 5th meeting of a ILCAA Joint Research Project “Exploration into the Mechanism of 
Language Change and Variation through the Dialogue between Theoretical Linguistics, Linguistic Typology, and 
Quantitative Linguistics (Online, March 8, 2022). I would like to thank Yoshiki Ogawa for giving me the chance to 
present my research. Thanks also go to Hituzi Syobo for giving me the digital data of the Linguistic Atlas of Asia. I am 
grateful to Mitsuaki Endo and Satoko Shirai for the original data in the Linguistic Atlas of Asia. This work was supported 
by KAKENHI 20H01269.  



 TOKIZAKI, H: Stress and word order in Asian languages  

103 

 

In section 2, I briefly review two linguistic atlases WALS and LAA. Section 3 illustrates 

Chapter 7 on tone and accent in LAA and discusses the stress-order correlation hypothesis. 

Section 4 investigates the stress system of each Asian language group and examine the 

correlation between word-stress location and word order. In section 5, I briefly explain why 

word-stress location correlates with word order based on the minimalist program of 

linguistic theory (Chomsky 1995, 2012). Section 6 concludes the discussion.  

 

2. Linguistic Atlases: WALS and LAA  

2.1. World Atlas of Linguistic Structure 
Publication of the World Atlas of Linguistic Structure (WALS) (Haspelmath et al. 

2005) made much impact on the study of linguistic typology. The maps in WALS 
provide an excellent overview of the features of the world’s languages. The 
accompanying CD-ROM, which contains data and interactive software, was also useful. 
In addition to this book, the online version of WALS was published in 2008 (Dryer and 
Haspelmath 2008), which greatly enhanced the usability of the maps and the data. 
Revised versions of WALS with minor corrections have been published periodically in 
2011, 2013, 2014 and 2020.  

2.2. Linguistic Atlas of Asia 
A recently published atlas, the Linguistic Atlas of Asia (Endo et al. 2021, henceforth 

LAA) focuses on the languages in Asia. LAA is a box set consisting of a book and four 
sheets of A1-size maps (double-sided and folded to A5 size), which provide detailed 
descriptions of linguistic features. The book contains eight chapters, the first five of 
which discuss the lexical items ‘sun,’ ‘rice plant,’ ‘milk,’ ‘wind,’ and ‘iron.’  The 
other three chapters discuss word order (Ch. 6), prosodic features (Ch. 7) and sentence 
structure (Ch. 8). Each chapter starts with an overview of the item in Asia written by 
the author shown in (1).  

 
 (1) Introduction (ENDO Mitsuaki) 
  Chapter 1: sun (FUKUSHIMA Chitsuko) 
  Chapter 2: rice plant (SUZUKI Hiroyuki) 
  Chapter 3: milk (EBIHARA Shiho) 
  Chapter 4: wind (SAITÔ Yoshio) 
  Chapter 5: iron (TAGUCHI Yoshihisa) 
  Chapter 6: numeric quantification (KURABE Keita) 
  Chapter 7: tone and accent (IWATA Ray) 
  Chapter 8: it rains (SHIRAI Satoko) 
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Each chapter also contains 15 articles written by leading researchers on each language 
or language group, as shown in (2) where the number following the name shows the 
chapter. 
 
 (2) i. Nivkh (SHIRAISHI Hidetoshi) 
  ii. Ainu (FUKAZAWA Mika) 
  iii. Japanese (KISHIE Shinsuke) 
  iv. Korean (FUKUI Rei) 
  v. Sinitic (UEYA Takashi [6], YAGI Kenji [7], SUZUKI Fumiki 4, 5, [8]) 
  vi. Hmong-Mien (TAGUCHI Yoshihisa) 
  vii. Kra-Dai (ENDO Mitsuaki) 
 viii. Tibeto-Burman (SHIRAI Satoko, KURABE Keita, IWASA Kazue, SUZUKI  
   Hiroyuki, EBIHARA Shiho) 
  ix. Austroasiatic (KONDO Mika 1, 4, 8, SHIMIZU Masaaki 2, 5, 7,   
   MINEGISHI Makoto 3, 6) 
  x. Austronesian (UTSUMI Atsuko) 
  xi. Tungusic (MATSUMOTO Ryo)  [with Uralic in Ch. 8] 
  xii. Uralic (MATSUMOTO Ryo)  [with Tungusic in Ch. 8] 
 xiii. Mongolic and Turkic (SAITÔ Yoshio) 
  xiv. South Asia (YOSHIOKA Noboru) 
  xv. Arabic (NAGATO Youichi) [Semitic instead of Arabic in Ch. 4 and 5] 

 
These articles contain a large number of linguistic maps in black and white.1 The eight 
color maps in the LAA box correspond to Chapters 1 to 8 in (1). LAA has fifty pages 
of bibliography, classified by language (group), which give detailed information on the 
literature cited in the chapters and the primary sources for the maps.  

This book is a great contribution to the study of geolinguistics in Asia. Although the 
range of topics discussed in LAA is not as wide as WALS, the number of data points 
in Asia described in LAA is far more than that in WALS. For example, Ainu is 
described as having a simple tone system as a language in WALS (feature 13) while it 
is reported to have three accent patterns according to dialects in LAA (pitch accent, 
quantitative accent and none, p. 239).  

Below, I will focus on Chapter 7 of LAA, on tone and accent. I will discuss whether 
the data and descriptions in LAA support the hypothesis in Tokizaki (2019), which 

                                         
1 Most of the articles in LAA are based on those in the Studies in Asian Geolinguistics I to VIII published electronically 
by ILCAA (https://publication.aa-ken.jp). These original papers include color versions of the maps in LAA.  
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claims that the stress location in words correlates with the word order of head and 
complement in the languages of the world.  

 

3. Stress and word order in Asia 

3.1. Correlation between word stress and word order 
I have been working on the hypothesis that prosody and word order correlate in the 

languages of the world. This is an extension of holistic typology by Bally (1944) and 
Donegan and Stampe (1983). Bally compared German and French, and Donegan and 
Stampe compared Munda and Mon-Khmer in Austroasiatic; they argue that the former 
has initial stress and head-final order while the latter has final stress and head-initial 
order. Applying this stress-order correlation to the world’s languages in general, 
Tokizaki (2011) and Tokizaki and Kuwana (2013) argue that languages with word-
initial stress tend to have head-final order such as OV while languages with 
(pen)ultimate stress tend to have head-initial order such as VO.  

Tokizaki (2019) investigates Altaic languages (Turkic, Mongolic and Tungusic), 
which seem to be counterexamples to the hypothesis: most of them have head-final 
order while a large number of them have been reported to have (pen)ultimate stress 
(Goedemans and van der Hulst (2005a, b), Schiering and van der Hulst (2010) and 
Goedemans, Heinz and van der Hulst (2014)). Tokizaki (2019) argues that Altaic 
languages in fact have word-initial stress and optional word-final pitch accent, the latter 
of which is sometimes mistaken for word stress/accent. It is argued that Altaic 
languages have double accent (initial stress and final pitch accent). The idea of word-
initial stress is supported by a number of facts: vowel reduction in non-initial syllables, 
vowel harmony with the initial syllable, alliteration, more variety of vowels in the 
word-initial position, and emphatic stress/lengthening, emphatic reduplication and 
gemination of the initial syllable. Thus, Altaic languages are not counterexamples to 
the generalization that languages with head-final order have word-initial stress.  

Tokizaki (2019) focuses on Altaic languages, and does not discuss other languages 
in Asia in detail. In the next section, I examine the data in Chapter 7 of LAA on tone 
and accent, and argue that the analysis in Tokizaki (2019) holds true in Asian languages 
in general.  

3.2. Tone and accent in Asia 
LAA discusses one phonological aspect of languages, tone and pitch accent, in 

Chapter 7. The overview is written by IWATA Ray, a leading researcher of Chinese 
geolinguistics (pp. 232–236). He proposes a division between an inner group and an 
outer group in order to describe the distribution of suprasegmental features in Asia. 
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Basically, the inner group is tonal while the outer group is accentual. The map is shown 
in Fig. 1 (Figure 7.1.1, p. 236). 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Fig. 1 Dichotomy of Prosodic Features in Asia (Iwata 2019: 236) 

 
One of the difficulties in the study of accent is the use of the terms. Iwata points out 

that “the phonetic substance of this term [accent (HT)] varies depending on the authors, 
probably reflecting the research tradition of each language area” (p. 232).  

Prosody including tone and accent shows a wide variation in Asian languages. It is 
understandable that each paper in this chapter describes the language (group) according 
to the tradition of the previous studies. If we look at the supplementary map of tone and 
accent in LAA, we recognize how different the prosody of languages in Asia is.  

The eight maps in LAA use different colors to show language groups, e.g. red for 
Sinitic and dark blue for Uralic. In Map 7, the shape of marks distinguishes prosodic 
properties such as stress/accent location and the number of phonological tones. 
However, interpreting what these marks are intended to show is not always 
straightforward. For example, accent on the penultimate syllable is expressed by a 
semicircle (upper half) in Austronesian and by an outlined circle in Uralic. The 
semicircle (upper half) mark used for penult in Austronesian is also used for a variety 
of simple accent-patterns of Keihan type in Japanese and for 2 to 4 tones in Korean. It 
would be more user-friendly if all the authors followed the same guideline for using 
shapes.  

Chapter 7 in LAA discusses tone and accent in a wide area of Asia where the 
languages shown in (2) are spoken. The accompanying map (Map 7) consists of the 
wide area map, the enlarged map and their legends, which are shown in Figures 2 to 5.  
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As can be seen in Figs. 2 to 5, the prosody of Asian languages is described in detail. 
A problem for a typology of prosody is that the prosodic patterns and their descriptions 
are quite different from language to language. For example, Ainu is described as having 
pitch accent, quantitative accent or none, while the description of Sinitic is about the 
number of phonological tones (1 to 6).  

In this paper, I focus on the location of word-stress/accent. However, the maps and 
legends in Figs. 2 to 5 show information on word-stress/accent only in some language 
groups such as Austronesian, Tungusic, Uralic, Mongolic, Turkic and Arabic. I will 
refer to other studies than LAA for more data and descriptions of the languages in LAA 
that lack descriptions about stress.  
 

4. Stress and word order in Asian languages 

In this section, I investigate the correlation between word-stress location and word 
order in each language (groups) shown in (2). 

4.1. Nivkh 
Nivkh is described as having initial stress and head-final order in WALS. In LAA, 

Shiraishi (pp. 237-238) shows the durational ratio of the word-initial vowel (stressed) 
and the second vowel (unstressed) in Amur and Sakhalin dialects (54% to 90 %) on the 
map. Thus, Nivkh data support the hypothesis that languages with initial stress have 
head-final order (Tokizaki 2011, 2019). 

4.2. Ainu 
Ainu has head-final word order. WALS and its source StressTyp2 (Goedemans et al. 

2014) make no mention about stress in Ainu. Fukazawa in LAA (pp. 239-240) reports 
that the majority of Hokkaido dialects have pitch accent on the first or the second 
syllable while Sakhalin dialects have quantitative accent on a long vowel. She points 
out that “a long vowel on the open first syllable in Sakhalin often corresponds to a high 
pitch on the open first syllable in Hokkaido” (e.g. miina (Sakhalin) vs. mína 
(Hokkaido)). Assuming that vowel length is generally related to stress, I claim that 
Ainu dialects have word-initial stress/accent rather than word-final stress/accent. Then, 
Ainu also supports the hypothesis that languages with initial stress have head-final 
order. 

4.3. Japanese 
Japanese is a typical head-final language. Its prosody is problematic for the idea that 

head-final languages have word-initial stress: it has been argued that (Tokyo) Japanese 
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has no stress but pitch accent on the antepenult mora. In Tokizaki (2022), I argue that 
a content word in Japanese has the stress on its first mora and an optional pitch-fall 
accent near its end. If this analysis in on the right track, Japanese also confirms the 
hypothesis that head-final languages have word-initial stress.  

4.4. Korean 
Korean is also problematic for the hypothesis that head-final languages have word-

initial stress. The nature of stress or accent in Korean has been controversial. Lee, H.-
B. (1989), Lee, H.-Y. (1990) and Song (2005) argue that Korean words have stress on 
the first or the second syllable depending on syllable weight, while de Jong (1994), Jun 
(1995, 2005) and Lim (2001) argue that Korean stress is not a word-level but a phrase-
level stress assigned to the initial syllable in a prosodic phrase. Fukui in LAA (pp. 246–
247) does not mention stress in Korean. In Tokizaki (2018), I argue that Korean has 
both word-level stress and phrase-level stress. I argue that word-level stress is projected 
to phrase-level stress, which is also in the initial position in the phrase. If this analysis 
is on the right track, Korean also confirms the hypothesis that head-final languages 
have word-initial stress. 

4.5. Sinitic 
Sinitic languages and dialects show interesting geographical distribution. Yagi in 

LAA (pp. 249–253) discusses the number of tones in Sinitic dialects but not stress and 
accent. Iwata (2017: 67) draws a map of the tone sandhi types in Chinese dialects, 
which indicates the location of accent (initial/final), as shown in Fig. 6.  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 6 The tone sandhi types in China (Map 1 in Iwata 2017: 67) 
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This map shows that the tone sandhi in China can be grouped into initial-accented 
tone sandhi (marked with a square) in the north-west and final-accented tone sandhi 
(marked with a circle) in the south-east. If we assume that the accented position is the 
location of stress, we predict that north-west dialects with initial-accent have head-final 
word order while south-east dialects with final-accent have head-initial order. This 
prediction is partially borne out by the data from Hashimoto (1978), which show that 
the northern dialects have some head-final orders (e.g. modifier-head) while the 
southern dialects have head-initial orders (head-modifier).  

4.6. Hmong-Mien 
Hmong-Mien languages have head-initial order (e.g. VO & preposition in Hmong 

Njua) and head-final order (e.g. genitive-noun) according to Dryer (2013a, b, c, d, e, f, 
g). In WALS, Maddieson (2013) reports that Mien and Hmong Njua have a complex 
tone system, while there is no information about stress in Goedemans and van der Hulst 
(2013a, b). Taguchi in LAA (pp. 254–255) discusses tonal types only. Ratliff (2017) 
points out that the sesquisyllables in Hmong-Mien, as an areal feature relating to Mon-
Khmer and Tibeto-Burman, appear in the word-initial syllable. A sesquisyllable makes 
an iambic foot with the second, full syllable. Then, the head-initial order in Hmong-
Mien also supports the idea that head-initial order matches word-final stress. Of course 
we need to explain why some Hmong-Mien languages also have head-final order in the 
genitive-noun and numeral-noun constructions. It is interesting that some Hmong-Mien 
languages also have head-initial order in NP (noun-adjective and noun-demonstrative) 
while Sinitic dialects typically have head-final NPs (adjective-noun and demonstrative-
noun). It seems that mixed word order in NPs in Hong-Mien shows a gradation from 
head-final order in the north to head-initial order in the south.  

4.7. Kra-Dai 
The prosody of Kra-Dai languages is described by Endo in LAA (pp. 256–259). He 

discusses the distribution of tonal patterns, but not stress in the languages. 
Peyasantiwong (1986) argues that Tai has stress on the word-final syllable. If we 
assume that Kra-Dai languages in general have word-final stress, we can explain the 
fact that the word orders in Kra-Dai are head-initial in most noun phrases as well as in 
verb phrases. It is also interesting to note that northern dialects (Dong (Southern), 
Zhuang (Northern), Gelao, Yay, Nung (in Vietnam) and Hlai (Baoding)) have numeral-
noun order while southern dialects (Lao and Thai) have noun-numeral order.  

4.8. Tibeto-Burman 
Tibeto-Burman prosody is described in LAA by Shirai et al. (pp. 260–266). Their 

description shows a wide variety of tone, accent and phonation in the languages, but 
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does not show much about stress location. Caplow (2016a) argues that Balti has stress 
on the second syllable of nouns and stress on the first syllable of verbs. Caplow (2016b) 
also argues, based on the data of Balti and Rebkong Amdo, that Proto-Tibetan had the 
same stress pattern. According to the data in Dryer (2013a, b, c, d, e, f, g) most Tibeto-
Burman languages have head-final order (OV, postpositional phrase and genitive-noun, 
suffixing) while many of them also have head-initial order (noun-adjective, noun-
demonstrative and noun-numeral).2 It might be the case that head-final orders in verb 
phrases and postpositional phrases relate to the stress on the first syllable in verbs while 
head-initial orders in noun phrases relate to the stress on the second syllable in nouns. 
Of course, this is a speculation, which needs to be proved with more research.  

It is also promising to investigate the position of neutral tone (or light tone) or 
sesquisyllable (minor syllable) in a word. Satoko Shirai (personal communication) 
points out the fact that central Tibetic languages tend to have neutral tone in the word-
final position as Mandarin Chinese does, while Burmese has developed sesquisyllables 
in the word-initial position due to language contact with the Mon language (cf. Matisoff 
1973).  

4.9. Austroasiatic 
Austroasiatic prosody is described by Shimizu in LAA (pp. 267–268), which 

discusses voiced/voiceless contrast in initial consonants, long/short contrast in vowels, 
register contrasts, restructuring of vowels and tonal contrasts, but not stress. He does 
not discuss Munda in this chapter on tone and accent. Donegan and Stampe (1983) is 
one of the pioneering works investigating the correlation between linguistic rhythm and 
word order (cf. Bally 1944 for German and French). They compare Munda and Mon-
Khmer and argue that Munda has head-final order and initial stress while Mon-Khmer 
has head-initial order and final stress (cf. Anderson 2015a, b for the idea that Munda 
has word-final stress and phrase-initial stress). As Dryer (2013a, b, c, d, e, f, g) shows, 
Munda languages have OV, postposition and noun-final order in NPs (genitive-noun, 
adjective-noun, demonstrative-noun and numeral-noun) while other genera in 
Austroasiatic have VO, preposition and noun-initial order in most NPs (noun-genitive, 
noun-adjective, noun-demonstrative3) except for numeral-noun.4 Then, Austroasiatic 
shows a clear contrast between head-final order & initial-stress and head-initial order 
& final-stress.  

                                         
2 Karenic languages in the south of the region have preposition rather than postposition.  
3 Nicobarese and Khasian have demonstrative-noun order. Mlabri (Minor) has genitive-noun order, and Nicobarese 
(Car) has adjective-noun order.  
4 The order of numeral and noun might be problematic because numerals must occur with classifiers in many languages 
(Dryer 2013g). We need to investigate the structure of noun phrases with classifiers in more detail. Chapter 6 in LAA 
on numeric quantification gives us much information about the word-order typology.  
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4.10. Austronesian 
The stress/accent of Austronesian is described in detail by Utsumi in LAA (pp. 269–

271). She discusses stress/accent in Proto-Austronesian, Formosan and Malayo-
Polynesian, Philippine and Indonesian, and concludes that “original Proto-
Austronesian stress pattern is retained resulting in the placement of either on the final 
or the penult syllable” (p. 270). According to Goedemans and van der Hulst (2013a, b) 
in WALS, Austronesian languages have the following stress locations (the numbers 
show the number of languages): initial 4, second 1, antepenult 4, penult 62, ultimate 7; 
left-edge 1, right-oriented 3, right-edge 29. This shows that most Austronesian 
languages have final stress rather than initial stress.  

The word order in most Austronesian languages is head-initial: VO, preposition, 
noun-genitive 112 (GN 40), noun-adjective and noun-demonstrative. Thus, 
Austronesian languages support the hypothesis that final-stress languages have head-
initial order. 

4.11. Tungusic  
Matsumoto in LAA (pp. 272–273) reports that “[t]he accent types of all Tungusic 

languages are classified as type B, in which accent is basically on the last syllable of 
the word.” One might think that this final-accent is a kind of final-stress. However, he 
also mentions that “[i]t is often mentioned that the first syllable is pronounced with a 
relatively strong aspiration and that the last syllable is accompanied with a musical 
intonation (pitch accent).” These observations match the idea of double accent (initial 
stress plus final pitch accent) in Altaic proposed by Tokizaki (2019). If we admit word-
initial stress in Tungusic (and Altaic in general), we predict that the languages have 
head-final word order. This prediction is borne out: word order in Tungusic (and Altaic) 
is consistently head-final: OV, postposition, strongly suffixing, genitive-noun, 
adjective-noun, demonstrative-noun and numeral-noun. Matsumoto claims that 
“[g]rammatical features such as vowel harmony, word-formation and inflection based 
on suffixing, should be considered together for classifying the accent type and the 
historical changes.” This claim seems to be based on the same idea as Tokizaki (2019), 
which argues that Altaic initial-stress correlates with vowel harmony and head-final 
orders including suffixing.  

4.12. Uralic  
Matsumoto in LAA (p. 274) observes that accent basically falls on the first syllable 

in Uralic. He classifies Uralic accent patterns into five types according to the location 
of accent: the first syllable (west area), the first or the second (if the first syllable 
contains i/u) syllable (Mordvin (Moksha), unbounded in WALS), the last syllable 
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(Udmurt, n.d. in WALS), penultimate (Hill Mari, combined in WALS) and any syllable 
(Meadow Mari, unbounded in WALS). Matsumoto also points out the language contact 
between Uralic and Turkic/Tungusic, which changed the prosody of Uralic languages.  

The word order of Uralic is head-final (OV, postposition, strongly suffixing, GN, 
AN, DN and NumN) except for VO in Finnish, Estonian, Hungarian, Saami (Northern), 
Mordvin (Erzya) and Komi-Zyrian (Dryer 2013a, b, c, d, e, f, g).5 Thus, if we assume 
that Uralic languages have (or originally had) initial stress, they support the hypothesis 
that languages with initial-stress have head-final order.  

4.13. Mongolic and Turkic  
Saitô in LAA (pp. 275–276) reports that “which syllable is phonetically prominent 

in Mongolic languages has been a matter of controversy.” Using vowel reduction and 
deletion as a criterion for an accent, he claims that the majority of the languages 
(Mongol, Oirad, and so on) have an accent on the initial syllable while some languages 
(Monguor, Dongxiang, Kangjia, Bao’an and Shira Yughur in the Gansu and Qinghai 
provinces) have an accent on the final syllable.  

As for Turkic accent, Saitô argues that higher pitch is normally associated with the 
last syllable in native words. He also points out that “[s]tress, although not well 
predictable, often falls on the first syllable, but can be placed on other syllables.” This 
is what I call “double accent” in Tokizaki (2019): Altaic languages have stress in the 
word-initial position and pitch accent in the word-final position.  

Then, we can generalize that Mongolic and Turkic as well as Tungusic typically have 
word-initial stress. Altaic languages (Mongolic and Turkic and Tungusic) share the 
property of initial stress and head-final order (OV, postposition, strongly suffixing and 
modifier-N), supporting the stress-order correlation hypothesis.  

4.14. South Asia  
Yoshioka in LAA (pp. 277–279) describes tone/accent in the languages in South Asia, 

which seems to correspond to Indic and Dravidian languages in WALS. He classifies 
the languages into seven types: 2-way pitch (H/not H), 3-way pitch (H/M/L), 3-way 
tone (Rise/Fall/Even), 5-way tone, stress, not identified well, and accent not written. 
However, he does not mention the stress location of stress languages in South Asia. 
Goedemans and van der Hulst (2013a, b) in WALS give us some information about 
stress location in Indic: initial (Bengali), ultimate (Kalami, Romani (North Russian), 
left-edge (Nepali), right-oriented (Bhojpuri, Maithili, Hindi), right-edge (Awadhi, 
Gujarati), combined (Sindhi). They also describe the stress location of two Dravidian 

                                         
5 Most VO languages in Uralic are located in the west.  
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language: initial (Koya), left-edge (Malayalam). We cannot draw any firm conclusions 
about the stress location in these languages.  

The data in Dryer (2013a, b, c, d, e, f, g) show that Indic languages are head-final 
(OV, postposition, strongly suffixing and modifier-N). We need more data about the 
stress location to confirm the stress-order correlation hypothesis.  

4.15. Arabic  
Nagato in LAA (pp. 280–281) observes that “[i]n Arabic, in general, stress falls on 

the penultimate syllable.” He also points out Maghreb type (with stress shift to the 
ultimate) and tone type (in Kenya and Uganda).  

Word order in Arabic is mostly head-initial: VO, preposition, noun-genitive, noun-
adjective (but demonstrative-noun and numeral-noun). Then, Arabic also supports the 
stress-order correlation hypothesis: languages with final (including penultimate) stress 
have head-initial order.  

4.16. Summary  
In this section, I have investigated the languages in Asia in order to confirm the 

stress-order correlation hypothesis. The summary of the discussion is shown in (3). 
 

 (3)  languages stress word order 
  i. Nivkh initial head-final 
  ii. Ainu initial head-final 
  iii. Japanese  initial (+final pitch accent) head-final 
  iv. Korean  initial or second head-final 
  v. Sinitic (north-west) initial head-final 
   Sinitic (south-east) final head-initial  
  vi. Hmong-Mien  final head-initial (final in NP) 
  vii. Kra-Dai  final? head-initial (final in Num) 
 viii. Tibeto-Burman initial in V, second in N head-final (initial in NP) 
  ix. Austroasiatic  final head-initial 
   AA (Munda) initial head-final  
  x. Austronesian final head-initial 
  xi. Tungusic  initial head-final 
  xii. Uralic  initial head-final 
 xiii. Mongolic & Turkic initial head-final 
  xiv. South Asia (Indic) initial/final head-final 
   SA (Dravidian) initial head-final 
  xv. Arabic  penultimate head-initial 
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The result of this survey show the stress-order correlation generally holds in Asian 
languages: languages with initial stress have head-final order while languages with 
final stress have head-initial order. Of course we need to investigate the nature of 
prosody in some language groups (3iii, iv, vii, viii, xiv). 
 

5. Why does stress location correlate with word order? 

Finally, let us consider why stress location correlates with word order. Tokizaki 
(2011 et seq.) argues that a language “chooses” either head-initial or head-final order 
according to its stress pattern. In the minimalist program of generative grammar, 
Chomsky (1995, 2012 et seq.) assumes that linear order of constituents is determined 
at the interface between syntax and phonology. For example, syntax makes a structure 
(a set) without linear order by merging a head X and its complement YP (a phrase 
headed by Y, e.g. object, modifier) as in (4). 

 
(4) {X YP} 
 

This structure is linearized either head-initial (5a) or (5b). 
 

(5) a. [X YP] 
 b. [YP X] 

 
In (5), the complement YP receives the main stress in the constituent because YP 
consists of a head Y and its complement: Cinque (1993) claims that stress falls on the 
most deeply embedded element in a structure, which is in YP. I assume that the word 
stress pattern is projected onto the phrasal stress pattern in a language: languages with 
word-initial stress have phrase-initial stress while languages with word-final stress 
have phrase-final stress. Then, the phrase-final stress in (5a) is chosen by languages 
with word-final stress (6a) while the phrase-initial stress in (5b) is chosen by languages 
with word-initial stress (6b).  
 

(6) a. [Word σ (..) σ] 
 b. [Word σ (..) σ] 

 
Thus, languages with word-final stress (6a) have head-initial order with phrase-final 
stress (5a) while languages with word-initial stress (6b) have head-final order with 
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phrase-initial stress (5b). I argue that this is why word-stress correlates with word order 
in languages of the world. For the detail of this idea, see Tokizaki (2011 et seq.) and 
Tokizaki and Okazaki (2022).  
 

6. Conclusion 

In this paper, I have investigated the correlation between word-stress location and 
word order in Asian languages referring to the Linguistic Atlas of Asia (LAA). In 
section 2, I briefly reviewed WALS and LAA. In section 3, I illustrated Chapter 7 on 
tone and accent in Asia in LAA. In Section 4, I discussed the stress location and word 
order in each language group in Asia based on the descriptions in LAA and other data 
in literature including WALS. In Section 5, I explained the reason why word-stress 
location is correlated with word order.  

This paper is an attempt to prove the hypothesis that languages with initial stress 
have head-final order (e.g. OV) while languages with final stress have head-initial order 
(e.g. VO). We have seen that the hypothesis is supported by most language groups in 
Asia. Of course we need to examine the prosodic system of each language (group), 
which has not been investigated well. I hope that this study will make a contribution to 
the study of geolinguistics and linguistic theory.  
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Abstract: This brief report provides an overview of geographic distribution of words 
denoting ‘pig’ in Bantu languages. While reflexes of the Proto-Bantu reconstructed form 
*-gʊ̀dʊ̀bè are widely spread in Eastern Bantu zones, forms traced back to the (shortened) 
PB form *-gʊ̀dʊ́ are dominantly distributed in Western Bantu zones. This article also 
provides information on several forms that are only locally observed especially in North 
Eastern languages.  
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1. Introduction 

The present paper aims to present a brief overview of geographical distribution of 
words denoting ‘pig’ in present Bantu languages. The data are mostly based on the two 
online lexical databases, namely the ‘Bantu Lexical Reconstructions 3’ (Bastin et al. 
2002) and the ‘Tanzanian Language survey’, which is a digital compilation of 
vocabulary lists of Eastern Bantu languages originally collected by Derek Nurse and 
Gérard Philippson in the early 70’s (Nurse and Philippson 1975).  
 

2. General distribution of the reconstructed forms 

In the list of Proto-Bantu lexicon by Meeussen (1969), a lexical form for ‘pig’ is 
reconstructed as *-gʊ̀dʊ̀bè [BLR-MAIN-1494] (as registered in Bastin et al. (2002)), 
which has two shortened variants with a slight difference of vowel height, namely *-
gʊ̀dʊ́ [BLR-MAIN-1493] and *-gùdú [BLR-MAIN-1536]. 

 

                                                        
SHINAGAWA, Daisuke and Junko KOMORI. 2022. ‘Pig’ in Bantu. Studies in Geolinguistics 2: 122–125. doi: 
https://doi.org/10.5281/zenodo.7121583 
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As a general distributional tendency, these two types show the ‘East vs. West’ 
distribution pattern. The longer form *-gʊ̀dʊ̀bè and its descentant forms are widely 
sperad in the Eastern Bantu area including zones D, E, F, G, J, L, M, N, P, R, and S (for 
the Bantu zones, see Guthrie 1967–71; Maho 2009; Hammarström 2019), e.g., in Holoholo 
[D28b] ŋoloβɛ, Bungu [JD53] inguluwe, Embu [E52] ngʊrwe, Bende [F12] ngulubhe, 
Luguru [G35] nguluwe, Luba [L31a] ŋulube, Ila [M63] tʃuluβe, Ngindo [P14] ligolobe, 
Ngandjera [R24] siŋguruβe, Sethoto [S33] k’olobɛ.  

On the other hand, the shortened forms are exclusively distributed in the Western 
zones including zones A, B, C, H, K, L, and R, e.g., in Bulu-Bene [A74] ŋgoe, Nzadi 
[B865] ŋgûl, Lingala [C30B] ngúlu, Congo-Yoombi [H16c] yingulu, Luwena-Lubale 
[K14] ŋgulu, Pende [L11] ŋgulu, Khumbi [R14] ociŋgulu. 

This ‘East vs. West’ distribution is quite suggestive about the process of historical 
development considering the distribution pattern attested e.g., in the case of ‘chicken’ 
(Shinagawa and Komori 2022b), which is divided into ‘North-West vs. the rest’, as it 
may suggest these pattersns reflect different stages in the process of ‘Bantu expansion’ 
(for a current discussion of the migration route, see de Filippo et al. 2012, Grollemund 
et al. 2015, among others).  

 

3. Local variation 

A closer look at the Eastern belt reveals more variation. For example, a number of 
forms descended from *-gʊ̀dʊ̀bè take another shortened form that drops the syllable in 
the middle. The forms, which we tetntatively label as <gubi>, are rather limitedly 
distributed in zones E, G, and P such as in Kilimanjaro Bantu (Chaga) languages [E60] 
nguwe, in Hehe [G62] ingubi, and in Matumbi [P13] ngɔbe. 

There are also many different forms which are only shared in a very closely related 
group of languages, which might be seen as a local lexical innovation. An interesting 
distribution is observed around the Lake Victoria, where there are at least three clusters 
of languages that share a common form denoting ‘pig’. In the northern area, <mbizi> 
and its related forms are observed, e.g., in Lusoga [JE16] embidhi, Gwere [JE17] mbizi, 
Masaaba [JE31] imbiizi etc. In the eastern shore of the lake, <beche> is the common 
form, e.g., Saamia [JE34] embeche, Suba [JE403] embichi, and Kuria [JE43] embeshe. 
Finally in the western part of the lake, <punu> and the related forms are shared among 
Nyoro-Ganda group [JE10] in Uganda as well as in Haya-Jita group [JE20] in Tanzania. 
Like in the case of ‘rat’ (cf. Shinagawa and Komori 2022a), we can also find out a 
lexical unity among the languages spoken in the corridor between Lake Tanganyika 
and Lake Rukwa [M10–20], where <kapoli> and the related forms are commonly used. 
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Fig. 1 Geographical distribution of the word ‘pig’ 

 

 Forms traced back to reconstructed PB forms  Other common forms 

 *-gʊ̀dʊ̀bè; *-gʊ̀dʊ̀bɪ̀  <punu> 

 *-gʊ̀dʊ̀bè; *-gʊ̀dʊ̀bɪ̀ <gubi>  <kapoli> 

 *-gʊ̀dʊ̀  <beche> 

   <mbizi> 

   <goy> 
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Abstract: The author is involved in the making of the Linguistic Atlas of Asia and Africa 
concerning the system of ‘sibling’ terms. In the process, it has been noticed that general 
terms for ‘sibling’ often reflect the system which might be alive or outdated (obsolete). In 
this paper, general terms for ‘sibling’ in Japanese dialects and Ryukyuan dialects are 
examined and made into linguistic maps using ArcGIS Online. The changes shown in the 
maps are interpreted referring to the variation of systems. A map of a different lexical item 
‘the day before yesterday’ which has forms similar to general terms for ‘sibling’ is 
compared to prove the existence of homonymic collision. 

 
 
キーワード：キョウダイ名；総称；言語地図；同音衝突 
Keywords: Sibling terms; General terms; Linguistic maps; Homonymic collision 

1. はじめに 

『地理言語学研究』1 に「日本語における「キョウダイ名」」と題する小論

を投稿した（福嶋 2021）。東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の

共同利用・共同研究課題「アジア・アフリカ地理言語学研究」における『アジ

ア・アフリカ言語地図』作成のプロジェクトで「キョウダイ名」の体系をとり

あげることが決まり、筆者がそのコーディネーターを引き受けたため、その準

備のつもりであった。体系を考えるにあたっては、以下の三つの観点から整理

できる（①本人から見た年齢差：年上~年下、②相手の性別：男性~女性、③本

人から見た性差：同性~異性）（松本 2006、Murdock 1968）。日本語のキョウ

ダイ名の地図化を行っているときに、体系図ではなく、「兄弟姉妹」を表す総

称が、キョウダイ名の体系を示しているケースがままあることに気づいた。漢

                                                        
福嶋秩子 (2022)「日本語における「兄弟姉妹」を表す総称の分布」『地理言語学研究』2: 126–132. doi: 
https://doi.org/10.5281/zenodo.7121605  
 本研究は、JSPS科研費 JP 19K00555 の助成をうけたものです。また、東京外国語大学アジア・アフリ

カ言語文化研究所の共同利用・共同研究課題「アジア・アフリカ地理言語学研究」の成果の一部です。 
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語の「兄弟」自体が、「兄」＋「弟」という構造をもっている。したがって、

総称に注目することで、隠れた体系が見えてくる。ただし、当代においては、

すでに元の語源意識はなくなっていて、過去の体系の痕跡にすぎないこともあ

るので、注意が必要である。 

2. 日本語方言資料における「兄弟姉妹」を表す総称 

図 1 は平山輝男他編『現代日本語方言大辞典』の「きょうだい」のデータを

地図化1したものである。漢語のキョウダイとその変種が本土方言域のみなら

ず琉球方言域にもある。これは借用語であり、「兄弟」という語源意識は必ず

しもない。一方、西日本に分布するオトドイは、古代日本語にあったとされる

「本人から見た年齢差」が問題とされる体系（日本国語大辞典）を背景とする

造語で、妹・弟を示すオト（ト）と兄・姉を示すエとの複合語（オトト＋エ）

に由来する。語源意識はなくなっているかもしれないが、古代語の痕跡と考え

れば興味深い2。八丈方言のオトーネは、「オトは年下のきょうだい、アネは年

上のきょうだいの意。両者をあわせてきょうだいの意になる」と記述されてい

るので、これも同じく古代語の痕跡といえよう。なお、琉球方言は、「本人か

ら見た性差」が問題となる体系で、異性のきょうだいについての名称をもって

いる。古典沖縄語では、男性から見た女きょうだいはヲナリ、女性から見た男

きょうだいはウェケレとなる。図 1 では宮古方言に bikii、bunai があるが、こ

れはウェケレの変種で男きょうだいを意味しているはずである。厳密にいうと

総称ではないが、「きょうだい」の項目で回答されている。図１では重なって

みえにくくなっているが、宮古平良方言にウトゥザ、多良間方言にウトゥダラ

がある。これは別の方言でウトゥジャとなる語の変種で、本来（性別にこだわ

らず）年下のきょうだいを表す名称であるが、方言によっては「兄弟姉妹」を

表す総称として使われているようだ。 

3. 琉球語方言資料における「兄弟姉妹」を表す総称 

 キョウダイ名を表す体系の言語地図を描くために『図説琉球語辞典』を使っ

たが、「兄弟姉妹」を表す総称の項目は含まれていなかった。そのため、琉球

語の様々な方言辞典や方言調査資料3を参照して総称をぬきだし、地図化した

（図２参照）。キョウダイとその変種が全域にあるが、「本人から見た年齢差」

が背景にある妹・弟を示すウトゥトゥあるいはウットゥと兄・姉を示すセダと

の複合語、男性から見た女きょうだいヲナリと女性から見た男きょうだいウェ

ケレとの複合語が、与論、首里および八重山にある。一方、（性別にこだわ 

                                                        
1 本論における言語地図はいずれもArcGIS Onlineにより描画した。 
2 なお、オトドイの分布の不思議については4.でとりあげる。 
3 図２作成のために参照した資料名は文末にあげる。 
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図1：日本語における「兄弟姉妹」を表す総称（『現代日本語方言大辞典』により地図化） 

図２：琉球語における「兄弟姉妹」を表す総称（多種方言辞書・方言調査資料により地図化） 
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らず）年下のきょうだいを表す名称ウトゥザとその変種（複数形か）が奄美か

ら沖縄、宮古、八重山に広く分布する。後者のウトゥザの類が意外に古いので

はないかと思う。セダウットゥやヲナリウェケレの類は一時的に用いられる語

で、結合度はあまり高くないのかもしれないが、「本人から見た年齢差」や「本

人から見た性差」を組み込んだ体系の存在はうかがえる。 

4. オトドイの分布 

図 1 でとりあげたオトドイは、ジャパンナレッジ『日本国語大辞典』で調べ

ると、西日本にさらに広く分布することがわかったので、地図化した（図３参

照）。近畿地方から中国・四国地方にかけてのかなり広い地域にある。このオ

トドイには、清音のオトトイという形式もあり、こちらは主に近畿地方の周辺

に分布しているように見える。兵庫県にあるオトニーは、兄をあらわすニーを

使っているので、新しい語だろう。 
 

図３：「兄弟姉妹」を表す総称オトドイの分布（ジャパンナレッジ『日本国語大辞典』） 
  
 古い語とも考えられるオトドイ・オトトイが西日本だけに分布するのはやや

不思議である。その理由を考えるために、類似の語形をもつ「一昨日」の方言
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分布と比較する（佐藤 2002：33）（図４参照）。中央にオトツイ、周辺にオト

トイ（東北地方を中心にオトトイナ）が分布し、ABA 分布であるので、「一

昨日」については、オトトイ＞オトツイという変化が起きたと考えられる。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４：「一昨日」を表すオトトイの分布  出典：佐藤 (2002: 33) 
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二つの地図の類似語形の分布の対応関係は表１のようになる。 
 

表１：オトドイ・オトトイをめぐる分布の比較 
 琉球 九州 中国・四国 近畿 東日本 
一昨日 オトトイ オトトイ 

オトツイ 

(オトトイ) 
オトツイ 

(オトトイ) 
オトツイ 

オトトイ 

オトトイナ 

兄弟姉妹   オトドイ オトトイ 

オトツイ 

 

 
「一昨日」でオトトイが優勢な地域には、「兄弟姉妹」のオトドイ・オトト

イが分布していないことが見て取れる。「兄弟姉妹」のオトドイ・オトトイは、

「一昨日」のオトトイに比べて新しく、伝播にあたって同音衝突が起きた結果、

それ以上広がらず、すみ分けることになったと考えられる。「兄弟姉妹」の総

称としては、オトトイが古く、異化としてオトドイが生まれ、中国・四国地方

に広がったのではないだろうか。 

5. まとめ 

東京外国語大学アジア・アフリカ研究所の共同利用・共同研究課題「アジア・

アフリカ地理言語学研究」の研究会で、アジア・アフリカの言語・言語群にお

ける「キョウダイ名」の体系について地図化を進めている。「キョウダイ名」

の体系に属する各語や総称の分布図は興味深いが、言語・言語群を越えての比

較はしにくくなる。小論では、日本語における「キョウダイ名」の総称につい

て地図化を試み、体系との関係性を探った。また、類似語形がある言語地図と

比較し、分布の要因について考察した。 

参考：図２を作成するために使用した琉球語方言辞書・方言調査資料 

内間直仁・野原三義編著（2006）『沖縄語辞典 那覇方言を中心に』研究社 
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論文 

中国語方言における「兄」「弟」「姉」「妹」を表す語の分類と分布 
 

八木堅二 
国士舘大学 

 
Classifications and Distributions of Sibling Terms in Chinese Dialects 

 
YAGI, Kenji 

Kokushikan University 
 
 

Abstract: The purpose of this paper is to classify and draw maps of distributions of words 
representing “elder brother”, “younger brother”, “elder sister”, “younger sister”, “brothers”, 
“sisters”, and “brothers and sisters” in Chinese dialects. Chinese dialects basically possess 
a system that divides all of “elder brother”, “younger brother”, “elder sister”, and “younger 
sister, but when looked the dialects as a whole, there are word forms or phenomena that 
indicate commonality between each sibling term. According to Matsumoto’s (2006) 
classification, all sibling term systems of Chinese dialects are identical, but in the future, 
it is necessary to consider the formation of distributions and relationships with surrounding 
languages, while paying attention to such commonalities. 

 
 
キーワード：中国語方言；兄弟姉妹を表す語；アジア・アフリカ地理言語学 
Keywords: Chinese dialects; Sibling terms; Studies in Asian and African Geolinguistics 
 
 

1. はじめに 

松本（2006）において全世界 1479 言語を対象とした sibling term のタイプ分

けと大まかな分布状況が示されたが、2022 年のアジア・アフリカ地理言語学

研究（遠藤光暁教授主催）の例会において、アジア・アフリカにおける sibling 
term 体系のさらなる詳細な分布状況が各言語担当者から示された。 
ユーラシア大陸において「兄」「弟」「姉」「妹」の四種を分ける体系（松

本(2006)の D 型）は特に東アジアにおける分布の集中が顕著に見られ、なかで

                                                        
八木堅二 (2022)「中国語方言における「兄」「弟」「姉」「妹」を表す語の分類と分布」『地理言語学研究』
2: 133–152. doi: https://doi.org/10.5281/zenodo.7121644  
 本研究の一部はJSPS科研費JP20K13032の助成を得て行った。 
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もほぼ全ての方言で四種を区別する体系を保持する中国語諸方言はその分布

の中核をなしていると言えよう。 
これらの分布の形成過程や通言語的な関連性についてはこれからさらなる

検討が加えられることになるが、それに先立ち中国語方言の詳細な分布状況を

示しておくことは他言語の研究者にとっても有益と考え、中国語諸方言におけ

る「兄」「弟」「姉」「妹」「兄弟」「姉妹」および「兄弟姉妹」を表す語の

分類と分布状況について概括しておきたい。 
 

2. 「兄」 

2.1. 「兄」を表す語の分類1 

A1 兄/xiong/：[ɕiaŋ21], [fie44], [fæ55], [hin33], etc. 
A2 兄兄/xiong xiong/：[hiã11hiã35] 
A3 阿兄/a xiong/：[a11(h-)iã54], [a13ia533], [a11(h-)iɛ533] 
A4 老兄/lao xiong/：[lau41 ɕioŋ33], [lau24çiaŋ33] 
A5 兄佬/xiong lao/・兄郎/xiong lang/：[ɕiã33lә41], [ɕiɔ̃24lɔ44], [ɕiәñ52lɔ̃0] 
A6 兄哥/xiong ge/：[hiã33kɤ55], [hiã33ko55] 
A0 兄（その他）：兄长[ɕyәŋtʂaŋ], 尼兄[ni11hia24] 
B1 哥/ge/：[kә53], [ko55], [ke34], [kɔ443], [kou51] 
B2 哥哥/ge ge/：[kә44kә4], [kou44kou44], [ko22ko55], [kuә31kuә0] 
B3 阿哥/a ge/,依哥,阿哥儿：[a0kɔ443], [a11ko11], [aʔ5ko33], [ʔɐʔ3ku51] 
B4 哥子/ge zi/,哥仔,哥崽,哥嘚：[ko55tsɿ0], [ko13tsɿ33], [kuo33tsai33] 
B5 哥儿/ger/：[kɔn11], [ko55ɚ55] 
B6 哥郎/ge lang/：[ko33lan0], [kuo11lɔŋ0] 
B7 哥老倌/ge lao guan/：[ko55nau42kuan55], [ko55lau42kuan55] 
B8 老哥/lao ge/：[lau54ko45] 
C1 大/da/：[ta21] 
C2 大大/da da/：[da34da44], [ta35ta35], [da22da24] 
C3 阿大/a da/：[a44dәu34] 
C4 大佬/da lao/・大郎/da lang/：[tho11lau11], [tai22lu35] 
C5 老大/lao da/：[lɑʌ23tha53], [lei55da24] 
C6 大哥/da ge/：[tɑ423kʊ55], [thai21kɔ13] 
D1 pa：[pa24] 

                                                        
1 これらのデータは既刊の方言報告類から収集したもので、分類は主に漢字語形に基く。以下アルファベッ

トで大分類を示し、数字は下位分類を示す。次に代表的な漢字語形を示し、//内に標準語の音声（ピンイン）

を例示する。最後に[]内に実際の音声形式（音声記号は基本的にはIPAだが一部中国方言学慣用のものが含

まれる。数字は5度制調値で、0は軽声を示す）の例を挙げる。なお本稿では漢字語形に基き議論を進め音声

記号はあくまで参考として付し、音声記号を一部ないし全て省略する場合がある。 
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D2 老伯/lao bo/, 老伯哩：[lɔpa], [laupak], [laupɑ,lɔupɐuʔlɛi] 
D3 阿伯/a bo/：[a33pɛk5], [ua213pɛk5] 
D0 p-（その他）：[phiau44pa41tsɿ0] 
0  その他：爱[ei51], 拐子[kuai52tsɿ0], [mai42liaŋ35], [tsa21tsa33], 阿吾, 阿卧, 

相汉 

2.2. 「兄」を表す語の分布 

 

 
図1a：「兄」を表す語の分布（全国） 
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図1b：「兄」を表す語の分布（南方拡大） 

 
まず「兄」を表す語の語形を主に四種：A「兄」を有するもの（兄タイプ）、

Ｂ「哥」を有するもの（哥タイプ）、C「大」を有するもの（大タイプ）、D「p
から始まる音節」を有するもの（Ｐタイプ）に分類する。さらにそれぞれのタ

イプの中で語構成などを勘案して下位分類を行った。 
「兄」を表す語のタイプは比較的明瞭な分布傾向を示しており、大局的には

B「哥」が全国的に分布し、その他のタイプが主に南方に分布する形になって

いる。Ａ・Ｃ・Ｄタイプは南方において周圏的な分布を見せており、Ｄ（Ｐタ

イプ）が主に江西南部の客家語を中心にまとまって分布し、Ａ（兄タイプ）が

主に江西・湖南と福建に分布しＤの分布を北西方面と南東方面から取り囲んで

いる。さらにＣ（大）タイプが広東周辺と長江下流域に遠隔的に分布し、四川

や安徽その他の北方地域にも散発的に分布が見られる。 
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図2a：「兄」を表す語の修飾成分の分布（全国） 

 
図2b：「兄」を表す語の修飾成分の分布（南方拡大） 
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次に「兄」の語形の修飾成分に着目してみたい（図 2：分類は図１と同じだ

が、修飾成分を基に並べ替え記号を変更した）。 
「兄」の語形を語構成を基準に分類すると、単音節のもの、重ね型のもの、

前置成分として「老」を有するもの、後置成分として「老」を有するもの、接

頭辞の「阿」を有するもの、接尾辞（子や儿など）を有するもの、およびその

他と分類される。 
 このうち接頭辞の「阿」を有する語形は南部の沿岸部を中心に、広く分布

し、内陸部や一部北方地域でも分散的な分布が見られる。「老」は語の前部に

出現する場合と後部に出現する場合がある。本論では語構造に関する判断を避

けてそれぞれ前置成分・後置成分と呼ぶことにする。「老」が前置成分となる

語形は江西・湖南を中心にまとまった分布を示し、後置成分となる語形は広東

を中心に多く分布し、その他江西東北部から長江下流域の地域と、四川などに

も分布し、前置成分となる語形の分布を取り囲んでいる。 
修飾成分と語幹の分布状況を比べると、それぞれにおいてタイプの異なる地

域的連続性が看取される点が興味深い。 
 

3. 「弟」 

3.1. 「弟」を表す語の分類 

A1 弟/di/：[di31], [dai213], [thai11], [ti52], [tuæ3], [tie41] 
A2 弟弟/di di/：[ti24ti0], [ti42ti0], [thi55thi22] 
A3 弟子(仔)/di zi/：[di6tsɿ], [thi1tsɿ], [thai53ʨie0] 
A4 弟儿/dir/：弟儿[ti213ɚ21], 弟儿弟儿[dIŋ21dIŋ33], [deɲ23deɲ44] 
A5 弟娃/di wa/・弟娃儿/di war/：[ti35ua21], [ti13uɚ21] 
A0 弟（その他）：幺弟 
B1 兄/xiong/・兄兄/xiong xiong/・兄儿/xiongr/：[ɕior31] 
B2 兄 弟 /xiong di/ ： [ɕyŋ33ti0], [ɕiʌŋ1thi], [huai43ti21], [ɕyŋ214-31 li0], 
[haŋ13thɔi21] 
B3 弟哥/di ge/：[die22ko45] 
C1 老老(佬佬)/lao lao/：[lɔ44lɔ44], [lә55lә0] 
C2 細老(佬)/xi lao/・小老/xiao lao/：[sɐi33lou35], [ɬai33lou55], [sɐi33lɔ35] 
C3 弟老(佬)/di lao/・弟郎/di lang/：[thi lɔ], [thi33laŋ0], [thi33lan0] 
C4 弟老倌/lao di guan/：[thi12lɤ3kuɒ̃43] 
C5 老弟/lao di/：[lau213thi0], [lɔ44thi24], [lu33thie33], [lau352li31] 
C6 佬細/lao xi/：[lɔ22siә433] 
D1 阿弟/a di/：[a13(t-)li11], [aʔ5di13], [a0tie223] 
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D2 小弟/xiao di/・細弟/xi di/：[siɤ55ti33], [sio55ti33] 
D3 舍弟/she di/：舍弟[sA42thi213] 
D4 毛弟/mao di/：毛弟,毛弟儿[mau21tir213] 
E1  kua・ kuai：瓜弟[kua55ti13], 弟乖[kua55ti13] 
0  その他：[mo33mo33], [miemie], 吊汉, 阿宝, 溺浊公本文 

3.2. 「弟」を表す語の分布 

図3a：「弟」を表す語の分布（全国） 
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図3b：「弟」を表す語の分布（南方拡大） 

 
弟の語形は基本的に「弟」を含んでいるが、「兄」と「老」のみで構成され

る語形もある。本論の分類では「弟」単独で構成される語および後置成分を含

むものを A、「弟」に前置成分を含むものを D、語中に「兄」を含むものを B、
語中に「老」を含むものを C とする。 
 B「兄」を語中に含むタイプのうち、B2「兄弟」となるタイプが北方を中

心に広く分布している。B1 は「兄」や「兄兄」のように語幹が「兄」で、「弟」

を含まない形式となっている。B1 はまとまった分布を見せないが、山東・江

蘇・河南から長江流域にかけて北方方言南部の境界付近に分布する傾向が見ら

れる。これらの地域で「兄」を示す語として用いられるのは「哥」である点に

も留意しておく必要がある。「兄弟」を示す語に関する分布との関連について

は後述する。 
 （B2 兄弟タイプ以外の）「弟」に前置成分を含む語形は主に長江以南に分

布している。「老」を有する語形の分布領域は、「兄」の地図における分布状

況と類似しているが、わずかに「兄」における「老」よりも分布が多い。また

湖南を中心に C1「老老」のような「老」のみで構成される語形がいくつか見

られる。 
常宁：佬佬[lɔ44lɔ44] (吴启主 1998:149) 
沅陵：[lә55lә0] (杨蔚 1999:138)  
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このような語形は「兄」の地図には見られない。広東・広西、江西東北部など

では「老」が後置成分となるものが多く、江西・湖南などでは「老」が前置成

分となるものが多く見られる。 
 

4. 「姉」 

4.1. 「姉」を表す語の分類 
A1 姊/zi/：[tsәi33], [tsi33], [ʨi54] 
A2 姊姊/zi zi/：[tsa33tsa35], [tse55tse53], [tsiʔ5tsiʔ3], [ʨi33ʨiɛ0] 
A3 姊子(仔)/zi zi/：[tsi33tsiɛ21], [tsi51a0] 
A4 姊儿/zir/：[ʨii], [ʨiieŋ] 
A5 阿姊/a zi/：[aʔ21tsi453], [a55tsi33], [aʔ5ʨi44], [a33ti55], 阿姊仔 
A6 大姊/da zi/：[thai21tsi33], 
A7 老姊/lao zi/：[lɑu tsu] 
A8 姊佬/zi lao/：[ʨi lɔ] 
A9 姊哥/zi ge/：[ʧi34ɔ443] 
A0 姊others：姊阿,尼姊,□姊,[len55ʨi42] 
B1 姐/jie/：[ʨie214], [ʨia35], [ʨiɛ13], [tse53], [tsiɛ53], [ti54] 
B2 姐姐/jie jie/：[ʨiɛ55ʨiɛ0], [ʨi22ʨi33], [ʨia31ʨia31], [tsie324-24tsie0] 
B3 姐子/jie zi/：[tsia352tɛ0], [ʨia41ti0], [tsi33tsai33] 
B4 姐儿/jier/：[ʨier53] 
B5 阿姐/a jie/：依姐, [aʔ5ʨi43], [ai44tsi35] 
B6 大姐/da jie/：[tɑ213ʨi44], [tæ31ti42] 
B7 家姐/jia jie/：[ka55tsɛ55], [ka55tsiɛ55], [ka55tsø55] 
C1 大/da/：[da51], [tai35] 
C2 大大/da da/：[ta44ta44], [tai44tai44], [tәʔ3tɒ0] 
C3 阿大/a da/：[a33thai33], [a33thɐi] 
D1 家/jia/：[ka55] 
D2 阿家/a jia/：[a33ka55], [a33ka33] 
D3 姹老倌/cha lao guan/：[tsa55lɤ32kuɒ̃54] 
D4 霞～/xia～/：[xa24ʨi42] 
E1 阿保/a bao/：[a33pau24] 
E2 阿咍/a hai/：[aʔ2hai54] 
E3 阿姹/a cha/：[a3tsa33] 
F1 娘娘/niang niang/：[liaŋliaŋ] 
0  その他：亚甫,[ʨi53ia21], 姑妈[ku1ma1], [ɐi35] 

4.2. 「姉」を表す語の分布 
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図4a：「姉」を表す語の分布（全国） 

 

図4b：「姉」を表す語の分布（南方拡大） 
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姉を表す語の分類は漢字語形に着目し「姊」を語幹として有するものをA、

「姐」を語幹として有するものをB、「大」を語幹として有するものをCとし、

その他の形式については主に音声的・形態的な特徴を勘案してD・E・Fおよび

その他として分類した。なお「姊」と「姐」の音形は方言によっては非常に近

くその関係については今後音声表記を基に再検討する必要があるが、本稿では

全て出典元の漢字表記に従って分類を行った。 
 A「姊」を有する語形は南方の特に東南部の淅江・福建・広東を中心に分布

が広がっている。B「姐」を有する語形は、全国的に分布が広がる。北方方言

ではB1の姐単音節型やB2の姐姐のように重ね型となる形式が主となる。長江

中流域を中心にB3姐子・B4姐儿のような接尾辞を有する形式が見られるほか、

B5阿姐やB6大姐・B7家姐のような前置成分を有する形式は南方に多く分布が

見られる。C大を語幹として持つ形式は広東・広西や淅江などに分散的に分布

が見られる。A6大姊やB6大姐のような前置成分として大を有する形式南方を

中心に分布が見られ、分散的ではあるが分布自体はCよりも広範囲に見られる。

なお、「佬（老・郎）」を語中に有する形式は、A7老姊、A8姊佬、D3姹老倌

などがあるが、分布は少数にとどまる。 
 

5. 「妹」 

5.1. 「妹」を表す語の分類 
A1 妹/mei/：[mai31], [mei53], [mi21], [moi21], [muẽ], [mɛn33] 
A2 妹妹/mei mei/：[mei42mei0], [me55me53], [mi24mi3], [muẽ11muẽ35] 
A3 妹子/mei zi/：[me53tsɿ0], [mei24tsɿ0], [min31tsɿ1], [mi31tɛ0] 
A4 妹儿[meir/：[mәr213], [mior55] 
A5 妹娃儿/mei war/：[mei213uar21] 
A6 妹姆/mei mu/：[me33m55] 
A0 妹～（その他）：[mæ sœ], [muɛi24ku21] 
B1 細妹/xi mei/：[sɐi33mui35], [siә52mui21], [ɬɐi33mɔi24] 
B2 阿妹/a mei/：[aʔ21muai42], [ap21mue11], [aʔ2mui52] ,[a0muai335], 阿妹唧, 

阿妹儿, 依妹 
B3 小妹/xiao mei/：[sә443mә21], [ɕiә55bә21] 
B4 女妹/nü mei/：[ny33mɛ0] 
B5 囡妹/nan mei/：[nɑ22mue212], [nɔ21me212] 
B0 ～妹（その他）：辣妹, 尼妹, [iou21mәŋ33], 耶妹, 奶妹儿 
C1 姊妹/zi mei/：[tsɿ42mei0], [tsɿ41 mei213], [tʂʅ212mEi53] 
C2 姐妹/jie mei/：[tsi33 mE33] 
D1 老妹/lao mei/：[nau54moi55], [lo53moi21], [lau54mәi213], [lɑ41me11] 
D2 妹老(佬)/mei lao/：妹老仔[mœ44lau53tsi], [mui33la55], 妹郎 
D3 妹老倌/mei lao guan/：[me33lɤ2kua54] 
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D4 令妹/ling mei/：[la33mɤ33], [lɛ11mɤn24] 
E1 姑娘/gu niang/：[kɔ45nɛŋ31], [kɔ52nɛŋ52] 
E2 娘娘/niang niang/：[liaŋ liaŋ] 
E3 姑xiang/gu ~/：[kɔu24xiaŋ22] 
E4 姨xiang/yi ~/：[i21xiaŋ21] 
E5 细姨/xi yi/：[ɬɐi44ji44] 
E6 哥hiaŋ/ge ~/：[ko24hiaŋ22] 

5.2. 「妹」を表す語の分布 

 

 
図5a：「妹」を表す語の分布（全国）
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図5b：「妹」を表す語の分布（南方拡大） 

 
妹を表す語は基本的に「妹」を語中に有している。単音節形式（A1）・重ね

型形式（A2）・および後置成分を有する語形（A3～A6）をAとし、前置成分

を有する語形をBと分類する。姉を示す語（姊・姐）を妹の前置成分として有

するタイプ（C1・C2）が山西や江蘇などにややまとまった分布が見られる。

山西では「姊」は姉を示す語の語中には用いられないが（「姐」が用いられる）、

江蘇では「姊」が姉を示す語の中で用いられる場合がある。 
Dは老・佬などを語中に有するタイプである。D1のように老が前置するタイ

プは江西から広東・広西にいたるまで広範囲に多く分布が見られる。D2のよ

うに老が後置されるタイプは数か所にのみ見られるのみだが、分布はD1に隣

接しつつ広範に点在する。「妹」の前に前置成分を有する語形は、C以外は基

本的に南方に分布している。 
「妹」を語中に持たない形式（E）は広西や海南など、南方に分布が少数見ら

れ、その多くは他の親族呼称の形式を語中に有している（E1～E6）。 

 

6. 「兄弟」 

6.1. 「兄弟」を表す語の分類 

A 兄：兄 xo、兄俫、哥、哥儿、哥儿几个、哥儿们、哥儿们儿、哥几个、 
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哥们儿 
B 弟：阿弟、弟弟 
C 兄弟：兄弟、兄弟家、兄弟些、兄弟俩、兄弟仔、兄弟儿、兄弟弭、兄弟们、

兄弟伙、兄弟伙的、兄弟伙里、兄弟和里、兄弟伙罗、兄弟俩儿、哥兄老

弟、哥弟、亲兄弟、兄弟囝、胞兄弟、兄弟哥、哥弟哥 
D 弟兄：我家弟兄、弟兄、弟兄家、弟兄子、弟兄淘里、弟兄几个、弟兄弭、弟

兄捏、弟兄们、弟兄们子、弟兄伙子、弟兄伙的、弟兄伙里、弟兄伙儿、

弟兄伙儿的、弟兄俩、弟兄俩儿 
＊その他（非表示） 

6.2. 「兄弟」を表す語の分布 

 

図6：「兄弟」を表す語の分布 
 

「兄弟」を表す語については「兄」を表す語（兄・哥）のみを語中に有し「弟」

を表す語（弟）を語中に持たないものをA、「弟」を表す語のみを語中に有し

「兄」を表す語を持たないものをB、 「兄弟」のように「兄」を表す語が「弟」

に前置されるものをC（兄弟哥・哥弟哥のような「兄」を表す語が繰り返し出

現するものも暫定的にこの分類に含めている）、「弟兄」のように「弟」を表

す語が「兄」に前置されるものをDと分類する。 
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分布領域を最も広いのはC「兄弟」タイプだが、D「弟兄」タイプが北方を

中心に広く分布している。D「弟兄」タイプの成立は弟を表す語の中で「兄弟」

の語形が広く用いられている事と関係があるだろう。Aの「兄」を表す語のみ

で「兄弟」を表す地域が遼寧・吉林などの東北部と雲南を中心とする西南部に

遠隔的に分布している点は比較的地点数も多く興味深い。一方B「弟」を表す

語のみで「兄弟」を表す地点は少ない。 
 

7. 「姉妹」 

7.1. 「姉妹」を表す語の分類 

A1：姊・姐：姐 xo、姐儿、姊姐 
A2：姐们・姊们：姐儿们、姐们儿、女姊们、姊们 
B1：姐妹、姐妹家、姐妹儿、姐儿妹子、两姊妹、亲姊妹、姊妹、姊妹家、姊妹

仔、姊妹子、姊妹淘里、姊妹妹、姊妹里、姊妹和里、姊妹儿、姊妹几个、

姊妹弭、姊妹伙子、姊妹伙的、姊妹伙里、姊妹伙儿、姊妹伙罗、姊妹俩、

姊妹俩儿、姊儿妹子、姊姊妹妹 
B2：姐姐姊妹 
B3：女姊妹 
B4：姊妹们、姊妹每 
C：弟妹得、哥姊妹、姊妹哥 
0：その他 

7.2. 「姉妹」を表す語の分布 
「姉妹」を表す語は「姉」を表す語（姊・姐）のみを語中に有し、「妹」を

持たないAタイプ、「姊妹」のように「姊」と「妹」の双方を有するBタイプ、

「兄」ないし「弟」を示す語を語中に有するCタイプに大分される。Aタイプ

の中で語中に複数を示す们/men/を持つものをA2とした（们は音声的に妹/mei/
と近く注意が必要なため）。 
姉妹を表す語は基本的にB1「姊妹・姐妹」が圧倒的に多く分布するが、Aタ

イプのように「姐」のみで「妹」を語中に有さない語形が北方の沿岸部や長江

流域などに分散的に分布している。「哥」「弟」のように「兄・弟」を示す語

形を語中に含むCタイプは山西や福建などごく一部で見られる。 
忻州：弟妹子[ti mei tә] (温端政1985:93) 
寿宁：哥姊妹[kɔ44 tsi55 muoi335] (秋谷2020:655) 
屏南：姊妹哥[tsi11 muai55 ɔ443] (秋谷2020:655)  
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図7：「姉妹」を表す語の分布 

 

8. 「兄弟姉妹」 

8.1. 「兄弟姉妹」を表す語の分類 

A1：姊妹、姊妹们、姊妹子、姊妹妹 
A2：姐妹 
A3：姊妹淘里、姊妹和里 
A4：姊们 
A5：姊妹家 
B：兄弟、弟兄 
C：弟妹 
0：その他（非表示）：兄弟姊妹、弟兄姊妹 
 
 
 



 八木「中国語方言における「兄」「弟」「姉」「妹」を表す語の分類と分布」  

149 
 

8.2. 「兄弟姉妹」を表す語の分布 

図8a：「兄弟姉妹」を表す語の分布（語形が「兄弟姉妹」のものは非表示） 

 

兄弟姉妹を表す語は「兄弟姊妹」ないし「弟兄姊妹」などとして表され、「兄」

「弟」「姉」「妹」のそれぞれを表す語を語中に有するのが一般的である（こ

のタイプは地図中では非表示にしている）。 
北方を中心に語中に「兄」「弟」を示す語がなく「姊妹」のみとなる形式が

多く見られる（A タイプ）。またごく一部であるがＢ「兄弟」「弟兄」やＣ「弟

妹」のように、「姊」「妹」を持たない語形も見られる。Ｃ「弟妹」は山西忻

州に見られる語形で、同一の語形を「兄弟」「姉妹」「兄弟姉妹」のいずれを

表すにも用いられるという。 
忻州：弟妹[ti mei] (温端政 1985:93) 

 

9. 中国語方言における「兄」「弟」「姉」「妹」の語構成について 

以下、中国語方言を全体として見た場合の「兄」「弟」「姉」「妹」を表す

語の構成に関する特徴について述べておきたい。 
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中国語方言において「兄」「弟」「姉」「妹」を表す語の語幹はそれぞれ「兄・

哥」「弟」「姊・姐」「妹」が主となる。 
それぞれの語幹は単独で用いられる場合もあるが、語幹に対して（Ⅰ）前置

成分（阿など）を加える（Ⅱ）後置成分（子・儿など）を加える（Ⅲ）重ね型

にする、といった処理を加えることが「兄」「弟」「姉」「妹」全てに共通し

て見られる。 
主に南方において、老（佬）/lao/が「兄」「弟」「姉」「妹」全てにおいて

前置成分としても後置成分としても出現している。 
例（括弧内にそれぞれの地図における分類を示す） 
〇前置成分の老 
兄：老兄（A4）  姉：老姊（A7） 

弟：老弟（C5）  妹：老妹（D1） 

 
〇後置成分の老（佬） 
兄：兄佬（A5）  姉：姊佬（A8） 

弟：弟佬（C3）  妹：妹佬（D2） 

 
年齢を軸とした共通性（「兄」・「姉」と「弟」・「妹」の対立関係）を示

す語としては「大」と「小（細）」が見られる。ただし「大」と「小」は対称

的に用いられているわけではなく、「大」は単独で用いられる場合や後置成分

（語幹）となる場合もあるのに対し、「小」は基本的に前置成分（修飾成分）

として用いられ単独の形式や語幹としては用いられない点が留意される。 
 

〇年齢の対立に関する「大」と「小（細）」： 
兄：大哥（C6）・大（C1）・阿大（C3） 姉：大姊（A6）・大（C1）・阿大（C3） 

 
 

弟：小弟・細弟（D2）        妹：小妹・細妹（B3） 

 
性別を軸とした共通性には、兄弟・姉妹ともに年長者を示す語形が年少者を

示す語形においても用いられるという点がある。すなわち、兄と姉を示す「兄」

「姉」がそれぞれ弟と妹の語形中に見られる。その逆の年少者の語形が年長者

の語形に用いられる事がない点も留意される。 
 

〇性別の対立に関する「兄」と「姉」 
兄：兄（A1）              姉：姊（A1） 
弟：兄（B1）・兄弟（B2）        妹：姊妹（C1） 
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また、「兄弟」を表すのに「兄」「弟」のいずれかの要素だけを用いる場合

や、「姉妹」を表すのに「姉」を表す語のみを用いる場合なども年齢の枠組を

超えたつながりを示していると考えることができる。 
当然「兄弟姉妹」を「姉妹」のみ表すという場合は性別の枠組を超えたつな

がりを示す事になる。 
以上のような例から、一口に「中国語方言の sibling term 体系は単一である」

と言っても方言全体から見た場合や個々の方言内部の語構成を詳細に見た場

合には多様な状況があることがわかる。 
 

10. おわりに 

以上中国語方言の中に見られる「兄」「弟」「姉」「妹」の分類と分布状況

を概観し、それらの共通性を示す文法現象の主なものについて見た。最初に述

べたように中国語方言は個別的に見ると全て「兄」「弟」「姉」「妹」を峻別

するタイプとなっているが、全体を俯瞰すると共通の語幹や語形が存在してい

る事がわかる。この事は中国語内部における「兄」「弟」「姉」「妹」の成立

過程や他言語との関係を考察する上で示唆的であり、さらに検討を加える必要

がある。 
本稿で見た分類は主に漢字語形に着目した分類であり、一つの観点を提示し

たに過ぎない。今後は音声形式なども考慮し様々な異なる観点から分類・分析

を進めていく必要がある。その上で方言間の変化の過程を考察し、文献資料な

どと照合しながら、周辺言語との関連や他の親族呼称も視野に入れた sibling 
term 体系の発展過程およびその類型・普遍性などについても考察していきた

い。 
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Research article 

Terms for ‘elder brother’ and ‘elder sister’ in Kra-Dai 

HIRANO, Ayaka 
Osaka University 

 
 

Abstract: In this paper, I aim to analyze terms that refer to elder brothers and elder sisters 
in Kra-Dai languages geolinguistically. There are two types of elder-sibling term systems 
in Kra-Dai languages: the ‘elder sibling’ type and the ‘elder brother/elder sister’ type. The 
‘elder sibling’ distinctions are found around Guiyang in China and Southeast Asia. The 
most widespread form for ‘elder sibling’ is derived from Proto-Tai *biB2. The ‘elder 
brother/elder sister’ distinctions are found mainly in southern China and Hainan Island. 
All distinctions on Hainan Island are of the ‘elder brother/elder sister’ type. Although 
‘elder sibling’ distinctions are more widely distributed than ‘elder brother/elder sister’ ones, 
words that mean ‘elder sibling’ have fewer variations. Some languages, in particular 
Central Tai branch languages, use both systems together. The most widespread forms for 
‘elder brother’ and ‘elder sister’ might be derived from the Chinese 哥 (ge) ‘elder brother’ 
and 姊  (zi) ‘elder sister’, respectively. Kra-Dai has many elements borrowed from 
Chinese for elder siblings. Not only 哥 (ge) and 姊 (zi) have been borrowed; elements 
similar to 阿 (a), which is a prefix for elder people in Chinese, are also found in some 
languages. Although Chinese has a strong influence on elder-sibling terms in Kra-Dai 
languages, Hlai languages have fewer Chinese-derived elements than others. For this 
reason, the forms found in Hlai languages might be closer to the ancient form. 

 
 
Keywords: Kra-Dai; sibling terms; loan words 

 
 

1. Introduction 

This paper presents a geolinguistic analysis of words referring to elder siblings, such 
as ‘elder brother’ and ‘elder sister’, in Kra-Dai languages. In some Kra-Dai languages, 
there is no distinction between ‘elder brother’ and ‘elder sister’, and there is a word for 
‘elder sibling’. On the other hand, other Kra-Dai languages have separate words for 
‘elder brother’ and ‘elder sister’. In this paper, I first create linguistic maps of the 
distribution of the elder sibling term system. After looking at the distribution of systems 
according to whether or not there is a gender distinction, I examine the distribution of 
each form of ‘elder sibling’, ‘elder brother’, and ‘elder sister’ found in Kra-Dai 
languages. 
                                                        
HIRANO, Ayaka. 2022. Terms for ‘elder brother’ and ‘elder sister’ in Kra-Dai. Studies in Geolinguistics 2: 153–164. 
doi: https://doi.org/10.5281/zenodo.7121716  
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2. System of Elder Sibling Terms 

Figure 1 shows the distribution of the ‘elder brother/elder sister’ type languages and 
the ‘elder sibling’ type languages. The ‘elder brother/elder sister’ type languages have 
gender-differentiated words for ‘elder brother’ and ‘elder sister’, whereas the ‘elder 
sibling’ type languages do not distinguish between the two genders. As shown in Figure 
1, the geographical distribution of the ‘elder sibling’ type is wider in Southeast Asia 
and around Guiyang Province, China. The ‘elder brother/elder sister’ type is more 
common in southern China and Hainan Island. 

Fig. 1 Distribution of the elder sibling term system in Kra-Dai languages 

  
Each language subclass in the distribution illustrated in Figure 1 shows a different 

situation. As shown in Figure 2, many languages in the Southwestern Tai languages 
have a system that does not distinguish elder siblings by gender, while some languages 

 ‘Elder brother/elder sister’ type 
 ‘Elder sibling’ type 
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distributed in China distinguish elder siblings by gender. Some languages use the 
systems of ‘elder sibling’ and ‘elder brother/elder sister’ together. 

Fig. 2 Distribution of the elder sibling term system in Southwestern Tai languages 

 

Central Tai languages also have ‘elder brother/elder sister’ type languages, which are 
distributed in China, as shown in Figure 3. However, the boundary between the ‘elder 
brother/elder sister’ and ‘elder sibling’ types is more ambiguous than in the Southwest 
Tai languages, and some languages use the two systems together. 
  

‘Elder brother/elder sister’ type 
 ‘Elder sibling’ type 
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Fig. 3 Distribution of the elder sibling term system in Central Tai languages 

 
In Northern Tai languages, the distribution area of the ‘elder brother/elder sister’ type 

and the ‘elder sibling’ type is divided. In Bouyei languages, the ‘elder sibling’ type is 
dominant, while in the northern Zhuang dialects, the ‘elder brother/elder sister’ type is 
dominant, resulting in the distribution shown in Figure 4. In some northern Zhuang 
dialects, the ‘elder brother/elder sister’ type system and the ‘elder sibling’ type system 
are used together. 

Fig. 4 Distribution of the elder sibling term system in Northern Tai languages 

 ‘Elder brother/elder sister type 
 ‘Elder sibling’ type 

 ‘Elder brother/elder sister’ type 
 ‘Elder sibling’ type 
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In Kam-Sui and Kra languages, the ‘elder brother/elder sister’ type predominates, as 

shown in Figure 5. 

Fig. 5 Distribution of the elder sibling term system in Kam-Sui and Kra languages 

 
Hlai and Ong Be languages spoken on Hainan Island are all of the ‘elder brother/elder 

sister’ type system, as shown in Figure 6, as far as I was able to ascertain at this time. 

Fig. 6 Distribution of the elder sibling term system in Hlai and Ong Be languages 

Kam-Sui languages 

 ‘Elder brother/elder sister’ type 

 ‘Elder sibling’ type 
 
Kra languages 

 ‘Elder brother/elder sister’ type 

 ‘Elder sibling’ type 

Hlai languages 

 ‘Elder brother/elder sister’ type 
 
Ong Be languages 

 ‘Elder brother/elder sister’ type 
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So far, I have looked at the distribution of languages with regard to whether they 
distinguish elder siblings by gender or not. In languages distributed in the current 
territory of China, the ‘elder brother/elder sister’ type is predominant, and the influence 
of Chinese cannot be denied. However, as seen in the Northern Tai language group, 
there are cases where the ‘elder sibling’ type is dominant even within Chinese territory. 
There are also several places, mainly in the Sino-Vietnamese border region, where the 
two systems are used together. 

As seen in the next section, the ‘elder sibling’ type has a wide distribution area, but 
the number of forms is limited, while the ‘elder brother’ and ‘elder sister’ forms have 
many types and complex distribution. 

3. ‘Elder Sibling’ 

The ‘elder sibling’ type, which makes no distinction based on gender, is widely 
distributed, but the forms are more uniform than ‘elder brother’ and ‘elder sister’, which 
I discuss in the next section and beyond. As shown in Figure 7, the majority are PI/PHI 
types that use a form similar to pi or phi. This form can be derived from Proto-Tai *biB2 
(Li 1977). In addition, TA types are found in two languages, ȶaːi4 is found in one 
language, and tja4 nji4 is found in one language. 

Fig. 7 Distribution of ‘elder sibling’ 

  PI/PHI 

 TA 

 ȶaːi4 

 tja4 nji4 
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In some languages, it is reported that the meaning corresponding to ‘elder brother’ 
or ‘elder sister’ can be expressed by modifying the ‘elder sibling’ element with 
elements expressing gender. Figure 8 shows the distribution of modifiers in the 
languages of the ‘elder sibling’ type that can be used to express ‘male elder sibling’. 
The most widespread type is the CAAI type. 

Fig. 8 Distribution of male modifiers for ‘elder sibling’ 

 
The distribution of modifiers used to express ‘female elder sibling’ is shown in 

Figure 9. Although the number of languages I was able to examine is limited, compared 
to the distribution of modifiers for ‘male’ shown in Figure 8, none of the forms can be 
observed as widely as the CAAI form for ‘male’. 
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 Fig. 9 Distribution of female modifiers for ‘elder sibling’ 

4. ‘Elder Brother’ 

As shown in Figure 10, the most widespread form is similar to ko. This KO type is 
thought to be a borrowing of the Chinese word 哥 (ge) ‘elder brother’. The TA type 
is similar to one of the forms of ‘elder sibling’ observed in section 3, and the PI/PHI 
type is the most widespread form of ‘elder sibling’ seen in section 3, but it is used in 
the sense of ‘elder brother’ in some languages. The PI/PHI type form as ‘elder brother’ 
is sometimes used with the KO type form in one language. The (W)ENG/WING type 
is predominant in the Hainan Island Hlai languages. 

Fig. 10 Distribution of ‘elder brother’ 
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A form prefixed with a kind of prefix similar to the Chinese 阿 (a) is found at 10 
sites. As Figure 11 shows, none are found on Hainan Island; all are found on the 
mainland. 阿  (a) in Chinese is a prefix for elder people. Thus, it may be due to 
language contact with Chinese. 

Fig. 11 Distribution of the ‘A+elder brother’ form 

5. ‘Elder Sister’ 

As shown in Figure 12, the SE/CHE type is the most widespread. The SE/CHE type 
may be a borrowing from 姊 (zi) since 姊 (zi) is pronounced like tse in the Chaozhou 
dialect of Chinese1. On Hainan Island, the TA and PI type are also observed as forms 
of ‘elder sister’. The EI/AƜ and KHAƜ types are predominant on Hainan Island. 
  

                                                        
1 In southern Vietnamese dialects belonging to the Austro-Asiatic language family, ‘elder sister’ is chế, similar to the 
SE/CHE type of Kra-Dai; Lê Ngọc Trụ (1993) suggests that it may be a loan word from Chaozhou or Cantonese dialects. 
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Fig. 12 Distribution of ‘elder sister’ 

 

Like ‘elder brother’ in section 4, ‘elder sister’ is often observed in a form with an 
attached prefix similar to the Chinese 阿 (a), which is found at 7 sites. Figure 13 shows 
its distribution; like the A+ ‘elder brother’ form, it is not observed on Hainan Island. 

Fig. 13 Distribution of the ‘A+elder sister’ form 

6. Conclusion 

There are two systems in Kra-Dai; the ‘elder sibling’ system and the ‘elder 
brother/elder sister’ system. Some languages use both of these systems together. The 
most widespread forms of ‘elder brother’ and ‘elder sister’ appear to be loan words 
from Chinese, and the influence of Chinese can be seen strongly in these forms. 
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However, in the languages of Hainan Island, especially in the Hlai languages, the use 
of Chinese-derived forms is limited. In other words, the forms found in the Hlai 
languages may be closer to the original Kra-Dai lexical form. 

Data sources 

平野綾香(2021)『ベトナムランソン省チャンディン県ヌン語の記述研究』大阪大学，博士論文． 

北京大学中国语言文学系语言学教研室(1989)《汉语方音字汇》北京:文字改革出版社出版. 

薄文泽(1997)《佯僙语研究》上海:上海远东出版社. 

薄文泽(2003)《木佬语硏究》北京:中央民族大学出版社. 

广西壮族自治区少数民族语言文字工作委员会(2008)『广西民族语言方音词汇』北京:民族出版社. 

贺嘉善(1983)《仡佬语简志》北京:民族出版社. 

小坂隆一等(1998)《仡央语言词汇集》贵阳:贵州民族出版社. 

李锦芳(1999)《布央语研究》北京: 中央民族大学出版社. 

李锦芳(2006)《西南地区濒危语言调查研究》北京: 中央民族大学出版社. 

李如龙(2012)《茶洞语研究》北京:民族出版社. 

李云兵(2000)《拉基语硏究》北京: 中央民族大学出版社. 

梁敏(1980)《毛难语简志》北京:民族出版社. 

梁敏(1980)《侗语简志》北京:民族出版社. 

梁敏等(1997)《临高语研究》上海:上海远东出版社. 

梁敏等(2002)《普标语研究》北京:民族出版社. 

毛宗武等(1982)《瑶族语言简志》北京:民族出版社. 

欧阳觉亚(1983)《黎語调查研究》北京:中国社会科学出版社. 

欧阳觉亚(1998)《村語研究》北京:民族出版社. 

王均(1980)《仫佬语简志》上海:上海远东出版社. 

杨通银(2000) 《莫语研究》北京: 中央民族大学出版社. 

喻翠容(1980)《布依语简志》北京:民族出版社. 

喩翠容、罗美珍编著(1980)《傣语简志》北京:民族出版社. 

张均如(1980)《水语简志》北京:民族出版社. 

张均如等(1999)《壮语方言研究》成都:四川民族出版社. 

周耀文等(2001)《傣语方言研究》北京:民族出版社. 

Hudak, Thomas John (1994) William J. Gedney’s Southwestern Tai dialects: Glossaries, texts, and 
translations. Ann Arbor, Michigan: Center for South and Southeast Asian Studies, University of 
Michigan. 

Hudak, Thomas John (1995) William J. Gedney’s Central Tai dialects: Glossaries, texts, and translations. 
Ann Arbor, Michigan: Center for South and Southeast Asian Studies, University of Michigan. 



 『地理言語学研究』 | Studies in Geolinguistics 2 

164 
 

Hudak, Thomas John (1997) William J. Gedney’s Tai dialect studies: Glossaries, texts, and translations. 
Ann Arbor, Michigan: Center for South and Southeast Asian Studies, University of Michigan. 

Hudak, Thomas John (2008) William J. Gedney’s Comparative Tai source book. Honolulu: University of 
Hawai‘i Press. URI: https://www.jstor.org/stable/20532978 

Morey, Stephen (2005) The Tai languages of Assam: A grammar and texts. Canberra: Pacific Linguistics, 
The Australian National University. doi: https://doi.org/10.15144/PL-565 

Pittayaporn, Pittayawat (2009) The phonology of Proto-Tai. Doctoral dissertation, Cornell University. 

Самарина, Ирина Владимировна (2011) Языки гэлао: материалы к сопоставительному словарю 
кадайских языков. Москва: Academia. 

References 

Lê Ngọc Trụ (1993) Tầm-Nguyên Tự-Điển Việt-Nam [Vietnamese etymological dictionary]. Hồ Chí Minh: 
Nxb. Thành Phố Hồ Chí Minh. 

Li, Fang-Kuei (1977) A handbook of comparative Tai. Honolulu: University of Hawai‘i Press. URI: 
https://www.jstor.org/stable/20006684 

 

Publication history 
 
Date accepted: 15 September 2022 
 



『地理言語学研究』 | Studies in Geolinguistics 2, 2022 

165 
 

論文 

Kra-Daiにおける「弟・妹」語彙 
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Terms of ‘younger brother’ and ‘younger sister’ in Kra-Dai 
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Osaka Shoin Women’s University 
 
 

Abstract: The Kra-Dai languages can be divided into two types: ‘younger sibling’ type 
and ‘younger brother/younger sister’ type languages. The ‘younger sibling’ type is most 
widely distributed in present, while the ‘younger brother/younger sister’ type is common 
in the languages that retain old Kra-Dai features (e.g. the Kra languages). The common 
and widely distributed form of ‘younger brother/sister’ is the NONG form, which means 
‘younger sibling’. In the both case of ‘younger brother’ and ‘younger sister,’ an additional 
gender-indicative form often follows the NONG form in the Tai languages: TSAJ ‘man, 
male person’ (or BAAW ‘young unmarried man’) and JING ‘woman’ (or SAAW ‘young 
unmarried woman’, BWK ‘girl’). The Central Tai languages are characterized by the use 
of BAAW and SAAW as additional forms. The Northern Tai languages is characterized 
by the use of BWK as an additional form of ‘younger sister’. In Li (Hlai), the RUNG form, 
which come from Proto-Hlai, was found. The RUNG form means ‘younger sibling’, and 
the form is the characteristic of Li (Hlai) language. In Buyang, the ZO (‘younger brother’) 
and ON (‘younger sister’) forms, which trace back to Proto-Kra, were found. Thus, the 
word forms other than the widely distributed NONG form often have different origin from 
the Tai languages. In addition, it was pointed out that in Buyang, Proto-Kra ‘younger sister’ 
is thought to have changed to mean ‘younger sibling’, and that the MOI form and the 
additional MUI form of ‘younger sister’ may have been influenced by Austro-Asiatic 
languages, while these forms may also have been borrowed from Chinese. 

 
 
キーワード：Kra-Dai；キョウダイ語彙；Proto-Kra 
Keywords: Kra-Dai; sibling terms; Proto-Kra 
 
 

1. はじめに 

本稿は、Kra-Dai 諸言語における「弟・妹」語彙の地理的分布の特徴を明ら

かにすることを目的とする。 

                                                        
富 田 愛 佳  (2022) 「 Kra-Dai に お け る 「 弟 ・ 妹 」 語 彙 」 『 地 理 言 語 学 研 究 』 2: 165–175. doi: 
https://doi.org/10.5281/zenodo.7121756  
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「弟・妹」言語地図作成にあたっては、Bibliography に記載の言語資料から

当該語彙の形式を遠藤光暁氏、平野綾香氏、筆者の 3 名で Excel に入力し、esri
の ArcGIS を使用して地図描画した。「弟・妹」の語彙項目の分類やその考察

については筆者がその責を負う。 
 

2. 「年下キョウダイ」型と「弟／妹」型の分布 

Kra-Dai において「弟・妹」を指示する語彙は、大きく「年下キョウダイ」

型と「弟／妹」型に分けることができる。 
「年下キョウダイ」型とは、そのキョウダイの性別を問わず、年下のキョウ

ダイであることを意味する形式を持つタイプである。「弟」「妹」の語彙形式

が完全に一致していたり、あるいは「年下キョウダイ」を意味する形式に性別

を表す形式を付加して「弟」「妹」を表したりする。 
「弟／妹」型とは、「弟」「妹」の語彙に、それぞれ別の形式を使用するタ

イプである。 
Kra-Dai における「年下キョウダイ」型と「弟／妹」型の分布は、図 1 の通

りである。 

図1：「年下キョウダイ」型と「弟／妹」型 

 
「年下キョウダイ」(ySib) 型は、海南島を含む広い範囲に分布する。「弟／

妹」(yBro/ ySis) 型は、Zhuang のごく一部、Kam-Sui 諸語、Kra 諸語、Li、Lingao
に見られる。これらとは別に、「弟」語彙のデータだけで、「妹」はデータが
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ない地点 (no_ySis) もある。そのような地点は「年下キョウダイ」にあたる一

つの形式しかないと考えれば「年下キョウダイ」(ySib) 型と見なすことができ

るかもしれない。 
 

3. 弟 

3.1. 「弟」を示す形式の分布 

第 2 節で確認したように、Kra-Dai の「弟・妹」語彙は「年下キョウダイ」

型と「弟／妹」型に分けられるが、ここからは「弟・妹」を示す具体的な形式

の分布について見ていく。 
第 3 節では「弟」の語彙形式の分布を見る。形式を包括的に見るために、こ

こでは「年下キョウダイ」型と「弟／妹」型に分割することはしない。「弟」

を表す形式をすべて扱ってまとめたのが図 2 である。各分類の具体的な語彙

形式については、付録 1 を参照されたい。 
 

図2：「弟」を示す形式の分布 

 
NONG 型は、Proto-Tai *nu̯ɔŋ (Li 1977) ‘younger sibling’ に遡る形式で、もっ

とも広汎に見られるが、海南島では海口周辺など一部に留まる。なお、付録 1
で nu4 (Sui 語・三都) を NONG 型の語形として分類しているのは、Sui 語で末

子音に-ŋ を持つ語が少ない (Castro and Pan (eds.) 2015: 104) とされていること

から、音韻論上の制約によって語末の-ŋ が脱落したと想定したためである。実
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際、Burusphat, Wei and Edmondson (2003) においても漢語借用語 (农业, 农场) 
を除き、nuŋ という音配列の見出し語は挙がっていない。 

RUNG 型はすべて Li (Hlai) 語であり、海南島南部に分布する。初頭子音が

付録 1 の語彙形式のように Proto-Hlai *r > r, ɡ, h (Norquest 2007) の規則にした

がうことから、Proto-Hlai から継承された形式であると考えられる。 
ZO 型、PU JI 型は両方ともすべて Kra 諸語であり、貴陽周辺とベトナム国境

付近に分布する。ZO 型は Buyang と Gelao、PU JI 型は Gelao の地点である。

Ostapirat (2000) では、Proto-Kra *ʒaɯB ‘brother (younger)’ という形式が示され

ており、ZO 型はこれに遡るものと推測される。PU JI 型においては、語頭の

ʔa33やʔɒ33などの接頭辞と思われる形式のみ「妹」と共通している。 
NHAN NHA 型は Kam-Sui、NOAI 型は Li (Hlai) で、それぞれ孤立的に分布

する。 
その他 (OTHERS) に分類した形式のうち、on33 pa33 vaːu33 (Buyang, Kra) に

見られる on33は Proto-Kra *ʔonC ‘sister (younger)’ (Ostapirat 2000) に遡る語形で

あると考えられる。同地点の「妹」は on33 pa33 mai11であるため、Proto-Kra で

「妹」を表していた on は、共時的には「年下キョウダイ」を表す語形となり、

キョウダイの性別は表さなくなっている1。また、同じくその他の形式に分類

した、tak8 tai (Zhuang、北方タイ諸語)は、Proto-Kra *taiA ‘brother (elder)’ (Ostapirat 
2000) に遡る tai に接頭辞 tak8がついた形式であろう2。 

3.2. 「弟」において2音節以上の形式を構成する要素 

付録 1 からわかるとおり、「弟」を示す形式の中には、2 音節以上であるも

のが多い。これらは、基本的に「年下キョウダイ」型であると考えられ、3.1 の

図 2 で分類のラベルにした NONG、RUNG、ZO 等に対応する「年下キョウダ

イ」の形式に、性別「男」を意味する要素が付加されている場合が多くある。

また、性別を示す要素以外でも、何らかの形式が付加されている場合がある。

これらの付加形式の分布をまとめたのが図 3 である。 
もっとも広く分布するのは TSAJ 型で、北方タイ諸語、南西タイ諸語を中心

に雲南省から広西チワン族自治区の南部に分布し、図 2 の NONG の後部要素

として出現する。BAAW 型も NONG の後部要素となるが、こちらは広西チワ

ン族自治区のベトナム国境付近の中央タイ諸語に分布する。Hudak (2008) で
は、TSAJ にあたる語形は ‘man, male person’、BAAW にあたる語形は ‘young 
unmarried man’ の項目として北方・中央・南西タイ諸語全般で広く見られる。 

                                                        
1 当該地点の「兄」「姉」は共通してpi45という形式を持ち、これが共時的には「年上キョウダイ」を表すと

考えられる。一方、Ostapirat (2000) はProto-Kraの再建形として *taiA ‘brother (elder)’ / *ʒaɯB ‘brother (younger)’ 
/ *piC ‘sister (elder)’ / *ʔonC ‘sister (younger)’ を挙げており、pi45は歴史的には「姉」の形式である。このよう

に、当該地点では歴史的に「姉」の形式が「年上キョウダイ」の意味に、「妹」の形式が「年下キョウダイ」

の意味に変化している。 
2 Burusphat and Qin (2006) によると、接頭辞tak8は同年代男性につける接頭辞であるという。 
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ほかに NONG の後部要素となるのは PAAN 型で、貴州と広西の境界付近の

Kam-Sui 諸語で見られる。一方、NONG の前部要素になるのが TAK 型で、南

寧市の東方に分布する Zhuang (北方タイ諸語) で見られる。TAK は注 2 で述

べたように同年代男性につける接頭辞であろう。 
LA 型、ʔA 型はそれぞれ、図 2 の ZO 型、PU JI 型の前部要素としていずれ

も Kra 諸語の Gelao で見られる。この要素は、同地点の「妹」語彙にも共通す

る形式があることから、性別を示す形式ではなく、接頭辞ではないかと考えら

れる。 

図 3：「弟」に見られる付加形式 

 

4. 妹 

4.1. 「妹」を示す形式の分布 
「妹」を表す形式の分布をまとめると、図 4 のようになる。各分類の具体的

な語彙形式については、付録 2 を参照されたい。 
NONG、RUNG 型は「弟」の分布でも見られた形式で、「年下キョウダイ」

を表す形式だと考えられる。NONG 型はタイ諸語、Kam-Sui 諸語を中心に広く

見られ、Li (Hlai) や Lingao などにもごく一部が分布する。RUNG 型はすべて

Li (Hlai) である。 
ON 型は、3.1 節の最後で言及したように Proto-Kra *ʔonC ‘sister (younger)’ 

(Ostapirat 2000) に遡る語形である。すべて Kra 諸語である Buyang のデータで
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あるが、3 地点のうち 2 地点では「弟」としてやはり Proto-Kra に遡る ZO 型

の形式を持っており、Proto-Kra の「弟」「妹」の形式を継承している。 
MOI 型は、「弟」では出てこなかった形式であるため、「弟／妹」型の語彙

であると見なせる。分布は、貴陽周辺では Gelao、桂林・南寧周辺では Zhuang 
(中央タイ諸語) と Kam-Sui 諸語、そして海南島では Lingao、のようにばらつ

きがある。語形も mui～moi (Zhuang)、mei (Kam-Sui)、mәi (Lingao)、mәɯ (Gelao) 
のように母音に違いがある。SEAlang Mon-Khmer etymological dictionary によ

ると、Headley (1997) では Khmer ‘mei’ に対して意味的に「妹」と重なるよう

な ‘term of address to a younger woman or to a woman of lower status’ という語釈

が与えられており、MOI 型はオーストロアジアの語形と関係する可能性もあ

るが、一方で漢語「妹」の借用とも考えられる。 
NI、EN、MI A、VAI 型も「弟」では出てこなかった形式であり、「弟／妹」

型の語彙であると考えられる。なお、MI A にあたる形式は、Hudak (2008) で
は南西タイ諸語で ‘wife’ の語彙形式としてよく現れる。 

図 4：「妹」を示す形式の分布 

 

4.2. 「妹」において2音節以上の形式を構成する要素 
2 音節以上の「妹」語彙形式のうち、図 4 の分類の前部または後部についた

付加形式によって分類し、分布をまとめたのが図 5 である。 
JING 型、SAAW 型は雲南から広西の南部にかけて同程度に広く分布し、ど

ちらのタイプも図 4 の NONG 型の後部要素となって、年下キョウダイの性別
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を表す。JING 型が南西タイ諸語の Dai を中心とした分布であるのに対して、

SAAW 型は、中央タイ諸語の Zhuang を中心とした分布である点が異なる。

Hudak (2008) では、JING 型に相当する形式は ‘woman’ を意味し、南西および

中央タイ諸語で見られる。また、SAAW 型の形式は ‘young unmarried woman’ 
を意味し、北方・中央・南西タイ諸語全般に見られる。SAAW 型の語彙形式は

広く分布しているが、これを「妹」の性別を示すのに使うのが中央タイ諸語の

特徴と言えそうである。 
BWK 型は北方タイ諸語の Zhuang を中心に分布する。多くの場合 bɯk の音

形をとり、NONG 型の後部要素となるが、中央タイ諸語の Zhuang の 1 地点 
(隆安) のみ、NONG の前部要素となる語形があった。Hudak (2008) によれば、

この BWK 型の形式は北方タイ諸語で ‘girl’ の意味であり、南西タイ諸語には

見られない形式であるという。 
LAAK 型はすべて Kam-Sui 諸語に分布し、ほとんどの場合、やはり NONG

型の後部要素になるが、1 地点のみ Biao で図 4 の NI 型の前部要素として現れ

る例があった。また、LAAK の後に bjik、ʔbiːk、biːk、ʔjaːk などを伴う地点

も多く見られる。 
ここまで見てきた JING、SAAW、BWK、LAAK 型とは逆に、図 4 の NONG

型の前部要素となるのが TA 型である。TA 型は BWK 型同様に北方タイ諸語

の Zhuang に分布するが、その分布域は BWK 型より東側に寄っている。 
MUI 型は Zhuang (北方タイ諸語)、Pubiao の互いに離れた 3 地点で見られ、

図 4 の NONG 型あるいは VAI 型の前部または後部要素になっている。音形か

ら、図 4 の MOI 型と関連する形式だと考えられる。MOI 型は「弟」には見ら

れない形式のため、「弟／妹」型の「妹」を表す語彙だと考えられるが、MOI
単独ではなく NONG 型や VAI 型との組み合わせで「妹」を表す地点もあると

いうことである。 
ʔA 型は図 4 の MI A 型の前部要素として現れる。このタイプが観察される

地点は、「弟」の図 3 でもʔA 型であった Gelao の地点である。これらの地点

では「弟／妹」型で、「弟」PU JI 型と「妹」MI A 型にそれぞれ接頭辞として

ʔA 型が付いていると考えられる。 
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図 5：「妹」に見られる付加形式 

 

5. おわりに 

本稿では、Kra-Dai 諸語の「弟・妹」を表す形式について、まず「年下キョ

ウダイ」型と「弟／妹」型の言語に大きく分けられること、現在もっとも広汎

に分布するのは「年下キョウダイ」型であるが、「弟／妹」型は Kra 諸語など

Kra-Dai の古い特徴を残す言語に多いことを確認した。 
「弟・妹」の各語形で共通して広く分布するのは、「年下キョウダイ」型の

語形である NONG 型であった。「弟・妹」とも、この NONG 型の後部要素と

して性別を示す形式が付加されることも多くあり、この付加形式はタイ諸語に

おいてごく一般的な語彙である TSAJ「男性」（あるいは BAAW「未婚男性」）、

JING「女性」（あるいは SAAW「未婚女性」、BWK「少女」）だが、中央タ

イ諸語では付加形式として BAAW や SAAW を使う特徴が、北方タイ語では

「妹」の付加形式として BWK を使用する特徴がある。 
このほか、Proto-Hlai に遡る Li (Hlai) に特徴的な「年下キョウダイ」語形の

RUNG 型や、Buyang における Proto-Kra の語形に遡る「弟」の ZO 型および

「妹」の ON 型など、タイ諸語とは異なる語形も見られた。 
さらに、Buyang で Proto-Kra の「妹」が「年下キョウダイ」の意味へ変化し

たと考えられること、「妹」の MOI 型および付加形式の MUI 型は漢語の借用

とも考えられる一方で、オーストロアジア諸語の影響の可能性があることを指

摘した。 
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付録1: 「弟」を示す形式の分類 

＜NONG 型＞ 

nɔːŋ6, nɔːŋC2, nɔɔŋ4, nɔɔŋ5, nɔɔŋ6, nɔŋ3, nɔŋ4, nɔŋ5, nɔŋ6, nɔŋ8, nɔŋC2, nɯːŋ4, noːŋ4, noŋ2, noŋ4, noŋ6, 

noŋC2, nooŋ3, nooŋ6, nuːŋ4, nuːŋ4, nu4, nuaŋ3, nuaŋ4, nuɑŋ4, nuaŋ6, nuәŋ4, nuŋ23, nuŋ4, lɔŋ4 tsaːi2, nauŋ4 

caai2, nɔːŋ4 tɕaːi2, nɔɔŋ6 baaw2, nɔŋ4 tɕaːi2, nɔŋ4 tɕai2, nɔŋ4 tsaːi1', nɔŋ4 tsaːi2, nɔŋ4 tsai2, nɔŋ5 caay4, nɔŋ5 

saay5, nɔŋ6 baaw2, noːŋ3 baːu6, noːŋ3 maːu5, noːŋ4 baːu5, nøːŋ4 baːu5, noːŋ4 baːu6, noŋ4 paːn1, noŋ4 tsɒi2, 

nooŋ3 baaw5, nooŋ6 baaw2, nooŋ6 l̥ay2, nuːŋ4 pu4 θaːi1, nuaŋ4 ɬːai1, nuaŋ4 θaːi1, nuәŋ4 θːai1, nuәŋ4 θaːi1, 

nuŋ4 lә2 baːn1, pi3 naaŋ4 loŋ1, roːi6 nuːŋ4, tak8 nuːŋ4, waŋ2 nuŋ4, ʔaːu1 nuːŋ4, ʔoo5 nooŋ6 

＜RUNG 型＞ 

ruːŋ1, ɡuːŋ1, ɡuːŋ4, huaŋ4, huːŋ4 

＜ZO 型＞ 
ʑo35 (姉による呼称), ʑo35 tja44 (兄による呼称), ʑuә11, ʑu53, a44 zɯ̤42, la31 ʑu31, la35 jau33, tshә33, 
tsә31, tsәɯ31, tɕɔu13 

＜PU JI 型＞ 

ʔa33 pu33 ʑi31, ʔɒ33 pu33 ji31 nɗa33, ʔɒ33 pu33 ji31 

＜NHAN NHA 型＞ 

ȵan3 ȵa5, ȵan3 nia5 

＜NOAI 型＞ 

nuәi5, nɔ3 (姉による呼称) 

＜その他 (OTHERS)＞ 
muәŋ4, mɔŋ4 tsaːi2, ʔeːŋ3, vaːi33, on33 pa33 vaːu33, jo2 nji2 po22, lak8 kjai3, tak8 tai, sok2 

付録2: 「妹」を示す形式の分類 

＜NONG 型＞ 

nɔŋ4, noŋ4, noŋ4 mjek9, nuːŋ4, nu4, nuŋ4, nuŋ4 laːk8 biːk8, nuŋ4 laːk8 ʔjaːk7, nuŋ4 muːi4, ta6 nuːŋ4 

＜RUNG 型＞ 

ruːŋ1, ɡuːŋ1, ɡuːŋ4, huːŋ4, huaŋ4 

＜MOI 型＞ 

mei35, mәi4, mәɯ13 tjaŋ31 tjaŋ31, moːi6, mui35, ta6 muːi6 

＜ON 型＞ 

un24, ʔun33, on33 pa33 mai11 

＜NI 型＞ 

ȵi44, ni4, lak8 ni4 

＜EN 型＞ 

e33, en55 

＜MI A 型＞ 

ʔɒ32 mi33 ʔɑ̃33, ʔɒ32 mi33 ʔɤ̃33 

＜VAI 型＞ 
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vaːi33 mәi45, uai55 pia55 

＜その他 (OTHERS)＞ 

a33 an33, a44 te̤42 (～tei42), at7 jen4 kjãːu3-kjai3, ko1, nuәi5, ŋwɛ2 nji3 , mja22, tsɛt2, zɛi2 (姉による呼称), 

ʔeːŋ3 
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彙報 
2021年度 

Memoranda and personalia 2021 
 
第 3 回大会は岡山大学で開催準備していたが，引き続きコロナのためオンラ

イン開催となった。7 件応募があり，すべて採択，うち 2 件についてはやむを

得ない事情により辞退となり，最終的には一般発表は 5 件，そして国立遺伝学

研究所の鈴木留美子先生に「日本人の名字の地域性と遺伝学」と題する招待講

演をしていただいた。土曜の半日開催ではあったが，充実した内容であった。 
学会誌『地理言語学研究』第 1 号を 2021 年 9 月 27 日に pdf 版公開・翌月に

紙版も Amazon より販売開始した。また 2022 年 2 月に Monograph No.1 として

Hiroyuki Suzuki, Geolinguistics in the eastern Tibetosphere: An introduction；2022
年 3 月 31 日には No.2 として《岩田礼教授荣休纪念论文集》上下册も同様にし

て pdf 版・紙版を公開した。pdf 版のほうがデフォルトで，短い間に多くの方々

がダウンロードし，学会側・研究者側ともメリットが大きい方法であると実感

された。 
大会での研究発表・学会誌・モノグラフのいずれも募集要項に記されている

趣旨と様式にかなっていれば，無料ないし非常に低廉なコストでどなたでも参

画できるので，ぜひ積極的に活用いただけると幸いである。 
2021 年度の会計報告は以下の通り（会計監査・世話人会確認済）： 
収入の部 61,454 円 2020 年度繰越金 
支出の部  5,568 円 学会 HP サーバー使用料 

20,000 円 大会招待講演謝金 
          5,478 円 学会誌紙版公開手数料（MyISBN/デザインエッグ） 
残高    30,408 円 
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